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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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New Life.







　あとがき






　ずっと、イッセーさんのそばにいてもいいですか？














　Life.0










　気づけば俺は気品あふれる和室にいた。


　傷いたみ箇か所しよひとつすら見つからない畳たたみ。高級そうな壺つぼもあり、庭にはキレイな日本庭園があって、「カッコン！」とししおどしが小気味の良い音を鳴らす。


「イッセーさん」


　そして、眼前には白しろ無む垢く姿の──アーシア!?　改まった座すわり方で俺へ頭を下げる。金きん髪ぱつとグリーンの瞳ひとみを持った異国出身の美少女が白無垢ってのも神秘的で大変良いですな！


　うるうると潤うるんだ瞳で俺を見つめ、アーシアは一言言う。


「いままでありがとうございました。アーシアは、今日、お嫁よめに行きます」


　──ッ！


　な、なんですとぉぉぉぉぉぉぉっ!?


「うぅ、アーシアちゃん、立派になって……」


「アーシアちゃん、キレイだよ！」


　俺の横では父さん母さんがアーシアの姿を見て号ごう泣きゆうしている！


「アーシア、いつでもここへ帰ってきてもいいのよ？」


　部長も目元の涙なみだを拭ぬぐいながら言う！


「アーシアちゃん、あとのことはだいじょうぶですからね」


　朱あけ乃のさんも部長と同様に感極きわまっていた！


　えっ!?　ええええっ!?　何事!?　これ、何!?　アーシアちゃん!?


　事態がよく飲み込めていない俺へ母さんが言う。


「ほら、イッセー。あなたもアーシアちゃんに何か言ってあげなさい。妹のようにかわいがっていたでしょう」


　いや、急にそんなこと言われてもですね！　てか、マジでアーシアが嫁入り!?


　相手は誰だれ!?　うちのアーシアちゃんを射止めた相手は──。


　スパン！　障子を勢いよく開け放ち、イケメンの男が現れる。


「お兄さん、はじめまして。僕はディオドラ・アスタロト。上級悪あく魔までチョーお金持ちです。ふふふ、アーシアのことはお任せください。必ずや幸せにしてみせますから！」


　華か麗れいなポーズで俺や家族の者にアピールする！　こ、こいつは若手上級悪魔の一人だ！


　確か、アスタロト家の次期当主！　現魔ま王おうベルゼブブさまを出した御お家いえの悪魔！


　ああ、そうだ！　夏休みの終わり頃ごろ、冥めい界かいから帰ってきたその日にこいつはアーシアに求きゆう婚こんしやがったんだった！


「なんてイケメン！　これなら安心ね！」


「ああ、お金持ちっていう点も安心できるね。老後も安あん泰たいだ」


　などと言う両親！　おおおーい！　何言ってんの、あなたたち！


「ディオドラなら安心してアーシアを預けられるわ」


「そうですわね」


　うなずき合う部長と朱乃さんのお姉さまコンビ！


　それでいいんですか!?　マジで!?


「さあ、アーシア。挙式だ。行こう、僕たちの明るい未来へ！」


　アスタロトの坊ぼつちゃんはアーシアをお姫ひめさま抱だっこすると、そのままこの場をあとにしようとする！


「あ！　コラ！　まだ俺は許したわけじゃないぞ！」


　追いかける俺！　しかし、そんな俺をよそにアーシアは手を振ふってくる！


「イッセーさーん！　いままでお世話になりました！　私、幸せになりますぅ！」


　えええええええええええええええええええええっ!?


　待ってくれぇぇぇぇぇっ！


「アーシア！　お兄さんはこんな結けつ婚こん認めませぇぇぇぇぇんっ！」


　涙目で追いかける俺だが、アーシアたちに追いつくことなく──。


　そ、そんな……。アーシア……。


　お、俺のかわいいアーシアが……嫁に……。





　　　　─○●○─





「イッセーさん。だいじょうぶですか？」


　……俺を覗のぞき込むパジャマ姿のアーシア。


　俺は寝ねぼけ眼まなこをさすり、パチクリとさせていた。時計を確認すると──ちょうど朝だ。


「……アーシアがいる」


「はい。私はここにいますよ？　寝言で私の名前を呼んでました」


　あー、なるほど。夢ですね。あの嫁入りは最悪な夢だったわけですね。


　俺は上半身だけ起こし、ダーッと大量の涙を流した。


「アーシアが嫁に行く夢を見た。うぅ、想像以上に辛つらかった」


　反応に困るアーシアだったが、苦く笑しようしながら言った。


「心配性なイッセーさんです。だいじょうぶですよ。私、まだお嫁に行きませんから」


「本当に本当？　俺、寂さびしくて死んじゃうぜ？」


「はい。イッセーさんが寂しくて死んじゃったら大変です」


　満面の笑えみで応こたえてくれるアーシア！　ああっ、俺のかわいいアーシアちゃん！


　マジ、嫁入りされたら、号泣しそう。夢見ただけでこれだ。ヤバいって。


「……うにゃ」


　──っ！　なんだか、俺の下腹部辺りでもぞもぞと動くものがあるぞ!?


　俺の股またぐらで起き上がるのは──小こ猫ねこちゃん!?　い、いつの間にまた俺の寝ね床どこに入り込んだんだ？


　小猫ちゃんは寝ぼけ眼をさすりながら、俺の胸むな元もとに抱だきつき再び眠ねむりにつこうとしている。どうしよう、小猫ちゃんの小さい体、やわらかいよ……。


　寝間着が白ワイシャツって、そりゃ反則だぜ！　つーか、この感かん触しよくからするとワイシャツを肌はだに直じかな気がする……。


「……にゃん」


　猫耳がぴこぴこと動き、白い尻尾しつぽもふりふりと揺ゆれていた！　正体を知ってからの小猫ちゃんのかわいさは殺人的だ！


　尻尾ってことはパンツは!?　ま、まさか……。いかんいかん。小猫ちゃん相手に深いことを考えちゃいかん！


　合宿以来、小猫ちゃんも俺の家で住むことになった。それはいいんだけど、事あるたびに俺のひざの上に座ったり、こうしてベッドにいつの間にか入り込んで寝てしまうんだ。


　毒どく舌ぜつや猫パンチは相変わらずだけど……。お、俺、懐なつかれてる？


　普段の反応は変わらないのにこうしてゴロニャンともしてくるので、俺もどこまでかわいがっていいのかわからない。すっごいうれしいんだけどね。


「とにかく、アーシアの嫁入りが夢で良かったよ」


　俺は小猫ちゃんの頭を撫なでながら、息を吐はく。そこへ──。


「夢だけにしたいわね」


　先に起きていたらしい部長がベッドに腰こし掛かける。その手には大量の手紙。


「それ、手紙ですか？」


　訊たずねる俺に部長はため息をつきながらうなずく。


「ええ、送り主は──ディオドラ・アスタロト。どうもラブレターのようね。それにその他にも映画のチケットやお食事の誘さそい、商品券などもあるわ。大きな物まで送られてきていて、玄げん関かん口ぐちに置いてあるのよ。これで何度目かしらね」


　ラブレター！　物まで！　そう、ここ最近、これらのものが俺の家──というか、アーシア宛てに届くんだ。


　うぬぬ！　例の優やさ男おとこなイケメン男子が脳内で蘇よみがえる！


　野や郎ろうォォォォッ！　冥界から帰ってきて早々にアーシアへプロポーズなんぞしやがってぇぇぇ！


　アーシアも反応に困っていて、荷物が届くたびに俺たちへ謝あやまっていた。迷めい惑わくをかけていると感じているらしい。アーシアは悪くない！　アーシアが悪いはずがない！


　あれから、二週間ほど経たち、夏休みも無事終わって二学期へ突とつ入にゆうしていたが、日々、奴やつへの怒いかりが高まっていくのが自分でも感じ取れた。


　俺はその場で立ち上がり、涙目で叫さけんだ！


「うちのアーシアちゃんはあげませんっ！」










　Life.1　二学期、はじまりました！










　夏が明け、すでに新学期──二学期だ。


　始業式もとっくに終え、駒く王おう学がく園えんは九月のイベント、体育祭の準備へと入っていた。


　この時期になると、非常にアタマにくる出来事があった。


　クラスメイトにあか抜ぬけた連中が増えるからだ。いわゆる夏デビューとかいうやつ。


　夏休みを境にいままでの自分を変え、大だい胆たんなイメチェンを果たす者が出てくる。まあ、去年、一年生の頃ころに比べるとその数は少ないと思うけど、それでも今年もそれらの者たちが現れていた。


　男なら、髪かみを美容院で仕立て上げ、女子なら今時のギャル風にスタイルを変える！


　夏前まで、冴さえなかった者たちがイメージを新たに二学期を迎むかえようとするわけだ！


　俺はそれを去年、嫌いやというほど見せつけられて閉口した。そして、悔くやしかった！


　──俺だって、あか抜けたかったわ！


　俺も一いつ端ぱしの男子高校生です！　髪を染めたり、チャラい格好にそこそこ興味もあるし、一度ぐらいやってみようかなーって気はある！　何よりもそれらの格好になれば女の子にモテそうだってのが大きい！


　夏を境にイメチェンした野郎どもだって、それが目的だろうさ！


　──夏で自分を変えて、彼女をゲット！


「そして、童どう貞てい卒業か。夏は一種の男子高校生の壁かべだよな」


　と、メガネ男子の元もと浜はまがうんうんとうなずきながら言う。


　悪友の一人だ。


「おおっ、元浜。例の情報は得たのか？」


　俺の問いに奴はうなずく。


「ああ、いま松まつ田だが最終確認をしに出かけていたが──」


「おおおーい！　イッセー、元浜！　情報を得てきたぞ！」


　教室に入り込んできたのは松田だ。どうやら例の情報を得てきたらしい。


「やっぱり、隣となりの組の吉よし田だ、夏に決めやがった！　しかもお相手は三年のお姉さまらしいぜ！」


『くそったれッ！』


　俺と元浜はその場で吐き捨すてるように毒を吐いた！


　やはりか！　吉田め、あの野郎！　二学期に入ってからチャラくなった上に随ずい分ぶんと態度が大きくなったと思ったら、そういうことか！


「同じクラスの大おお場ばも一年生の子がお相手だったって話だしな」


「マジか！　大場が!?」


　うしろへ振り向くと、爽さわやかな笑顔で大場が手を振ってきた！　ちくしょおおおおおおおっ！　非童貞めぇぇぇぇぇっ！


　男の貞てい操そうをそんなに軽く捨てていいのか！　いいよね！　俺も捨ててぇぇぇぇっ！


　去年からやっていることだが、二学期入って早々に俺らがかき集めていたのは、知り合いの『夏』だ。夏に卒業する男子が多いのは周知の事実で、俺ら童貞にしてみればその情報はのどから手が出るほど欲ほしい！


　だって、どいつが童貞でどいつが夏に済ませたのか、すっげぇ気になるじゃんか！


　仕入れた情報では、童貞卒業した男子の割合が去年と比べてまた上がった！　学年男子のそこそこはエッチしちゃってる！


　男子高校生にとって、エッチしたかしてないかは大きなステータスだというのに！　あの非童貞が俺たちに向ける蔑さげすんだ目が恨うらめしい！


『ああ、こいつ、まだ女を知らないんだ』って目がムカつくんだよぉぉぉっ！


　俺は机に突つっ伏ぷし、頭を抱かかえた！


　クソッ！　こんなはずじゃなかったのに！


　俺だって、今年の夏にあか抜けて童貞を捨てる予定だった！　それがまさかの冥めい界かい入りですよ！　夏に地じ獄ごくへ行っていたなんて、そんな男子高校生がいますか!?


　います！　俺のことです！


　しかも山でドラゴンに追いかけられていたんだぞ！　信じられるか、こんなバカなことがぁぁぁっ！　貴重な高校二年生の夏休みを怪かい獣じゆうと生死をかけて過ごしたなんて誰だれも信じちゃくれないし、話したくもない！


　結局、夏のエロエロイベントも温泉だけであとは何もなかった！　何もなかったんだよぉぉぉっ！　ひと昔前に比べると天と地だが、それでも可能な限り上を目指したいんだ！


　部長との初体験！　朱あけ乃のさんとのベッドイン！　ゼノヴィアとの子作り体験！


　そんなものは冥界に一いつ切さいありませんでした！


　松田と元浜が今年の夏も何もなかったのは幸いだった。俺、こいつらに先を越こされたら自殺するぞ、マジで。


「童貞臭くさいわねー」


　くくくと俺たちを嘲あざ笑わらいながら登場したのはメガネのクラス女子──桐き生りゆうだった。口元をにやけさせて、鼻をつまんでいた。


「桐生！　俺たちを笑いにきたのか？」


　元浜の問いに奴はうなずく。


「ふふふ、どうせあんたたちのことだから、意味のない夏を過ごしたんでしょうね」


「うっせ！」


「ところで兵ひよう藤どう。最近、アーシアがたまに遠い目になるんだけど、何か理由知ってる？」


　と、桐生は訊ねてくる。


　理由はわかる。ディオドラとの一件だろうな。俺もそれは感じていた。


　授業でさされたアーシアが珍めずらしく慌あわてていて、教科書を逆さまにしていたなんてこともあった。


　とうのアーシアは他の女子と談笑などしていたが……。


　アーシアもすっかりクラスの人気者だ。男子女子問わず人気がある。美少女なのはもちろん、話しているだけで癒いやされるからな。


　男子のなかには恋れん愛あい感情よりも癒し目的で話しかけてくる者もいる。下心よりも先に近くで見て癒されたいって感じなんだそうだ。


　まあ、わからなくもない。実際、アーシアと一いつ緒しよにいるとだいぶ心が落ち着くもんな。


　俺の視線に気づいたアーシアへ手を振ふった。笑みを浮うかべるアーシアだが、どこかぎこちない……。うーむ、やっぱり、気にしているのは確かだよな。


　さて、プロポーズ問題、どうしたものか。


　と、考え込む俺を桐生が怪け訝げんな表情で見ていた。


「なんだよ？」


「いえね。あんた、二学期に入ってから女子からの評判が多少上がったのよ」


　──ッ！　マジか！　でも、どうして？


「だいぶ締しまった顔つきになったし、私の目から見ても体つきがずいぶんたくましくなったと思うわ。ワイルドになった、なんて言う女子もいるぐらいだし」


　うーん。そうか。自分の顔に手をやり、確認する。ガタイが良くなったのはわかる。そりゃ、山でドラゴンと過ごせば自然とそうなるだろうさ。野性的な生活も送っていたし。


　しかし、ワイルドか。なるほど、ふふふ。見ている者は見ているんだな。なんていうか、俺の魅み力りよくが夏で増して女子を魅み了りようし始めましたか？


「ふふふ、鍛きたえてますから。ま、俺も夏で成長したってことさ」


　あごに手をやりニヒルに笑う俺を見て桐生は肩かたを落とす。


「……そうやって調子こかなきゃねぇ」


　な、なんだよ、その落らく胆たんぶりは……。よくわからねぇぞ。


「お、おい！　大変だ！」


　突とつ然ぜん、クラス男子の一人が急いで教室に駆かけ込んでくる。どうしたどうした？


　そいつは友人から渡わたされたミネラルウォーターを一口あおり、気持ちを落ち着かせると、クラス全員に聞こえるように告げる。


「このクラスに転校生が来る！　女子だ！」


　一いつ拍ぱくあけて──。


『えええええええええええええええええええええええええええっ！』


　クラス全員が驚おどろきの声をあげたのだった！








「えー、このような時期に珍しいかもしれませんが、このクラスに新たな仲間が増えます」


　先生の言葉に皆みんながわくわくしていた。


　男子のテンションはおかしなぐらいに高まっている！　だって女子だもん！　そりゃテンション上がりますよ！


　女子も男子の反応に呆あきれつつも興きよう味み津しん々しんな様子は俺たちと変わらない。


「じゃあ、入ってきて」


　先生の声に促うながされて入室してきたのは──。


『おおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』


　歓かん喜きの声が男子からわき上がる。


　登場したのが、栗くり毛げツインテールの相当な美少女だったからだ。


　しかし、俺は喜びよりも驚きのほうが先で、目玉が飛び出るほど、ビックリしていた。


　見れば、アーシアも同様で、ゼノヴィアに至っては目を丸くしてポカンとなるほどだ。


　当たり前だって！　こ、この子が突然そんな風に現れたら、関係を持った者たちは驚きもするさ！


　栗毛の転校生はペコリと頭を下げたあと、にこやかな表情で自己紹しよう介かいしてくれる。


　首から下げている十字架が輝かがやきを放つ。以前と髪かみ型がたは変わってツインテールにしているけど、間ま違ちがいない！


「紫し藤どうイリナです。皆みなさん、どうぞよろしくお願いします！」


　そう、夏前にゼノヴィアと共にエクスカリバー強ごう奪だつ事件で来日した紫藤イリナその人だった！





　　　　─○●○─





「ちょっと来てくれ」


　休み時間、男子や女子から質問ぜめのイリナの手を引き、俺、アーシア、ゼノヴィアの三人は人ひと気けのない場所へ急いで連れだした。


　紫藤イリナ。いちおう、俺の幼なじみ。小さな頃ころに外国へ引っ越してしまい、そこで教会の祝福を受けて、プロテスタント専属の聖せい剣けん使いとなった。


　以前、堕だ天てん使しの幹部に教会が保管と管理をしていたエクスカリバーを強奪され、その一件でゼノヴィアと共に来日したんだ。


　ゼノヴィアは神の真実を知り、やけくそ気味に悪あく魔まとなって日本に残ったが、イリナはそのまま元の場所へ帰った。


　それ以来会っていなかったわけだけど……まさか、このような再会とは……。


　いやー、ビックリした。突然だもん。敵ってことではないよね？　三大勢力は協定結んだし。じゃ、じゃあ、イリナがここに来た理由は──。


「おひさ～、イッセーくん、それにゼノヴィアも！」


　ガバッ！　イリナがゼノヴィアに抱だきつく。


「ゼノヴィア！　元気そうで良かった！　立場上複雑だけど、素す直なおにうれしいわ！」


「ああ、久しぶりだね、イリナ。元気そうで何よりだよ。イリナが胸に下げた十字架がチクチクと地味なダメージを私に与あたえてくるのは天てん罰ばつだろうか……」


　元聖剣コンビの再会か。ゼノヴィアも笑えみを見せていた。


　さてさて、何から訊きこうか。と、迷っているうちにゼノヴィアが切りだす。


「なぜ、ここに？」


　うん、シンプルかつ一気に聞きだせる質問だ。


「ミカエルさまの命により使いとしてここに転校してきたの。詳くわしくは放課後に。場所は噂うわさの旧校舎で、ね？」


　そんなふうにイリナはかわいくウインクをしたのだった。


　部長にケータイメールで『紫藤イリナが来たんですけど、知ってました？』と送ったら『ええ、急に決まったのよ。放課後に詳しく紹介するから、それまで相手をしてあげてちょうだいね。いちおう、転校生ということになっているから』と返ってきた。


　あー、部長はご存じなのね。当然か。ここは部長の根城だし、事前に話が済んでなきゃイリナがここへ勝手に入ってこれるわけがない。


　よし、放課後を待とう。








「紫藤イリナさん、あなたの来校を歓かん迎げいするわ」


　放課後の部室。オカルト研究部メンバー全員、アザゼル先生、ソーナ会長が集まり、イリナを迎むかえ入れていた。ちなみに俺のひざの上には小こ猫ねこちゃん。定位置になりつつある。


「はい！　皆さん！　初めまして──の方もいらっしゃれば、再びお会いした方のほうが多いですね。紫藤イリナと申します！　教会──いえ、天使さまの使者として駒王学園にはせ参じました！」


　パチパチパチ。部員の皆が拍はく手しゆを送る。


　まあ、話では、天界側からの支し援えんメンバーとして派は遣けんされてきたらしい。思えば、ここは悪魔と堕天使しかいなくて、天使はいないもんな。


　いちおう、天界のバックアップは受けているんだけどね。


　イリナが「主への感謝～」とか「ミカエルさまは偉い大だいで～」とか始めたぞ。皆、苦く笑しようしながらも聞いてあげていた。


　相変わらず、信しん仰こう心しんが強い娘むすめだなぁ……。俺はゼノヴィアに改めて聞きたいことがあったので耳打ちする。


（な、なあ、ゼノヴィア）


（どうした、声を潜ひそめて）


（イリナは神の消しよう滅めつを知らないんだよな？）


（少なくとも私と別れた時点では知らなかったはずだよ）


　ですよね。


　いいのかな。俺たち、皆、神の死を知っているしさ。この娘がそれを知ったら、すんごいショックを受けて大変なことになるのでは？


　などと心配している俺をよそに先生が容よう赦しやなく訊く。


「おまえさん、『聖書に記されし神』の死は知っているんだろう？」


「せ、先生ぇぇぇぇっ！　いきなり、それはいかんでしょう！」


　突つっ込こむ俺だが、先生は嘆たん息そくするだけだった。


「アホか。ここに来たということは、そういうのを込みで任務を受けてきたはずだ。いいか、この周辺の土地は三大勢力の協力圏けん内ないのなかでも最大級に重要視されている場所のひとつだ。ここに関係者が来るということは、ある程度の知識を持って足を踏ふみ入れていることになる」


　先生の言葉にイリナもうなずく。


「もちろんです、堕天使の総そう督とくさま。安心して、イッセーくん、私は主の消滅をすでに認識しているの」


　マジか。気にしてた俺たちがバカみたいじゃないか！


「意外にタフだね。信仰心の厚いイリナが何のショックも受けずにここへ来ているとは」


　ゼノヴィアの言葉のあと、一拍開けて、イリナの両目から大量の涙なみだが流れ出る！


　彼女はゼノヴィアに詰つめ寄りながら叫さけんだ。


「ショックに決まっているじゃなぁぁぁぁい！　心の支え！　世界の中心！　あらゆるものの父が死んでいたのよぉぉぉぉっ!?　すべてを信じていままで歩いてきた私なものだから、それはそれは大ショックでミカエルさまから真実を知らされたとき、あまりの衝しよう撃げきで七日七晩寝ね込こんでしまったわぁぁぁっ！　あああああああ、主よ！」


　あーあ、テーブルに突っ伏ぷして大だい号ごう泣きゆうしちゃってるよ。ま、まあ、熱心な信者にとって神の死は衝撃なんてものじゃないよな。俺の家、基本的に無宗教だったし、そういうのはわからないけど、アーシアもそれを知ったとき意識が喪そう失しつしかけていたもんな。


「わかります」


「わかるよ」


　アーシアとゼノヴィアがうんうんとうなずきながらイリナにやさしく話しかける。


　三人はガシッと抱だき合う。アーシアもゼノヴィアもいまでも神へ祈いのりを捧ささげているものな。神さまへの感謝はいまだ持っていると思う。


「アーシアさん！　この間は魔ま女じよだなんて言ってゴメンなさい！　ゼノヴィアにも別れ際ぎわ、酷ひどいこと言ったわ！　ゴメンなさい！」


　イリナの謝罪にアーシアもゼノヴィアも微笑ほほえんでいた。


「気にしてません。これからは同じ主を敬愛する同志、仲良くできたら幸いです」


「私もだ。あれは破れかぶれだった私も悪かった。いきなり、悪魔に転生だものな。でも、こうして再会できてうれしいよ」


『ああ、主よ！』


　三人でお祈りしだしたよ……。和解ってことでいいのかな？　いろいろと事情もあったけど、お互たがいのわだかまりが消えそうで俺もうれしい。皆で笑顔が一番だ。


　教会三ト人リ娘オ誕生の瞬しゆん間かんかもしれない。うち二名が悪魔だけど……。


「ミカエルの使いってことでいいんだな？」


　アザゼル先生の確認にイリナもうなずく。


「はい、アザゼルさま。ミカエルさまはここに天使側の使いが一人もいないことに悩なやんでおられました。現地にスタッフがいないのは問題だ、と」


「ああ、そんなことをミカエルが言っていたな。ここには天界、冥めい界かいの力が働いているわけだが、実際の現地で動いているのはリアスとソーナ・シトリーの眷けん属ぞくと、俺を含ふくめた少数の人員だ。まあ、それだけでも十分機能しているんだが、ミカエルの野や郎ろう、律りち儀ぎなことに天界側からも現地で働くスタッフがいたほうがいいってんでわざわざ送ってくると言ってきてたのさ。ただでさえ、天界はお人ひと好よししを超こえたレベルのバックアップ態勢だっつーのに。俺はいらないと言ったんだが、それではダメだと強ごう引いんに送ってきたのがこいつなんだろう」


　ため息を吐つきながら先生はそう言った。


　へー、そういうことなのか。ここは悪魔と堕天使だけだもんな。天使の一人や二人が来てもおかしくないわけだ。


　しかし、部長の根城もずいぶんと大所帯になってきたなぁ。最初は悪魔が数名だけだったのに。いまじゃ、堕天使も教会信者も普ふ通つうに入って談笑してんだもん。


　人生、何が起こるかわかったものじゃないよね。


　部長も当初複雑そうだったけど、「いろいろとタメになりそう」って点と「名めい誉よある仕事でもあるわ」と魔王さま方から直接ここを任された責任感に燃えていた。


　イリナはふいに立ち上がると、祈りのポーズをする。──すると、パァァァァァと彼女の体が輝き、背中からバッと白い翼つばさが生えた!?


　おおおおっ！　まるで天使だ！　てか、天使になったの!?


　全員驚おどろくが、先生はあごに手をやりながら、冷静にイリナに訊く。


「──紫藤イリナといったか。おまえ、天使化したのか？」


「天使化？　そんな現象あるんですか？」


　俺が先生に訊くと、先生は肩かたをすくめた。


「いや、実際にはいままでなかった。理論的なものは天界と冥界の科学者の間で話し合われてはいたが……」


　考え込むように目を細める先生にイリナがうなずいた。


「はい。ミカエルさまの祝福を受けて、私は転生天使となりました。なんでもセラフの方々が悪魔や堕天使の用いていた技術を転用してそれを可能にしたと聞きました」


　そんなことが！　三大勢力の協力態勢ってすでにそこまでいっているんだな。天使は神の消滅で誕生できなくなったと聞いていたから、転生天使とはいえこれで天使の数が増えていくのかな。


　つーか、イリナが天使か。悪魔、堕天使、天使と、ここに勢せい揃ぞろいしちゃってるよ。


　さらにイリナが続ける。


「四大セラフ、他のセラフメンバーを合わせた十名の方々は、それぞれ、Ａエースからクイーン、トランプに倣ならった配置で『御使いブレイブ・セイント』と称しようした配下を十二名作ることにしたのです。カードでいうキングの役目が主となる天使さまとなります」


　先生がイリナの話に興味を示していた。この人、技術とか、その手の話が大好きだ。


「なるほど。『悪魔の駒イーヴイル・ピース』の技術か。あれと堕天使の人工神器セイクリツド・ギアの技術を応用しやがったんだな。ったく、伝えた直後におもしろいもん開発するじゃねぇか、天界も。悪あく魔まがチェスなら、天使はトランプとはな。まあ、もともとトランプは『切り札』という意味も含んでいる。神が死んだあと、純じゆん粋すいな天使は二度と増えることができなくなったからな。そうやって、転生天使を増やすのは自軍の強化に繫つながるか」


『悪魔の駒イーヴイル・ピース』を天使バージョンで作りだしたのか。そういうこともできるわけだ。


「そのシステムだと、裏でジョーカーなんて呼ばれる強い者もいそうだな。十二名も十二使徒に倣った形だ。まったく、楽しませてくれるぜ、天使長さまもよ」


　くくくと先生は楽しげに笑いを漏もらしていた。裏を読むとか好きだよな、この堕天使総督さまは。


「それで、イリナはどの札なんだ？」


　俺は気になってイリナに訊くと彼女は胸を張り、自じ慢まんげに言う。


「私はＡエースよ！　ふふふ、ミカエルさまのエース天使として光栄な配置をいただいたのよ！　もう死んでもいい！　主はいないけれど、私はミカエルさまのエースとして生きていけるだけで十分なのよぉぉぉぉっ」


　おおっ、目が爛らん々らんと輝かがやいていらっしゃる！　あ、左手の甲こうに「Ａエース」の文字が！


「あー、新たな人生の糧かてはミカエルさんか」


　俺が嘆息しながらつぶやくと、隣となりでゼノヴィアも応じる。


「うん。自分を見失わないよりはマシさ」


　ま、そりゃそうだな。神さまの消失で自分を見失うよりも新たな主のもとで仕事に励はげんだほうが前へ進めそうだ。


　イリナは俺たちへ楽しげに告げる。


「さらにミカエルさまは悪魔のレーティングゲームに異種戦として、『悪魔の駒イーヴイル・ピース』と『御使いブレイヴ・セイント』のゲームも将来的に見み据すえているとおっしゃっていました！　いまはまだセラフのみの力ですが、いずれはセラフ以外の上位天使さまたちにもこのシステムを与あたえ、悪魔のレーティングゲーム同様競い合って高めていきたいとおっしゃられていましたよ！」


　ゲーム!?　しかも天使と!?　『悪魔の駒イーヴイル・ピース』と『御使いブレイブ・セイント』システムの対決ですか!?


　驚く俺たち部員メンバーを尻しり目めに先生は感心していた。


「天使や悪魔のなかには上の決定に異を唱える者も少なくない。長年争い合ってきた仲だ、突とつ然ぜん手を取り合えと言えば不満も出るさ。しかし、考えたな、ミカエル。そうやって、代理戦争を用意することでお互いのうっぷんを競技として発散させる。人間界のワールドカップ、オリンピックみたいなもんだ」


　不満を持った方々のうっぷん晴らしみたいなものですか？　うーん、協力態勢のおかげで各勢力いろんな新政策を採ることにしたんだなぁ……。その辺、マジで難しいぜ。


「じゃあ、俺たちグレモリー眷属と天使のゲームシステムが戦うこともあるんですか？」


　俺の問いに先生は首をひねる。


「将来的にはそうなるかもな。と言っても、すぐにじゃない。少なくとも十年……もしかしたら二十年後だ。ま、おまえらはその頃ころちょうど新人悪魔としても良い時期だろうし、楽しめるだろうさ」


　に、二十年後か……。そりゃ、気の長いことで。基本、悪魔も天使も長生きだもんな。


「楽しめそうね」


　ソーナ会長、クールな口ぶりだけど乗り気だ。


「おもしろそうだね」


　木き場ばも興きよう味み津しん々しんだ。我わが眷属のエースさまは楽しげだぜ。


「きょ、教会は怖こわいですぅ……」


　ギャスパーは複雑そうだ。ああ、教会はヴァンパイアハントだけはいまだ続けているって話だからな。まだ吸きゆう血けつ鬼きと和平を結んだわけじゃないようだ。


　三大勢力協定後の教会はどの派は閥ばつも表向きではいままで通りの教えだけど、裏では悪魔や堕天使といろいろと協力して事を運んでいるって話だ。


　それによる新たな悪さが生まれないように専用の取り締しまりチームも組まれたって聞いたな。


　俺らとシトリー眷属もその権限を得ているらしい。つまり、三大勢力で不ふ審しんな行動をしている輩やからを独断で捕ほ縛ばくできるんだ。できるだけ、その場面に出くわしたくはないな。せっかく仲良くしようって皆みんなで手を取り始めたのにさ……。


　平和が一番だ。


　まあ、『御使いブレイブ・セイント』っていっても、とうぶんのレーティングゲームには影えい響きようなさそうで良かった。いまは若手上級悪魔の相手をするだけでいっぱいいっぱいだよ。


「その辺りの話はここまでにしておいて、今日は紫藤イリナさんの歓かん迎げい会かいとしましょう」


　ソーナ会長も笑顔でそう言ってくれる。


　イリナも改めて皆を見み渡わたして言った。


「悪魔の皆みなさん！　私、いままで敵視してきましたし、滅めつしてもきました！　けれど、ミカエルさまが『これからは仲良くですよ？』とおっしゃられたので、私も皆さんと仲良くしていきたいと思います！　というか、本当は個人的にも仲良くしたかったのよ！　教会代表としてがんばりたいです！　よろしくお願い致いたします！」


　複雑な経けい緯いもあるけど、まあ、イリナも駒王学園に仲間入りってことだ。


　その後、生徒会のメンバーも合流して、イリナ歓迎会がおこなわれたのだった。





　　　　─○●○─





　イリナが転校してきてから数日が経過──。


「はいはい！　私、借り物レースに出まーす！」


　手をあげる元気いっぱいのイリナ。


　すでにクラスに融とけこんでいた。持ち前の明るさのおかげで男女問わず人気も高い。


　ちょうどクラスはホームルーム中だ。体育祭で誰だれが何の競技をするのか決めているところだった。


　……はぁ。


　とうの俺は机に突つっ伏ぷして、ため息なんぞついていた。


　イリナも俺の家に住むことになったんだ。夏休みに地上六階、地下三階という豪ごう邸ていと化した兵藤家。


　オカルト研究部のメンバーのほとんどが移り住み、イリナまでも住み始めた。


　まあ、余よ裕ゆうのスペースがあるから、一人二人増えても変わりないんだけどさ。家の女性率が上がると、意外に肩かた身みが狭せまいことが最近わかった。


　母さん以外、美少女！　男子高校生としては理想の住まい！


　とか最初は思ったんだけど、現実はそこまで甘あまくもない。『女三人寄れば姦かしましい』という話は事実で、俺が入り込む余地がないんだ……。


　たとえば、アーシア、ゼノヴィア、イリナが三人集まって女の子トークをし始めたとしよう。おそろしく会話に入りづらい！　ここに小猫ちゃんまで入り込むともう俺の接せつ触しよくできるスペースはない！


　俺だけ男だぜ？　何を話したらいい？　ゲーム？　漫まん画が？　もともとエロエロな俺が女の子の集まりに入り込んでも話す会話なんてなかったんだよ！


　寂さびしくなって、お姉さまのもとへ行ったら、部長と朱乃さんもやっぱり女の子トークお姉さまバージョンをしているわけで！　そこへ突然俺が「部長～」「朱乃さ～ん」と甘える感じで入り込んでも空むなしいわけでさ！


　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！


　ショックだった！　俺って、こんなこともこなせない甲か斐い性しよう無しだったんだぜ！


　こんな調子でハーレム王目指そうとしていたなんて！　改めて実感してしまう、俺の不甲斐なさ！


　ハーレムは同時に女の子を複数相手にするんだぞ！　ここで苦戦しててどうするよ！


　でも、何を話したらいいかわからねぇぇぇぇぇっ！　女の子が着る服のブランドを調べて話せばいいのか!?　それともオシャレなお店を探してそこについて語るのか!?


　わからねぇぇぇぇっ！　女の子のグループに入って話す会話がわからねぇぇぇっ！


　俺がモテなかった理由がそこにありそうで、ショックだった！


　……まあ、それだけが家での生活じゃないから、いいんだけどね。普ふ段だんは皆仲良く過ごしてますよ。女の子には女の子の生活があるよね。深く考えちゃいけない……。


　ま、エロエロな場面も時々あるし。けど、女のバトルも開始されるから怖い……。


　あれ？　おかしいな。俺、理想的な生活を送っているはずなのに悩なやんでねぇか？


　……もしかして、ハーレムって、苦しいものなのか……？


　うぅ、冥めい界かいにいるタンニーンのおっさん。俺、若いうちに悩み苦しんでます。


「兵藤」


　ふいに桐生に呼ばれる。奴やつは現在、黒板の前に立ち、体育祭の競技について書き込んでいるところだった。


「脇わきのところ、破れてる」


「え？　マジか」


　と、桐生の言うように自身のワイシャツの脇を見るが──。気づいたときにはもう遅おそい。


　俺は脇の確認のために片手を上げていたからだ！　もちろん、破れてなんていない！


「はい！　決まり！」


　俺の名前がチョークで黒板に書き込まれていく！


「うわっ！　騙だましやがったな、桐生！」


　やられた！　考え込んでいたから、隙すきが生じていたか！


　文句を言うが、奴はいやらしく笑うだけだった！


「あんたは二に人にん三さん脚きやくよ。相方は──」


　桐生のチョークがとある女子をさす。そこには──。


　アーシアが気き恥はずかしそうに恐おそる恐る手をあげていた！


「あんたとアーシアには二人三脚で走ってもらうわ！」


　こうして、俺とアーシアは桐生の策略により二人三脚のパートナーに決定したのだった。





　　　　─○●○─





　次の日から学園全体で体育祭の練習などが始まっていた。


　俺のクラスも体操着に着き替がえて、男女合同でグラウンドにて競技の練習をしている。


「勝負よ、ゼノヴィア！」


「望むところだ、イリナ！」


　イリナとゼノヴィアはグラウンドで駆かけっこしていた。クラスメイトもやんややんやと両者に応おう援えんを送っている。


　ったく、何をしているんだか……。つーか、二人とも速ぇぇぇっ！　グラウンド爆ばく走そうしてる！　さすがは悪あく魔まと天使だ。こりゃ、俺のクラス、女子限定なら優勝できるかもな。ライバルなんて、生徒会──シトリー眷けん属ぞくの同学年女子数名ぐらいなものだし。


「……しかし、高速で動かれると、おっぱいの動きが把は握あくしづらいな」


「そうだな」


「やっぱ、運動のときの揺ゆれは適度な速さが一番だ」


　と、俺、松田、元浜、エロ男子三名は走る女子のおっぱいの揺れを観かん察さつしていた。


　大きなのも、小さいのも、女子が走ると揺れるから目が離はなせないぜ！　体操着最高！


　イリナもスレンダーだけど、なかなか豊かなほうだと思った。そういや、例のボンテージ風戦せん闘とう服ふくのときも出るとこ出てたもんな。俺の記き憶おくはそこだけ確かだ。


　そんな俺に話しかける者がいた。


「おっ、兵藤」


「あ、匙さじか」


　匙だ。何やら、メジャーやら計測するものを持っていた。


「何やってんだ？」


「揺れるおっぱいを観察だ」


「あ、相変わらずだな」


　嘆たん息そくする匙。うん？　匙の奴、右みぎ腕うでに包帯巻いてる。ケガか？


「その包帯どうした？」


「ん？　ああ、これな」


　少しだけ包帯を外すと──そこには黒い蛇へびみたいなアザが幾いく重えにも腕うでに現れていた。


「……なんだ、これ」


　俺が訝いぶかしげに訊きくと匙は答える。


「アザゼル先生に訊いたら、この間のゲームでおまえとやり合ったのが原因とか言われたぜ。どうにも禁手バランス・ブレイカーに至ってた赤せき龍りゆう帝ていの神器セイクリツド・ギアとラインを繫つないだのと、おまえの血を吸ったのが俺の体と神器セイクリツド・ギアにも影響を与あたえたらしい。手元から離れたラインが得た赤龍帝の情報も俺に反映されたみたいだ」


「マジか。ヤバい？」


「いや、悪影響ということはないようだぜ。ただ、ちょっと体に出てきているだけだってさ。うーん、これとかな」


　匙がさらに見せてくれたのは、腕の一部分にだけ現れている小さな宝玉みたいなものだった。……つい宝玉って思ったけど、これ、そうだよね。俺やヴァーリ、先生が持っているドラゴン神器セイクリツド・ギアの宝玉にそっくりだ。


「……呪のろわれたんじゃねぇの？」


　などと言ってみると、心底嫌いやな顔をされた。


「うわ、おまえ、俺が気にしていること言うなよ……。ヴリトラって、あんま良い伝説を遺のこしてないんだぜ？」


　匙は気を取り直して改めて訊いてくる。


「それで、兵藤は競技、何に出るんだ？」


「俺は二人三脚だな。アーシアとやることになった」


「くっ！　相変わらずうらやましい野や郎ろうだ！　俺はパン食い競走だよ」


　へぇー、パン食いか。それも楽しげだけど、俺はアーシアちゃんと仲良し小こ好よしで走り抜ぬきますよ。


　うらやましがる匙のもとへメガネの女子が二人登場。


「サジ、何をしているのです。テント設置箇か所しよのチェックをするのですから、早く来なさい」


「我が生徒会はただでさえ男手が少ないのですから、働いてくださいな」


　ソーナ会長と、副会長の真しん羅ら先せん輩ぱいだ。二人が匙を呼んでいる。おおっ、両者のメガネがキラリと光ってるぜ。


「は、はい、会長！　副会長！」


　匙は慌あわてて、二人のもとへ戻もどっていった。


　会長も副会長も厳しそうだ……。メガネといえば、冥界で見たアガレス家の次期当主さん。あの人もクールで──メガネだった。メガネをかけた悪魔は淡たん々たんとしていて、冷静な人が多いのだろうか？


　匙は手を振ふって、会長副会長と共にグラウンドの隅すみへ向かっていった。


『──ヴリトラか』


　ん？　ドライグ、どういうこった？


『いや。気にするな。だが、俺と直の接触が急激に早めたようだ。幾重に刻まれ魂たましいが薄うすまろうとも切っ掛かけがあれば話は別ということだな』


　だから、意味がわからん。


『すぐ近くにファーブニルとヴリトラ。そしてタンニーンとも出会った。どうやら、今回の宿主は各龍りゆう王おうに縁えんがあるのかもしれんな』


　うーん。ドライグさんは自分の世界に入ったようだ。


「アーシア！　夏休み中、おっぱい成長したぁ？」


「キャッ！　桐生さん！　も、もまないでくださいぃ」


　……あっ、エロメガネ娘むすめがアーシアにセクハラしてる。ったく、目を離すとすぐにアーシアにセクハラするんだもんな、あいつ……。あとで注意しよう。アーシアがエロくなっちゃう！　ただでさえ、部長と朱乃さんの影えい響きようでそちらに興味を持ってしまっているんだから……。


　と、さーて、そろそろ俺もアーシアと練習するかな。


　俺はクラスごとに用意された競技用道具から二人三脚用のひもを取りだした。


「アーシアー！　練習しよう！」


「は、はい！」


　じゃれついていた桐生にぺこりと頭を下げたあと、アーシアはすぐに俺のもとへ駆け寄ってきた。


　すでに同じクラスの男女がペア組んで練習してる。あー、うまい奴らはうまいけど、息が合わないと大変そうだな。ぴったりくっついてどちらも気恥ずかしそうだ。


　俺とアーシアもぴったりくっつき、足首にひもを結んだ。


「よし、さっそく行くぞ、アーシア！」


　何度か土を踏ふんだあと、俺はアーシアの腰こしに手を回し、準備を完かん了りようさせる。


「は、はい！」


　アーシアも恥ずかしそうにしながらも俺の腰に手を回してきた。


　うーん、隣となりのアーシアの髪かみから良い匂においがしてくる……。ぴったりしているせいか、やわらかいアーシアの体が……。


　いかんいかん！　雑念を振り払はらわないと！　相手はアーシアだ！　自制心自制心！


　改めて息を整え、俺とアーシアはお互たがいにうなずきあったあと、足を一歩前へ出した。


「せーの、いち、に──」


　声も出して、動きだすが──。


　がくん！　足を取られ、バランスを崩くずした！


「うおっ！」


「きゃっ」


　倒たおれそうになるアーシアを急いで捕つかまえて体勢を直させる！


「……う、うーん。俺がアーシアに合わせないとダメっぽいなぁ」


　と、考え込む俺。ふと視線をアーシアに移すと顔を紅潮させて、何かに耐たえている様子だった。はて？　何だ？　うん？　なんだか、右手がとてつもなくやわらかいものを──って、俺、アーシアのおっぱいもんでるぅぅぅぅぅっ！


　そ、そうか、さっき、アーシアが倒れそうになったとき咄とつ嗟さにつかんだ場所がおっぱいだったのか！


　うぅむ、質量が増しているように思えるぞぉぉぉぉっ！


　い、いや、これ以上感かん触しよくを味わっちゃダメだ！　俺はアーシアのおっぱいから手を離す！


「ゴ、ゴメン！　わざとじゃないんだ！」


　謝あやまる俺！　なんてことだよ！　アーシアを大切にしたいと言っておきながら、おっぱいをもんじまうとは！　しかし、アーシアのおっぱいも良い感触なんですよぉぉぉっ！


「……だ、だいじょうぶです。平気です。で、でも、触さわるときは一言言ってからにしてください……。私も心の準備が必要ですから……」


　一言言えばＯＫなんですか!?　いや、違ちがう！　そうじゃない！　わざとじゃないんだぁぁぁぁっ！


　自己嫌けん悪おと性せい欲よくに挟はさまれ、俺は悩なやみ苦しむが、いつまでもこれじゃいかん。再び息を整えて、言う。


「と、とりあえず、再開しよう」


「は、はい。でも、すみません。私、運動はそこまで得意じゃないから」


　気落ちするアーシア。


「いいって。要は息を合わせること。コンビネーションだ」


「コ、コンビネーション？」


　かわいく首をかしげるアーシア。うん、なんでこの娘は行動ひとつひとつがかわいいんだろうね！


「そう、コンビネーション。一いつ緒しよに声を出して、一歩一歩動かしてみようぜ。走るのはまずそれに慣れてからだ」


「はい」


　そうさ。俺のトレーニングと一緒だ。ひとつひとつこなしていけばいい。やっていけば必ず糧かてになる。何もなかった俺がいままでに学んだことがそれだ。


「じゃあ、もう一度行くぞ！」


「はい！」


　こうして俺たちはまず息を合わせて歩くことから始めたのだった。





　　　　─○●○─





　その日の放課後。


　アーシア、ゼノヴィア、イリナと共に部室に顔を出す。


　先に来ていた部長含ふくめた他メンバーは顔をしかめていた。


　うん？　何事？


「どうかしたんですか？」


　俺が訊くと、部長が言う。


「ええ、若手悪あく魔まのレーティングゲーム戦、私たちの次の相手が決まったの」


　へぇ。もう決まったのか。グレモリー対シトリーの一戦を皮切りに例の六家でゲームがおこなわれている。グレモリーもシトリー以外の家とも戦うことになっていた。


　などと特に驚おどろきもせずに思っていたが、次の部長の一言で俺も部員の様子を理解する。


「次の相手は──ディオドラ・アスタロトよ」


「──っ！」


　悪い冗じよう談だんとしか思えない対戦決定に俺は言葉を失っていた。













　Life.2　アーシアちゃんのお悩なやみです










「おいっちにーさんしー、おいっちにーさんしー」


　その日も俺とアーシアは早朝から体操着で二に人にん三さん脚きやくの練習をしていた。ゼノヴィアも付き添そいで来てくれていた。最近、ずっと朝練してる。


　場所は体育館裏だ。


　練習を始めた日に比べればだいぶマシになった。競歩ぐらいの走りはできるようになったからな。


「あぅ！　いち、に！　はぅぅ！　さん、し！」


　アーシアは俺に遅おくれないようにするため、必死でついてきていた。


　やっぱ、日々の練習だよな。コツコツと努力を重ねることで何事も一歩一歩進めるのです。ふふふ、部長や先生、ドラゴンのおっさんにしごかれてその辺理解したさ。


「よし。だいぶいい感じだね。じゃあ、一度本番のように走ってみようか」


　ゼノヴィアが俺たちのひもを直しながら言う。


　ふいにアーシアへ視線を移すと──少しだけ表情を陰かげらせていた。


「…………」


　うん？　アーシア、少し思い詰つめてる？……まあ、次の俺たちの相手がディオドラだもんな。決定してから、アーシアはさらに悩んでいる様子だった。


「アーシア、思っていること、言ってみな」


　俺の提案にアーシアは当とう惑わくした表情になるが、少し考えたのち、言った。


「……あのとき、彼を救ったこと、後こう悔かいしてません」


　アーシアは教会にいたころ、傷ついた悪魔を救った。それによって、異い端たん扱あつかいを受けて、居場所を失い、悲しい思いをしたんだ。


　その助けた悪魔こそ──ディオドラだった。どういう経けい緯いであいつがそこにいて、アーシアと出会ったか、そこまではわからない。


　けど、救ったのはアーシアがやさしかったからだ。それを俺は責めない。責められるはずがないさ。アーシアは良い子なんだから。


　ディオドラを救ったことで、アーシアの人生は百八十度変わってしまったけど、いまこうして俺たちと楽しく暮らしているのは確かだ。


　でも、思ってしまう。聖女としての暮らしがいまでも続いていたら、アーシアはいまより幸せだっただろうか？──と。


　俺たちと一緒にいるのは、聖女だった頃ころよりも楽しいのか？──と。


　そして、俺はふと時折考えてしまう。いまなら可能なことを──。


　ミカエルさんに頼たのめば、アーシアは再び聖女としてあの場所に戻もどれるんじゃないか？って。


　いや、神さまの遺のこした『システム』とやらにアーシアの力が影響を出しそうだから、教会本部とその関連施し設せつ、天界管理区に戻れないかもしれない。


　けれど、昔の暮らしに近しい状態には戻れるかもしれないんだ。


　それを切りだしたとき、アーシアはどちらを選ぶのか？　俺は怖こわくて訊きけなかった。


　アーシアを失いたくなかったから──。


　俺のわがままだ。もし、俺が部長に言えば、それは実行できてしまうかもしれない。


　それが一番だとしたら、俺は……わがままなバカ野や郎ろうってことになる。


　いまの生活からアーシアがいなくなるなんて想像したくないんだ……。


「……イッセーさん？」


　アーシアが俺の顔を覗のぞき込む。


「難しい顔をしてました。……悲しい表情にも見えて……」


「……なあ、アーシア。もし、元の生活に戻れるとしたらどうする？」


「──っ」


　目を見開いて驚くアーシア。


　……俺は、バカだから、訊いちまうんだよな。失うかもしれないのに。でも、アーシアの幸せを願っちまうから、俺は……。


　心中でドキドキして、覚かく悟ごも決めた。握にぎりしめる手が激しく汗あせばむ。


　だけど、アーシアの答えは──。


「戻りません」


　笑え顔がおだった。迷いがないほどの。


「以前にもイッセーさんに訊きました。『イッセーさんのそばにずっと一緒にいていいですか？』って。イッセーさんは『いいよ』って言ってくれました」


　──あっ。


　フェニックス家との一戦前、確かにそのやり取りをした。


「私、ここが好きです。この駒く王おう学がく園えんも、オカルト研究部も好きです。部長さんも、朱あけ乃のさんも、先生も、木き場ばさんも、ゼノヴィアさんも、小こ猫ねこちゃんも、ギャスパーくんも、イリナさんも、桐き生りゆうさんも好きです。そして──イッセーさんも、イッセーさんのご両親も大好きです。ここで始めた新しい生活は私にとって、本当に大切で大事で、大好きなことばかりでとっても素す敵てきなんです。毎日楽しくて。皆みんなと暮らせるのがすごく幸せなんです」


　アーシア……。


　俺は……本当にバカだ。この子がいまの生活を楽しんでいるのはわかっていたじゃないか。なのに、どうして俺は……アホなことを訊いてしまったんだ！


　俺はアーシアの肩かたを抱だき、言う。


「そうさ、俺とアーシアはずっと一緒だ！　嫁よめにも出しません！　アーシア、ディオドラのことも深く考えるな。経緯はどうあれ、嫌いやなら嫌と言えばいいんだぞ？」


　俺の言葉にアーシアはしばしきょとんとするが、すぐに笑みを見せてくれる。


「はい」


　と、今度はゼノヴィアが思い詰めた表情で言う。


「……アーシア、改めてだけど、もう一度謝りたい。初めて会ったとき、アーシアに暴言を吐はいてしまった。いまでも後悔しているんだ。……アーシアは私と仲良くしてくれる。と、と、友達だと……」


　おおっ、ゼノヴィアが珍めずらしく顔を紅潮させているぞ。


　アーシアはゼノヴィアの手を取り、満面の笑みで言う。


「はい。私とゼノヴィアさんはお友達です」


　真っ正面からの屈くつ託たくのない一言。ゼノヴィアは少し涙なみだぐんでいた。


「ありがとう。ありがとう、アーシア」


　うんうん。なんだか、俺まで感動して泣きだしそうだよ。本当、アーシアちゃんはやさしい子ですよ。もう、俺の自じ慢まん！


「うぅぅぅっ！　良い話よねぇ……」


　感動の場面で聞こえてくる嗚お咽えつ。声の方向を見てみれば──イリナだった。


「イリナか。おまえも来てたのか？」


「うぅ、ええ、ゼノヴィアに誘さそわれてね……。早朝の駒王学園も良いものだぞーって。で、来てみたら、美しい友情が見れるんだもの。これも主とミカエルさまのお導きだわ……」


　感動している様子のイリナは天に向かって祈いのりを捧ささげていた。


「そういや、おまえ、オカ研じゃないよな？」


　俺が訊くとイリナは涙を拭ぬぐい、気持ちを切り替かえて満面の笑みで親指を立てる。


「ええ、私は他のクラブに入ることにしたわ。しかも自分で作ることにしたの！」


「へー、自分でクラブ立ち上げか。で、名前と内容は？」


　イリナは胸を張り、堂々と宣言した。


「うふふ、聞いて驚きなさい！　その名も『紫し藤どうイリナの愛の救済クラブ』よ！　内容は簡単！　学園で困っている人たちを無む償しようで助けるの！　ああ、信しん仰こう心しんの厚い私は主のため、ミカエルさまのため、罪深い異教徒どものために愛を振ふりまくのよ！」


　妙みようなポーズで天に祈りを捧ささげていた。あー、お目々が爛らん々らんと輝かがやいていらっしゃる。


　つーか、なんてネーミングセンスだ。依い頼らいをしたくないクラブに聞こえてしまう。


「……いや、うん。まあ、がんばって」


　適当に相づちを打つ俺。イリナは胸をどんと叩たたいて言う。


「任せなさい！　もちろん、オカルト研究部がピンチのときはお助けするわ！　今回はリアスさんのお願いでオカルト研究部の部活対たい抗こうレースの練習を助けるの！」


　はぁ、体育祭は俺のところに参加するのね。


「ちなみに訊くけど、部員の数は？」


「まだ私だけよ！　おかげで同好会レベルに留とどまっていて、正式な活動と運営資金は規制されているわ。まずはソーナ会長を説得するところからスタートね」


　そりゃ大変だ。あの会長は厳しいぜ。副会長も厳しいからな。


　正式に通るには時間がかかりそうだ。


「とりあえずはオカルト研究部に籍せきを置くことになっているの」


　それって、ほぼオカルト研究部の部員じゃねぇか！　いや、あえて突つっ込こまない。


　ま、気分を取り直して、俺は言う。


「それはともかく、練習再開だ」


　ゼノヴィアとイリナも二人三脚に参加して、練習は再開されたのだった。








「ふぅー。ちょっと、つ、疲つかれましたねぇ」


　アーシアが体操着をパタパタさせながら息を吐いていた。あー、確かに朝からけっこうな量を走ったね。


　グラウンドの隅にある体育倉庫。俺たちは練習で使ったライン引きなどを片付けるため、そこに入っていた。


　俺は走るのに慣れているせいか、体力的にはこのぐらいは平気だけど、走る相方のアーシアを気き遣づかいながらだったから、精神的に気疲れしているところもあった。まだ早めの登校時間内だから、部室で一息ついてから教室に向かおう。


　ライン引きを奥おくに置いて、さて帰ろうとしたときだった──。


　ガラガラ。ピシャッ。


　扉とびらが閉まる音！……見ればゼノヴィアが後ろ手に倉庫の扉を閉めていた。


　な、何事……？　アーシアもゼノヴィアの行動にかわいく首を傾かしげていた。


「どうしたんですか？　ゼノヴィアさん」


　訊たずねるアーシア。するとゼノヴィアは真しん剣けんな表情で語りだす。


「アーシア、私は聞いたんだ。私たちと同い年の女子はだいたいいまぐらいの時期に乳ちち繰くり合うらしいぞ」


　…………。


　……え？　いま、なんと？　俺は突とつ然ぜんの発言に耳を疑った。


「ち、ちちくりあう？」


　アーシアが怪け訝げんそうに聞き返す。ゼノヴィアはハッキリとした口調で言う。


「男に胸を弄もてあそばれることだ」


　──ッ！


　こ、こ、この娘むすめは！　こんなところでそんな話を!?　突然に!?　扉を閉めてまで!?　しかもアーシアもいるじゃないか！　もう！　相変わらずわけわからんっ！　さらに言うなら『乳繰り合う』の意味がちょっと違ちがうし！


「む、む、む、胸を……っ！」


　アーシアはお顔を最大にまで赤く染め上げて、声も上ずっていた！


「ゼノヴィア！　こんなところでいきなりそんな話を始めるな！」


「イッセー、少し黙だまっていてくれ。まずはアーシアと話す。イッセーの出番はそれからだ。すまないが、倉庫の隅すみでウォーミングアップしておいてくれ。これから激げき闘とうになる」


　出番と激闘!?　ウォーミングアップってなんですか!?　手を開いて閉じての練習をすればいいの!?


　ゼノヴィアのトークは止まらない。


「クラス女子のなかには彼氏に毎日のようにバストを揉もまれている者もいる。私はいろいろと調べたんだ」


　おまえはどうしてそういうことを真しん摯しに聞いて調べてくるんだよぉぉぉっ！


「アーシア。私たちもそろそろ体験してもいいのではないかな？」


　ゼノヴィアはアーシアの肩に手を置き、真剣な面おも持もちで言う。


　なにこれ!?　ちょっとだけ深刻な話になってませんか!?


「あ、あぅぅぅっ！　そ、そんな、きゅ、急に言われても……」


　アーシアも困こん惑わくしていた！　それが当然のリアクションだよ！


「だいじょうぶだ。初めは多少くすぐったいらしいが、慣れてくればとても良いものらしいぞ。きっと乳繰り合えば自然と二に人にん三さん脚きやくも上手にこなせる」


　そこに持ってくるの!?　ええええええええええええっ!?


「……コ、コンビネーションはそこから生まれるのでしょうか……」


　アーシアちゃんが説得されてるぅぅぅぅっ!?　うそん！　それでいいのか、アーシア！


　迷うアーシアにゼノヴィアは笑みで応こたえる。


「アーシア、私たちは友達だ」


「はい」


「乳繰り合いも一いつ緒しよにしよう。二人なら怖こわくない」


「……は、はい？　そ、そうなのですか……？」


　話がまとまりつつあるよ！　アーシアをそんな話で懐かい柔じゆうしないでおくれぇぇぇっ！


　ゼノヴィアがこちらに顔を向ける。


「では、しようか。私のほうは子作り練習も兼かねるよ」


「ちょっと待て！　いきなり、こんな場所で──いや、雰ふん囲い気き的に体育倉庫とかとても憧あこがれるけども！」


　狼ろう狽ばいする俺をよそにゼノヴィアは体操着の上を脱ぬぎ捨すてる。


　ぶるん。ブラに包まれても確かな存在を見せてくれるゼノヴィアおっぱいが見参！


　ブッ！


　見事な脱ぎっぷりに俺の鼻血も噴ふき出た！


　部長や朱乃さんほどはないけど、おっぱいデカいよな、ゼノヴィアも！　そんなふうに感想を思っているヒマもなく、ゼノヴィアはブラのホックを外した。


　ぶるっ！


　抑おさえるものがなくなったためか、見事な乳ち房ぶさが俺の眼前にぃぃぃぃ！　なんでこう、俺の周囲の女の子たちは脱ぎっぷりが大だい胆たんかつお見事なんだろうか！　しかし、相変わらずキレイなピンク色の乳首だこと！


「イッセー以外の男に触さわらせたことのない胸だ。感かん触しよくは覚えているかな？」


　はい！　あのときの感動は胸にしまって大事に取ってあります！　手ではもんでないけど、すっげぇやわらかかったよ！　引き締しまった体の女戦士だから、おっぱいも多少はそうなのかなって思っていたけど、とんでもない！　肌はだもキレイでスベスベ！　感触もめっちゃマシュマロ体験でした！


　プール用具室での一件！　そのときも突然俺に「子作りしよう」と迫せまってきた！


　この娘は倉庫的なところが好きなのか!?　普ふ通つうは寝しん室しつじゃないのか!?　いや、ここはここで燃えるよ！　でも、ノーマルじゃないって！


「ほら、アーシアも」


　ゼノヴィアがアーシアへ迫る！　おおおーい！　何アーシアの体操着をつかんで脱がそうとしているの！


「で、でも……やっぱり、まだ心の準備が……」
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　ゼノヴィアはもじもじするアーシアから強ごう引いんに体操着を取り払はらい──お目見えするアーシアのブラジャー姿！　かわいらしいブラジャーに俺が感動した！


「だいじょうぶだよ、アーシア。不安なら、先に私がイッセーとしようか？　私とイッセーの行こう為いを見ていればどういうものか理解できて、勇気と準備が整うはずだ」


「え！……え、えっと」


「ふふふ、冗じよう談だんだよ。やっぱり、あとから来た者に先を越こされるのは嫌いやだと思っていた」


「そ、そういう意味ではなくて……」


「今日がチャンスだよ。部長と朱乃副部長がここにいない。イッセーと乳繰り合えるチャンスはいましかないかもしれないんだ」


「──っ」


　その一言にアーシアが黙り込んでしまった！　うぅ、会話が俺的に斜ななめ方向に行き過ぎていて、ついていけないが、とりあえず、ゼノヴィアの生乳に目を奪うばわれていたぞ！


　パチン。


　ゼノヴィアの手が静かに伸のびて、アーシアのブラのホックを外したぁぁぁっ！


「──あっ」


　露あらわになった胸むな元もとをアーシアは顔を真っ赤にして手で隠かくす！　そう！　普通の女の子はこういう反応！　ゼノヴィアさん！　キミ、堂々とぶるんぶるんさせすぎ！　いえ、ありがとうございます！　最高です！


　そのゼノヴィアが俺の手を引き──トンと体を押した！


「おわっ！」


　倒たおされる俺。舞まうホコリのなか、上半身だけ起こした俺は自分が体育用マットの上に倒されたことに気づく！


　がばっ！


　何かが覆おおい被かぶさる！　ぶるぶるっ！　眼前で揺ゆれるおっぱい！　ゼノヴィアが俺の上に覆い被さってきていた！


　ゼノヴィアは俺の左手を取り、自身の胸に当てる！


　ブバッ！　鼻血は止まることを知らない！


　殺傷能力の高いやわらかさが俺の手に伝わる！　埋まい没ぼつしていく俺の五指！


　手のひらにちょうどコリッとした感触の乳首が当たり、信じられない興奮を俺に与あたえてくれる！　おいおいおいおい！　俺、また禁手バランス・ブレイカーに至っちゃうよぉぉぉぉっ！


「イッセーさん……ぶ、部長さんには負けたくないから……」


　隣となりに座すわったアーシアが俺の右手を取って、自分の胸元へ──。


　ふにゅんっ！


　ゼノヴィアほどはないけど、確かな存在感のアーシアおっぱいに俺の五指がぁぁっ！


　アーシアァァァアァッ！　よくぞここまで育って！　いや、そうじゃなくて！


「……ぅん……」


　甘あまい吐と息いきがゼノヴィアの口から漏もれる。一いつ瞬しゆんで俺の脳が麻ま痺ひした！


「やはり、自分で触るのと、男が触ってくるのとでは違うね。さて、イッセー、私とアーシア、どちらも準備ＯＫだ。もみしだくといい」


　と、ゼノヴィアは言うが、アーシアは守るべき存在なんだよ！　無意識にアーシアのおっぱいを揉もうとしているのは男の性さがっ！


　だって、男なら揉んでしまうだろう!?　そこにおっぱいがあったら！


　脳のう裏りを部長が過よぎる！　部長ぉぉぉぉぉおおおっ！


　俺、部長ともっと乳繰り合いたかったけど、こんな場面用意されたら、俺、俺ぇぇっ！


　ガラララ。


　突然開かれる扉。


「……なかなか出てこないから心配して来てみれば、な、な、な、な、なんてことを！」


　入ってきたのはイリナだった！


　マズい！　上じよう半はん身しん裸はだかの女子が二人に男が一人！　言い訳ができない状態だ！


　イリナのことだ、「不潔！」とかクリスチャン的な発言をしそうだが──。


「ベ、ベッドでしなさい！　ここは不潔で衛生的によくないわ！」


　不潔の基準が違った。





　　　　─○●○─





　その日の放課後、部活の時間。


　俺は惚ほうけた顔をどうにかしたかったが、朝にあんなことがあったものだから、一日中、アーシアとゼノヴィアのおっぱいの感触を思いだしていた。


　少し離はなれたところでオセロをしているアーシアとゼノヴィア。今日一日、まともな会話できなかったよ！


　だって、いまだにおっぱいの感触が手に残っているんだもん！　学校生活なんて集中できるわけがねぇ！　授業中、ずっとおっぱいだった！


　ゼノヴィアのおっぱい良かった。けど、アーシアのも……いかんいかん！　俺は頭を振ふって雑念を払おうとする！　アーシアは大切な存在だ！　いやらしい考えを持っちゃいかん！


　で、でも、成長したなぁって思ってしまったのは事実で……。このまま行けば三年に上がる頃ころにはアーシアのおっぱい、部長や朱乃さんクラスにまで成長するんじゃないのか？


　聞いたことがある。悪あく魔まは魔力で自分の体つきもある程度どうにかできたりするって。アーシアは無意識のうちに魔力で体を成長させている……？


　いやいや、俺の妄もう想そうだけど……。それはそれでおいしいかなぁ……。


「……いやらしい顔ですね」


　ぎゅぅぅぅ。


　半眼無表情で小猫ちゃんが俺の頰ほおを引っ張る。


「いたひ、いたひよ、こねこちゃん」


　なんだか、最近、小猫ちゃんまで部長のように厳しくなったような……。


　いや、基本的に俺がエロいと突つっ込こんでくるけど、主に女子部員と仲良くしていると不ふ機き嫌げんになる気がする。


　俺の勘かん違ちがい？　だと思うけど……。


「皆みんな、集まってくれたわね」


　部員全員集まったことを確認すると、部長が記録メディアらしきものを取りだした。


「若手悪魔の試合を記録したものよ。私たちとシトリー眷けん属ぞくのものもあるわ」


　戦いの記録。そう、今日は皆で試合のチェックをすることになっていた。巨きよ大だいなモニターが用意される。


　先生が巨大モニターの前に立って言う。


「おまえら以外にも若手たちはゲームをした。大王バアル家と魔ま王おうアスモデウスのグラシャラボラス家、大公アガレス家と魔王ベルゼブブのアスタロト家、それぞれがおまえらの対決後に試合をした。それを記録した映像だ。ライバルの試合だから、よーく見ておくようにな」


『はい』


　先生の言葉に皆が真しん剣けんにうなずいた。


　すっげー気になる。俺たち以外の奴やつらはどんな試合をしたんだ？　ほとんど俺らと同期の悪魔たちだろう？　どのような戦いをしたのか、気になってしょうがないんだ。


　それは皆も同様で、すでにモニターへ視線を向けていた。俺のひざ上にいる小猫ちゃんも集中している。


「まずはサイラオーグ──バアル家とグラシャラボラス家の試合よ」


　サイラオーグさんとヤンキーの勝負か！


　記録映像が開始され、数時間が経過する。自分たち以外の試合を見られるわくわく感は、視し聴ちようしてすぐに取り払われた。


　部員全員の顔つきは真剣そのものになり、視線は険しいものになっている。


　俺たちが目にしたのは──圧あつ倒とう的なまでの『力』だった。


　あのヤンキーとサイラオーグさんの一いつ騎き打うち。一方的にヤンキーが追い込まれていた。


　眷属同士の戦いはすでに終わっている。どちらも強力な眷属を有していて、それぞれの戦いは白熱したが、問題は『王キング』同士の戦いだ。


　最後の最後で駒こまをすべて無くしたヤンキー──ゼファードルがサイラオーグさんを挑ちよう発はつした。サシで勝負をしろ、と。サイラオーグさんはそれに躊躇ためらうことなく乗った。


　ヤンキーが繰くりだすあらゆる攻こう撃げきがサイラオーグさんに弾はじき返される。まともにヒットしても何事もなかったようにサイラオーグさんはヤンキーに反撃していた。


　自分の攻撃が通じないことで、ヤンキーはしだいに焦あせりの色を濃こくし、冷静さを欠いていた。


　そこへサイラオーグさんの拳こぶしが放り込まれる！


　幾いく重えにも張り巡めぐらされた防ぼう御ぎよ術式も紙のごとく打ち破られて、サイラオーグさんの一撃がヤンキーの腹部に鋭するどく打ち込まれていく。


　その一撃は映像越しでも辺り一帯の空気を震ふるえさせるほどの威い力りよくだと見て取れた。


　ヤンキーはその場にくずおれて、腹部を押さえながら悶もん絶ぜつしていた。


　──サイラオーグさんは打だ拳けんと蹴けりしか使っていないのに！


　打撃の威力が桁けた違ちがいだった。ヤンキーが避よけたりしたとき、その一発が建物に突き刺ささって半はん壊かいしたり、周囲の景色が吹ふき飛んでいた。


　あんなの……一回でも食らったら致ち命めい傷しよう確実じゃないか！


「……凶きよう児じと呼ばれ、忌いみ嫌きらわれたグラシャラボラスの新しい次期当主候補がまるで相手になっていない。ここまでのものか、サイラオーグ・バアル」


　木場もあまりの光景に目を細めていた。その表情は険しい。こいつは、俺たち眷属のエースだ。こいつなりに思うところがあるんだろう。サイラオーグさんのスピードも相当なものだったからだ。俺では何が起こっているか視認できず、木場も時折その速度に目を奪われていた。木場は映像だけで追い切れたのだろうか？


　徒と手しゆ空くう拳けんだけでこれだもんな……。ギャスパーがブルブル震えて俺の腕うでにつかまっていた。ビビるなよ、ギャスパー……。


「リアスとサイラオーグ、おまえらは『王キング』なのにタイマン張りすぎだ。基本、『王キング』ってのは動かなくても駒を進軍させて敵を撃破していきゃいいんだからよ。ゲームでは『王キング』が取られたら終わりなんだぞ。バアル家の血筋は血気盛んなのかね」


　先生が嘆たん息そくしながら言う。部長は恥はずかしそうに顔を赤くしていた。た、確かに部長は前に出てきちゃうな……。


「そういや、あのヤンキー悪魔って、どのぐらい強いんですか？」


　俺の問いに部長が答える。


「今回の六家限定にしなければ決して弱くはないわ。といっても、前次期当主が事故で亡なくなっているから、彼は代理ということで参加しているわけだけれど……」


　朱乃さんが続く。


「若手同士の対決前にゲーム運営委員会が出したランキングでは、一位がバアル、二位がアガレス、三位がグレモリー、四位がアスタロト、五位がシトリー、六位がグラシャラボラスでしたわ。『王キング』と眷属を含ふくみ平均で比べた強さランクです。それぞれ、一度手合わせして、一部結果が覆くつがえってしまいましたけれど」


「しかし、このサイラオーグ・バアルだけは抜ぬきんでている──というわけですね、部長」


　俺の言葉に部長はうなずく。


「ええ、彼は怪かい物ぶつよ。『ゲームに本格参戦すれば短期間で上がってくるのでは？』と言われているわ。逆を言えば彼を倒たおせば、私たちの名は一気に上がる」


　なるほど、一位と目され、実力もその通りの相手を倒せば上がるよな……。


「もしかして、ライザーより強い？」


　恐おそる恐る部長に訊きいてみる。ライザーは不死身だけど、倒せないわけじゃない。それでも強敵なのは間ま違ちがいなかった。


「両者がやってみないとわからないけれど、私の贔ひい屓き目めで見てもサイラオーグのほうが強い気がするわ」


　うへぇぇぇっ！　そんなに!?　正式なゲーム参加前でそんなに強い人がいるのかよ！


「ま、グラフを見せてやるよ。各勢力に配られているものだ」


　先生が術を発動して、宙に立体映像的なグラフを展開させた。


　そこには部長や会長、サイラオーグさんなど、六名の若手悪魔の顔が出現し、その下に各パラメータみたいなものが動きだして、上へ伸のびていく。


　ご丁てい寧ねいにグラフは日本語だ。グラフはパワー、テクニック、サポート、ウィザード。これはゲームのタイプ別だな。あと一個は『キング』と表示されている。


『王キング』としての資質かな。部長、会長、アガレスの姉ちゃんがそこそこ高めだけど、会長のほうが現時点では部長よりも上か。サイラオーグさんがかなり高めだ。ヤンキーが一番低い。


　部長パラメータはウィザード──魔力が一番伸びて、パワーもそこそこ伸びた。あとのテクニック、サポートは真ん中よりもちょい上の平均的な位置だった。


　そして──サイラオーグさん。


　サポートとウィザードは若手のなかで一番低いけど、問題はパワーだ。


　ぐんぐんとグラフは伸びていき、部室の天てん井じようにまで達していた！　なんて異常な伸び方だよっ！　極きよく端たんすぎるけど、それだけパワーが凄すさまじいってことか！


　サイラオーグさんを抜かす五名のなかで一番パワーの高いゼファードルの数倍はあるじゃねぇか！


「ゼファードルとのタイマンでもサイラオーグは本気を出しやしなかった」


　と先生は言う。あれで本気じゃないとか……。パワーだけ見ても禁手バランス・ブレイカーの俺を超こえてるんじゃないか？　伝説のドラゴンとかそういうの抜きでそんなのアリか！


「やっぱ、天才なんスかね、このサイラオーグさんも」


　どう見ても体術方面に秀ひいでたっぽいよね。ところが俺の言葉を先生は首を横に振って否定する。


「いや、サイラオーグはバアル家始まって以来の才能が無かった純血悪魔だ。バアル家に伝わる特色のひとつ、滅ほろびの力を得られなかった。滅びの力を強く手に入れたのは従い兄と弟このグレモリー兄妹きようだいだったのさ」


　──っ。


　そんなことが……。


　部長のお母さんはバアル家の出だ。滅びの力は部長とサーゼクスさまに受け継つがれ、本来の血筋、サイラオーグさんには伝わらなかったのかよ。なんて皮肉だ。


「でも若手最強なんでしょう？」


「家の才能を引き継ぐ純血悪魔が本来しないものをしてな、天才どもを追い抜いたのさ」


「本来しないもの？」


　先生は真剣な面おも持もちで俺に言う。


「──凄まじいまでの修しゆ業ぎようだよ。サイラオーグは、尋じん常じようじゃない修練の果てに力を得た希け有うな純血悪魔だ。あいつには己おのれの体しかなかった。それを愚ぐ直ちよくなまでに鍛きたえ上げたのさ」


　アザゼル先生が話してくれたことは衝しよう撃げき的だった。だって俺は上級悪魔、純血の悪魔ってのは皆才能に溢あふれている者たちだと思っていたからだ。


　部長は才能に恵めぐまれた。サイラオーグさんは才能に恵まれなかった。


　サイラオーグさんの試合を見つめる部長の表情は複雑そうなものだった。


　先生は続ける、俺たちに語りかけるように。


「奴は生まれたときから何度も何度も勝負の度たびに打だ倒とうされ、敗北し続けた。華はなやかに彩いろどられた上級悪魔、純血種のなかで、泥どろ臭くさいまでに血まみれの世界を歩んでる野や郎ろうなんだよ」


　だからか。だから、あの人からは部長や会長とは違ちがう気配と、自信を感じられたのか。


「才能の無い者が次期当主に選出される。それがどれほどの偉い業ぎようか。──敗北の屈くつ辱じよくと勝利の喜び、地の底と天上の差を知っている者は例外なく本物だ。ま、サイラオーグの場合、それ以外にも強さの秘密はあるんだがな」


　試合の映像が終わった。


　サイラオーグさん──バアル家の勝利だ。


　最終的にグラシャラボラスのヤンキーが物もの陰かげに隠かくれ、怯おびえた様子で自ら敗北を宣言することで戦いが終わったんだ。


　縮こまり怯え泣き崩くずれるヤンキー。それをサイラオーグさんは特に何も感じる様子もなく、その場をあとにしていく。


「ヤンキーの奴やつ、情けないぜ！」と笑い飛ばせなかった。映像越ごしでも伝わる圧倒的な迫はく力りよくに俺たち全員も気け圧おされていたからだ。


　勝つための執しゆう念ねんみたいなものを感じてしまった。サイラオーグさんのあの表情は何事にも妥だ協きようせずに向かっていく男のそれだった。


　匙さじが俺へ向かってきたときのものに似ていたな……。夢に向かって、ひたすらなまでに突つき進む覚かく悟ごを持った戦いっていうのかな、そういうものを感じた。


　映像が終わり、しんと静まりかえる室内で先生は言う。


「先に言っておくがおまえら、ディオドラと戦ったら、その次はサイラオーグだぞ」


「──っ！　マジっスか！」


　俺がビックリしながら聞くが、先生はうなずくだけだ。


　部長も怪け訝げんそうに先生へ訊く。


「少し早いのではなくて？　グラシャラボラスのゼファードルと先にやるものだと思っていたわ」


「奴はもうダメだ」


　先生の言葉に部長や皆みんな、訝いぶかしげな表情になる。


「ゼファードルはサイラオーグとの試合で潰つぶれた。サイラオーグとの戦いで心身に恐きよう怖ふを刻み込まれたんだよ。もう、奴は戦えん。サイラオーグはゼファードルの心──精神まで断たってしまったのさ。だから、残りのメンバーで戦うことになる。若手同士のゲーム、グラシャラボラス家はここまでだ」


　──っ。


　俺の目に試合後も恐怖に打ち震えている映像のゼファードルが映る。


　このヤンキーはこの時点で──。


　精神を断つ……。そうか、さっき部長がライザーよりも強いかもしれないって言ったのはそれか。不死身でも精神が疲ひ弊へいすれば復活はできなくなる。


「おまえらも十分に気をつけておけ。あいつは対戦者の精神も断つほどの気き迫はくで向かってくるぞ。あいつは本気で魔ま王おうになろうとしているからな。そこに一いつ切さいの妥協も躊ちゆう躇ちよもない」


　先生の忠言は心にしみるぜ。ああ、絶対に油断しちゃダメだ！　せっかく、禁手バランス・ブレイカーになったんだ！　皆と協力してサイラオーグさんを必ず倒す！


　部長は深呼吸をひとつしたあと、改めて言う。


「まずは目先の試合ね。今度戦うアスタロトの映像も研究のためにこのあと見るわよ。──対戦相手の大公家の次期当主シーグヴァイラ・アガレスを倒したって話だもの」


「大公が負けた!?」


　ヤンキー悪魔と対たい峙じしてたあのメガネの姉ちゃんが負けたのか。あそこの眷けん属ぞくもかなり強そうに感じたんだけど……。


　それを倒したあのディオドラは何者だってんだ……。


「私たちを苦しめたソーナたちは金星、先ほど朱乃が話したランクで二位のアガレスを打ち破ったアスタロトは大金星という結果ね。悔くやしいけれど、所しよ詮せん対決前のランキングはデータから算出した予想にすぎないわ。いざ、ゲームが始まれば何が起こるかわからない。それがレーティングゲーム」


　と、部長は言う。俺たち以外も苦戦していたってことか。夏で思い知ったけど、ゲームって何が起こるかわかったもんじゃないもんな。


「けれど、アガレスが負けるなんてね」


　言いながら部長が次の記録映像を再生させようとしたときだった──。


　パァァァァァ。


　部室の片かた隅すみで人一人分の転移用魔ま方ほう陣じんが展開した！


　え！　何事？　誰だれか飛んでくるのか？


　見覚えのない魔方陣の紋もん様ようだ。


「──アスタロト」


　朱乃さんがぼそりとつぶやいた。そして、一いつ瞬しゆんの閃せん光こうのあと、部室の片隅に現れたのは爽さわやかな笑え顔がおを浮うかべる優やさ男おとこだった。


　そいつは開口一番に言う。


「ごきげんよう、ディオドラ・アスタロトです。アーシアに会いにきました」








　部室のテーブルには部長とディオドラ、顧こ問もんとしてアザゼル先生も座すわっていた。


　朱乃さんがディオドラにお茶を淹いれ、部長の傍かたわらに待機する。


　俺たち他の眷属は部室の片隅にて状じよう況きようを見守っていた。なんか、ライザーのときを思いだすぜ。あのときもこんな感じだ。上級悪魔と下級悪魔の差だよな。


　ライザーのときと違うのは、今回は部長じゃなくてアーシアってことだ。とうのアーシアは俺の隣となりで困こん惑わくした表情をしていた。不安げなアーシアの手を無言で握にぎってやると、俺の手を握り返してきた。緊きん張ちようが俺にも伝わってくる。


　部長は悪いようにしないさ。それにな、アーシア。何が起こっても俺がアーシアを守ってやるから安心してくれ。


　──いざとなったら、禁手バランス・ブレイカーになっても拒きよ否ひしてやるからさ。


　……実際、そんなことを上級悪魔相手にやったら、問題だろうけど。どうせ、一度それで部長の婚こん約やくを解消させてる。も、もう一度ぐらいやってやるさ！


　そんな俺の覚悟を知らないディオドラはやさしげな笑みを浮かべながら部長に言う。


「リアスさん。単刀直入に言います。『僧侶ビシヨツプ』のトレードをお願いしたいのです」


『トレード』──『王キング』同士で駒こまとなる眷属を交こう換かんできるレーティングゲームのシステムだ。同じ駒同士なら可能だとレイヴェルに聞いた。


『僧侶ビシヨツプ』──つまり、アーシアかギャスパーのことだ！


「いやん！　僕のことですか!?」


　ギャスパーが身を守るようにするが、俺がすぐに頭をはたく。


「なわけないだろう」


　こいつもずいぶんたくましくなったもんだ。少し前なら「ヒィィィィッ！　ぼ、僕のことですかぁぁ!?」って悲鳴をあげて段ボール箱のなかに逃にげたんじゃないか？


　ギャスパーも冥めい界かいでの修業の成果が出てるわけだ。ちなみにニンニクの克こく服ふく修業は継けい続ぞく中。たまにニンニク臭くさかったりするが、それはご愛あい敬きようってね。


　……で、ディオドラが欲ほしい『僧侶ビシヨツプ』はアーシアのことだろう。『僧侶ビシヨツプ』と耳にした瞬しゆん間かんから、アーシアは俺の手を強く握ってきた。──『嫌いやだ』って主張だと感じた。


「僕が望むリアスさんの眷属は──『僧侶ビシヨツプ』アーシア・アルジェント」


　ディオドラは躊躇ためらいなく言い放ち、アーシアのほうへ視線を向けた。その笑みは爽やかなものだ。


　クソ！　やっぱり、アーシア狙ねらいかよ！　つーか！　トレードでアーシアを手に入れるって、それはちょっと酷ひどいんじゃないか！　求きゆう婚こんした相手だぞ！


「こちらが用意するのは──」


　自分の下げ僕ぼくが載のっているであろうカタログらしきものを出そうとしたディオドラへ部長は間かん髪はつ入れず言う。


「だと思ったわ。けれど、ゴメンなさい。その下僕カタログみたいなものを見る前に言っておいたほうがいいと思ったから先に言うわ。私はトレードをする気はないの。それはあなたの『僧侶ビシヨツプ』と釣つり合わないとかそういうことではなくて、単純にアーシアを手放したくないから。──私の大事な眷けん属ぞく悪あく魔まだもの」


　真っ正面から部長は言ってくれた！


　うおおおおおおっ！　部長ぉぉぉぉぉぉおおおっ！　感動しちゃったよ俺！


　カタログを見なかったのは、確認することで少しでもアーシアと比べるような態度を俺たちに見せたくなかったからに違いない！　もともと部長は比べるつもりもなかった！


「それは能力？　それとも彼女自身が魅み力りよくだから？」


　しかし、ディオドラは淡たん々たんと訊きいてくる。こ、この野郎！　ダメっていってんだから、さっさと諦あきらめて帰れよ！


　そこへ部長は最高の答えを聞かせてくれる！


「両方よ。私は、彼女を妹のように思っているわ」


「──部長さんっ！」


　アーシアは口元に手をやり、グリーンの瞳ひとみを潤うるませていた。部長が『妹』と言ってくれたことが心底うれしかったんだと思う。


「一いつ緒しよに生活している仲だもの。情が深くなって、手放したくないって理由はダメなのかしら？　私は十分だと思うのだけれど。それに求婚した女性をトレードで手に入れようというのもどうなのかしらね。そういう風に私を介かいしてアーシアを手に入れようとするのは解げせないわ、ディオドラ。あなた、求婚の意味を理解しているのかしら？」


　迫力のある笑顔で問い返す部長。最大限配はい慮りよしての言動だったが、キレてるのは傍はたから見ててもわかるぜ！


　ディオドラは笑みを浮かべたままだ。それが逆に不気味だった。


「──わかりました。今日はこれで帰ります。けれど、僕は諦めません」


　ディオドラは立ち上がり、俺たち──アーシアのもとへ近寄ってくる。


　当とう惑わくしているアーシアの前に立つと、その場で跪ひざまずき、手を取ろうとした。


「アーシア。僕はキミを愛しているよ。だいじょうぶ、運命は僕たちを裏切らない。この世のすべてが僕たちの間を否定しても僕はそれを乗り越えてみせるよ」


　わけのわからないことを抜ぬかして、奴はアーシアの手の甲こうにキスをしようと──。


　ぶちん。


　俺のなかで軽く何かがキレた。


　がしっ。気づいたら、俺はディオドラの肩かたをつかんでキスを制止させていた。


　ディオドラは爽やかな笑みを浮かべながら言う。


「放はなしてくれないか？　薄うす汚ぎたないドラゴンくんに触ふれられるのはちょっとね」


　──っ！　こ、この野や郎ろう！　笑顔で言いやがった！　ていうか、それがおまえの本ほん性しようかよっ！


　ぶちギレそうになったが──。


　バチッ。


　アーシアのビンタがディオドラの頰ほおに炸さく裂れつしていた。アーシアは俺に抱だきつき、叫さけぶように言った。


「そんなことを言わないでください！」
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　……アーシアがビンタをかますとは思わなかった。けど、すっきりしたぜ！


　ディオドラの頰はビンタで赤くなっていた。それでも笑みを止めない。ここまで笑みを続けると怖こわいぐらいだ……。


「なるほど。わかったよ。──では、こうしようかな。次のゲーム、僕は赤せき龍りゆう帝ていの兵ひよう藤どう一いつ誠せいを倒たおそう。そうしたら、アーシアは僕の愛に応こたえて欲し──」


「おまえに負けるわけねぇだろッ」


　俺はつい面と向かって言い切ってしまった。いや、勝手に進めるものだからさ！


　だけど、これでいい。わかりやすいぜ。要はぶっ倒せばいいだけだ。こいつをッ！


「赤龍帝、兵藤一誠。次のゲームで僕はキミを倒すよ」


「ディオドラ・アスタロト、おまえが薄汚いって言ったドラゴンの力、存分に見せてやるさっ！」


　睨にらみ合う俺とディオドラ。アーシアをこいつなんかに渡わたしてたまるかよっ！


　そのとき、先生のケータイが鳴った。いくつかの応答のあと、先生は俺たちに告げる。


「リアス、ディオドラ、ちょうどいい。ゲームの日取りが決まったぞ。──五日後だ」


　その日はそれで終わり、ディオドラは帰っていった。二度と部室に来るな！


　俺は新たな決意のもと、ゲームへの気合を入れ出した。


　魔ま王おうを通した正式なゲーム通知は、後日俺たちのもとに届いたのだった。





　　　　─○●○─





「上級悪魔か……」


　深夜の悪魔稼か業ぎよう。依い頼らいをひとつこなした俺は自転車を漕こぎながら、学園に戻もどる途と中ちゆうだった。


　冥界で修業をしたおかげか、魔方陣を介しての移動もできるようになったんだけど、俺のお得意さまたちは「チャリ移動＝俺」みたいなイメージがあるらしく、一度魔方陣で現れたとき、軽く落らく胆たんされたんだ。


　そのせいか、それ以降、チャリ移動に戻った。せっかく、魔方陣ジャンプできるようになったんだけどね。お得意さまたちの期待は裏切れないかなって。


　それに「チャリ悪魔」として売りにしていけば依頼の量も増えるかなって思ったんだ。


　もうひとつ言うなら、チャリの移動はトレーニングにもなるしな。……修業根性が身についちゃってるな俺……。


　で、漕ぎながら物思いにふけっていた。上級悪魔についてだ。冥界でも体験したけど、上級の悪魔さんたちはどうにも自分たち以外の悪魔を見下している。


　部長とその親おや御ごさんたちはそんなことしないけど、ライザーの一件といい、ディオドラといい、基本的に旧家の上級悪魔は転生悪魔、下級悪魔をよく思っていない。


　理り不ふ尽じんだ！　と思うのは簡単だけど、考えてみれば長い歴史を持った悪魔たちだったからこそ、突とつ然ぜん入り込んできて幅はばを利きかせようとしている者が疎うとましいのかも。そういうのって、むかしからいる者にとっては嫌なものなのかもね。正直、よくわからんけどさ。


　俺は転生悪魔でまだ下級だから、必死に認めてもらおうと上を目指しているだけだからな。


「ぷはー。スポーツ飲料がうまい」


　帰路の途中、自じ動どう販はん売ばい機き前で一息ついていると──突然の気配に俺はその場を飛び退のいた！──っ！　誰だ！


　闇やみ夜よから姿を現したのは──ラフな格好の男！


「おひさ、赤龍帝」


「美び猴こう！　なんでおまえが！」


　そう、さわやかフェイスの孫そん悟ご空くう！　今回は中ちゆう華か風ふうの鎧よろいではなく、チャラくて若い兄ちゃんの格好でご登場だった。つーか、なんでこいつがここに！


「ま、相棒の付き添そいでさ」


　美猴がうしろに顔を向ける。


　──まさか！


　そこから現れたのは──。


「二か月ぶりだ、兵藤一誠」


　白ワイシャツ姿のヴァーリだった！


「ヴァーリッ！」


　俺は警けい戒かいを最大にまで高めて、その場でかまえた！


　クソ！　なんでこいつらがここに!?


「完全な禁手バランス・ブレイカーに至ったそうだな？　うれしいよ」


　不敵な笑みにちょっとカチンとアタマにくる。相変わらずの上から目線ですか。


「よー、天才白はく龍りゆう皇こうさん。どうせなら、ここでこの前の続きやるか？」


　ブーステッド・ギアを発動させようとするが、奴やつは笑むだけだ。


「随ずい分ぶんと戦せん闘とう的じゃないか、兵藤一誠」


「こちとら将来の未来計画のためにおまえが邪じや魔まで邪魔で仕方ないんだよ」


「上級悪魔になることか？──心配しなくてもキミなら数年もしないうちに上級悪魔になれるんじゃないかな」


　白龍皇のお墨すみ付つきとは恐おそれ入る。こちとらそんな甘あまくも思えないから必死こいて上を目指しているってのによ。


「今日はそういうことを言いに来たわけじゃない」


「じゃあ、なんだってんだ？」


「レーティングゲームをするそうだな？　相手はアスタロト家の次期当主」


　どこでそれを知った？　まあ、こいつはテロリスト一味の特別なチームの長らしいじゃないか。いろいろと独自の情じよう報ほう網もうがあるのかもな……。


「それがどうした？」


「気をつけたほうがいい」


　怪け訝げんに思う俺はかまえを解かずヴァーリに訊く。


「……どういうことだよ？」


　しかし、ヴァーリは肩をすくめるだけだった。


「記録映像は見たのだろう？　アスタロト家と大公の姫ひめ君ぎみの一戦だ」


　ヴァーリの言う通りで、ディオドラが帰ったあと、俺たちグレモリー眷けん属ぞくはディオドラ対アガレスの姉ちゃんの記録映像を見た。


　試合はディオドラの勝ちだったけど……。ディオドラの実力は圧あつ倒とう的てきだった。奴だけゲームの途中から異常なほどの力を見せて、アガレスの姉ちゃんとその眷属を撃げき破はしたんだ。


　ディオドラの眷属は奴をサポートするぐらいで、『王キング』自ら、孤こ軍ぐん奮ふん闘とう、一いつ騎き当とう千せんの様相を見せた。ディオドラは魔ま力りよくの類たぐいに秀ひいでたウィザードタイプだ。部長を超こえる魔力のパワーでアガレスを追い詰つめていた。


　これを見て訝いぶかしげに思ったのはほぼ全員。ゲーム自体ではなく、ディオドラのみに注目していた。だって、急にパワーアップするんだもんな。それまでは大公の姉ちゃんがかなり追い詰めていたし。実力をギリギリまで隠かくしていた？


　先生はこの試合を生で観戦していたらしいけど、事前に得ていたディオドラの実力から察してもあまりに急激なパワーアップに疑問を感じたようだ。


　部長も同様の意見だった。


「ディオドラはあそこまで強い悪魔ではなかった」──と。二人の意見は一いつ致ちしていた。


　急激なパワーアップをする前のディオドラでも十分強かった。部長よりも魔力が多少劣おとる上級悪魔だった。


　けど、試合途中からディオドラは皆みんなが驚おどろくほどの力を発揮していたんだ。


　短時間でそこまで強くなれるものか？──と。


　しかし、この試合も途中から『王キング』同士の対決になっちゃった。若手上級悪魔の皆みなさまは序盤オープニング、中盤ミドルゲームが戦術合戦で終盤エンドゲームは直接対決でもしないといけない強きよう迫はく観かん念ねんがどこかで働いているのだろうか？


　ゲームを観戦している各勢力のお偉えらいさん方は新しん鮮せんな試合ばかりで楽しんでいるらしいけどね……。特に『王キング』対決はなんだかんだで否いや応おうなしに盛り上がるようだ。


「まあ、俺の言い分だけでは、上級悪魔の者たちに通じないだろうけど。キミ自身が知っておくぐらいはいいんじゃないかと思ってね」


　……痛み入るとでも言ってやればいいのかね？　そんなふうに複雑極きわまりない気持ちのときだった。ふいに人ひと影かげが──。ヴァーリと美猴も予想外だったようで、そちらへ視線を向けていた。何者だ!?


　ぬぅ……。


　闇夜から姿を現したのは──あり得ない質量の筋肉に包まれた巨きよ軀くのゴスロリ漢の娘こだった……ッ！　頭部に相変わらずの猫ねこ耳みみがついてる！


　──ミルたんッ!?


　俺の悪魔稼業のお得意さんだ！　通りかかったのか!?　それにしたって、悪魔稼業中の俺と遭そう遇ぐうするなんて何か得体の知れないパワーが働きすぎているぜ、ミルたんっ！


　現れた瞬しゆん間かん、ヴァーリが二度見していた。たぶん、我わが目を疑ったんだと思う。


「にょ」


　手をあげ、俺にあいさつをして、横を通り過ぎていく。俺もいちおう手をあげて、引きつる笑顔であいさつを返したが……。


「頭部から察するに猫ねこ又またか？　近くに寄るまで俺でも気配が読めなかった。仙せん術じゆつか？」


　ヴァーリが真しん剣けんな面おも持もちで美猴に訊たずねる。


　違ちがうってッッ！　俺は心の底でヴァーリにツッコミを入れていた！


「いんや、あれは……トロルか何かの類じゃね？……猫トロル？」


　美猴も首をひねって答えに困っていた。俺も答えに困るから訊きかないでね！


　しかし、ミルたんの登場で緊きん張ちようが一気に解けた。ヴァーリのほうも何か戦闘意識的なものをやわらげた感じがする。ミルたん、すげえ！


「まあ、いいか。帰るぞ、美猴」


　ヴァーリはそれだけ言うと、美猴と共にこの場をあとにしようとする。


「待てよ。それだけを言いに俺へ会いにきたのかよ？　わざわざ？」


　訊ねる俺にヴァーリは笑ってみせる。


「近くに寄ったから、未来のライバル殿どのに忠言をしにきただけさ」


「じゃあな、赤せき龍りゆう帝てい。なあ、ヴァーリ。帰りに噂うわさのラーメン屋寄っていこうや～」


　それだけ言うと、ヴァーリは美猴を引き連れて、夜の闇やみへ消えていった。


　ったく。わからん！　まったく理解できん！　なんであれだけのことをやっておいて、あんなに涼すずしい顔で俺の前に来られる？　しかも気軽な散歩感覚じゃないか！


『おまえのライバルは変わった奴だな』


　ドライグもそう言う。だよな！　俺もそう思うぜ！


『ま、おまえもずいぶん変わっているか』


　失礼な奴だ。


『──だが、俺は楽しい』


　なんだよ、急に。


『歴代のなかでおまえが一番俺に話しかけてくれている気がする。会話が楽しいと感じた宿主は初めてだ』


　だって、俺、無知だからいろいろと聞かないとわからねぇもん。


『……それがよかったのかもしれんな。おまえは俺を道具ではなく、ひとつの存在として扱あつかってくれる』


　ひとつの存在じゃなかったのか!?　俺はそっちのほうがビックリだぜ！


　ドライグは赤龍帝なんだろ？　ち、違うのか？


『くくく、やっぱり、おまえは変わった奴だ』


　……うーん、天てん龍りゆうってよくわからんわ。





　　　　─○●○─





「そう、ヴァーリが」


　部室に帰ってきた俺は、悪あく魔ま稼か業ぎよう終しゆう了りよう後に部長だけに残ってもらい、事情を話した。


　部長はあごに手をやり、何かを考えている様子だった。


「……この町に寄ったのなら、感知してもいいのだけれど……。まったく彼らを察知できないわ。気配を断たつ術？　仙術の類の応用かしら？　それとも黒くろ歌かの空間結界術で？」


　部長は小さな魔ま方ほう陣じんを宙に展開すると、何やら連れん絡らくしている様子だった。


「いちおう、今回の件をお兄さまとアザゼルに報告するわ」


　報告を終えると部長は苦く笑しようする。


「ディオドラの件もよく注意しましょう。ヴァーリの言葉を信じているわけではないけれど、警戒する必要はあるわ。さて、帰りましょうか？」


「はい」


　そんなわけで俺と部長は帰路につく。


　俺がチャリを漕こいで、うしろに部長が乗る。部長が俺の腰こしに腕うでを回すと、背中におっぱいが当たって最高なんだよな！


　皆はもう家で休んでいるだろうな。部員も木場とギャスパー以外は俺の家で同居している。木場とギャスパーは俺ん家ちの近くのマンションで一いつ緒しよに住んでいるって話だ。ギャスパーくんもやっと旧校舎から外に出られるようになりました。成長したもんだ。


　いちおう、木場の家は何かあったとき、すぐに俺の家へ集まれる距きよ離りにある。


　俺と部長は家に着くとそのまま部屋へ足を運ぶ。扉とびらを開けた瞬間──。


「あらあら、イッセーくん。お帰りなさい」


　そこにいたのはエッチなコスプレ衣い装しようを着込んだ朱乃さん！


「あ、朱乃さん、その格好っ！」


　肌はだの露ろ出しゆつが多いゲームキャラの衣装！　巫み女こ──シャーマン的な感じの衣装で太もも全開、胸むな元もとも申し訳程度に大事な部分を隠しているだけだ。


　俺の視線はもう朱乃さんの裸はだか寸前の格好にいってしまっていた。すげえええっ！　エロい！　エッチだよ、朱乃さん！　そんなふうにくるりと回るとおっぱいがこぼれちゃいますよ！　下着なんて着ける余よ裕ゆうのない衣装だから、ノーブラなのは確実なんだ！


　朱乃さんは俺へ微笑ほほえむ。


「うふふ。ほら、この間、言ったでしょう？　私で良かったら、こういうの身につけますって。……これは、好みではないのかしら？」


　あっ！　ソーナ会長との一戦前に本屋でそんなやり取りしました！　まさか、朱乃さんのほうが覚えてくれていたなんて！


「い、いえ！　最高です！」


　俺は鼻の下を伸のばして、歓かん喜きの声を出していた。もう最っ高ォッ！


「良かった。うふふ。どうします？　鑑かん賞しよう会かいにすればいいのかしら？　それとも──」


　朱乃さんは胸元をなぞりながら、エッチな視線を俺へ向けてくる！


「あっちのベッドの上でお触さわりアリの体験会にしたほうがいい？」


　ブッ！


　思考を飛ばす一言に俺の鼻血が勢いよく飛びだした！


　はい！──と答えようとするが、背後から感じる殺意に俺は身を凍こおらせた！


　振ふり返れば危険な笑みを浮うかべる部長が朱乃さんに言う。


「……朱乃？　何をしているの？」


「あら、リアス。いたのね」


　朱乃さんはわざとらしくそう言った。朱乃さん、家では部長のことをほとんどの場合『リアス』と呼んでいる。学校や悪魔稼業のときは『部長』なんだけどね。


「いるわよ、ここはイッセーと私の部屋だもの。居て当然だわ」


「そう。では、少しそこで待っていて。いま、イッセーくんに喜んでもらおうとしているの。──邪じや魔まだわ」


　朱乃さんの一言に部長は笑みのまま停止し、震ふるえる声をしぼりだす。


「……邪……魔？」


　うわああああっ！　紅あかいオーラをまとった！　マズい！　ケンカ勃ぼつ発ぱつだよ！


　身の危険を感じる俺だが、なんと部屋の隅すみから数人の女子が出てくる。──アーシア、ゼノヴィア、小猫ちゃんだ！


　って、キミたち、その格好はっ!?


　多少デザインは違うが、アーシアもゼノヴィアも朱乃さんのようなシャーマン的なコスプレ衣装を着ていた！　もちろん、そうなると肌の露出が凄すさまじいことになるわけで！


　うわぁ……アーシア、あんなに大だい胆たんに太もも覗のぞかせて！　いい脚あししているけど、お兄さん複雑だよ！　白い肌がきめ細かで大変よろしいです！


「うん。動きやすい。下着を着けられないが、機能的に身軽でいいな」


　戦士的な感想を漏もらすゼノヴィア！　ノーブラ!?　ノーパンなのか!?


「で、でも、ブラジャーできないと……。す、透すけますよね、これ……」


　アーシアが胸元を隠かくし、照れながら言う。確かによく見ればピンク色のが透けて……。いかんいかん！　アーシアのがいくらキレイなピンク色でも見ちゃいかん！


　ととと。興奮する俺のもとに歩み寄ったのは獣けものルックなコスプレ衣装の小猫ちゃん！


　他の女子に比べると肌の露出はほとんどないけど、自前の猫耳と尻尾しつぽがラブリーすぎてたまらんぞ！


「……似合いますか？　にゃん♪」


　招まねき猫のごとく手を「にゃん」する小猫ちゃんの破は壊かい力りよくに俺は未知の領域を見てしまった！　かわいい！　このロリロリ小猫さま、きゃわいいよっ!?


　女子部員がコスプレェェェェェッ！　何この夢空間ッ!?


「……私だって着るわ！」


　涙なみだ目めの部長は自分だけ仲間外れは嫌いやだと、部屋の隅へ行ってコスプレ衣装の山をあさりだしていた！


「し、しかし、なんでこんなことに？」


　突とつ然ぜんのコスプレ大会。俺は朱乃さんに訊く。


「ええ、私が例の約束を果たすってことを皆みんなに話したら、着てみたいと。それでこうなりましたわ」


　なるほど。皆、興味本位のところもあったのだろう。しかし、皆スタイルがいいから、コスプレ衣装が映はえること映えること！


　うーん、あとでデジカメで撮さつ影えいしようかな。自家発電の源にしたらダメなのだろうか!?


　バッ！　着き替がえ用の簡易試着室から出てきたのはエッチな悪あく魔ま的な衣装を着込んだ部長のお姿ぁぁぁあ！　自前の悪魔の翼つばさをパタパタとかわいく羽ばたかせていた！


「ほら、イッセー。私のほうが似合っているでしょう？　イッセーの好みの格好ぐらい把は握あくしているわ」


　自じ慢まんげにポージングする部長！　おっぱいがぷるんぷるん震えていた！


「はい！　似合ってます！」


　しかし、部長は朱乃さんに対して対たい抗こう意識が強いよね。


「…………」


　それを見ていた朱乃さんが無言で試着室に入っていく！　すぐに出てくると、紐ひも同然の衣装に替かわっていた！


　ブバッ！　鼻血が止まらん！　ほとんど裸じゃないか！　ち、乳首だって、ちょっとした動きで見えてしまうほどだ！


「イッセーくん、こんな感じの露出の多い服装が一番ですわよね？」


　朱乃さんの問いに俺はガン見するのが精せい一いつ杯ぱいで、コクコクとうなずくだけだった。


　すげぇ……。俺の目の前でとんでもないことが起こってる！


「イッセーくん。手を天に向けて指をさして」


　はて？　朱乃さんに言われるよう、右の人差し指を天に向けて突つき立てる。すると、朱乃さんが俺の手を取り胸元へ誘導して──ずむっ！　むにゅぅぅぅぅっ！


　お、俺の人差し指が朱乃さんのおっぱいに埋まい没ぼつしていくぅぅぅぅ！


　ブブゥゥ！　鼻血の勢いは増すばかりだ！


　マシュマロを超こえた信じられないやわらかさの感かん触しよくを得ながら人差し指がァァッッ！


「ぁん……。……す、すごいわ、これ……。イッセーくんの指が……。ディオドラ・アスタロトとにらみ合うイッセーくんを見ていたら、胸がきゅんってなってしまったの……。イッセーくんったら、カッコイイところを見せるものだから、私……我が慢まんできなくなってしまって……」


　艶つやのある桃もも色いろ吐と息いきを朱乃さんが漏らす！　俺の全身を得体の知れない何かが駆かけ巡めぐっていくぅぅぅっ！　なんでこんなにエロいのこのお姉さま！


　ヤバいよ！　俺、また禁手バランス・ブレイカーになっちゃう！　なんか、また至りそう！　なんだか、連続で女の子の乳に触ふれてる気がする！


「…………」


　部長が無言で俺の左手を取る！　そのまま乳ち房ぶさのほうに誘ゆう導どうされて──。


　むにぃぃぃっ！


　俺の手のひらいっぱいに部長のおっぱいがぁぁぁぁっ！　うわぁぁぁ！　俺、いま二大お姉さまのおっぱいを同時に触ってるぅぅぅぅっ！


「……ぅん……。やっぱり、イッセーの手に触れられると……胸が熱くなるわね……。この心ここ地ちよさはなんなのかしら……イッセーに触れられていくたびに増していくの……。つい声が漏れて……ぁふん……」


　部長の甘あまい息に鼻血が滝たきのように流れていく！　出血多量で死ぬ！


　しかし、部長のおっぱいは何度触れても飽あきません！　きめ細かい肌はスベスベかつ弾だん力りよくがあって、むにゅんむにゅんと最高にやわらけーもん！　何よりも五指の間からつかみきれない乳があふれ出ている様は圧巻だ！　このあふれ出たおっぱいを指と指で軽く挟はさむとそれがまた怖ろしいほどに感触が良くて！


　至る！　やっぱり、至っちゃう！　また新しい何かに至りそうだよぉぉぉっ！


　朱乃さんの乳をつついていた右手もいつの間にか無意識のうちにもんでいた！　崩くずれないプリンのごとき感触を堪たん能のうするために手のひらへ全神経を集中させている！　この手のひらに吸い付く感触がすごいんだ！　瑞みず々みずしいというか、この肌の張りが女体独特のやわらかさを体現しているよ！


　ああ、こうして感触を比べてみるとやっぱり部長と朱乃さんのおっぱいは違ちがいがある！


　やわらかさは若じやつ干かん朱乃さんのほうが上だろうか？　しかし、弾力は部長のほうが上だ！


　俺に乳を触らせながらも二人は火花を散らしながらにらみ合う！


　部長が涙目で叫さけぶ！


「朱乃には負けないわ！」


　今度は部長が試着室へ!?　あ、朱乃さんまで試着室に入り込む！


「いえ、リアスよりも私のほうがイッセーくん好みのプロポーションを見せられるわ！」


「イッセーは私のこと魅み力りよく的だって言ってたもの！」


「そんなことはないわ！　この間、イッセーは私の体は気持ちいいって言ってくれたわよ！」


「無理矢理言わせたんでしょ!?　って、私のイッセーを呼び捨て!?」


「いいじゃない！　イッセーイッセーイッセーイッセー！　リアスのバカ！」


「朱乃のおたんこなす！　今日という今日は許さないんだから！」


　簡易試着室でケンカし始めちゃったよ、お姉さま方！　仲が良いのか、悪いのか……。


　やっぱり、お友達なんだなーって思っちゃった。


「……イッセー先せん輩ぱい。ティッシュです。鼻血止めないと」


　小猫ちゃん、ありがとう。あー、やばい。血が足りん……。


「いかんね。二人がケンカを始めると止められない。移動しよう。行くぞ、アーシア」


「は、はい！」


　ゼノヴィアとアーシアは血が足りなくてふらふら状態な俺の手を引いてくれる。


　部長と朱乃さんはそのまま試着室で「わー」「きゃー」と騒さわぎはじめてしまったので、俺たちは隣となりの部屋に移動したのだった。








「勝負は五日後か。すぐだね」


　悪魔式人生ゲームの駒こまを進めながらゼノヴィアは言う。


　隣の部屋で俺、アーシア、ゼノヴィア、小猫ちゃんの四人は悪魔式人生ゲームを始めていた。悪魔式人生ゲーム。人生ゲームの冥めい界かいバージョンだ。


　下級悪魔から始め、中級、上級、最上級と出世していって、最終的に魔ま王おうになればクリアだ。実際の冥界はこんなにも簡単に出世できないけど、冥界でも人間界同様ポピュラーな遊びらしい。


　卓たくを囲む俺たち。俺のひざ上には小猫ちゃん。やわらかいお尻しりの感触に我を忘れそうになることもあるが自制せねば。


　ゼノヴィア、アーシア、部長、朱乃さんと連続で乳に触れたせいか、脳みそがとろけきってる……。手に残った感触だけでノンストップの連続自家発電もできそうだよ。


　あー、あんな体験、恋こい人びと同士なら四六時中できるんだろうな……。早くハーレム作って、常におっぱいをもめる環かん境きように住みたい！


　うぅ、鼻血垂らしすぎたせいか、意識が時折薄うすれる……。俺、プライベートも戦せん闘とうも失血多すぎじゃないか？　まいったもんだ……。


「──っ！」


「──っ！」


　お姉さま二人の声が壁かべ越ごしに聞こえてくる。たまーに盛せい大だいにやらかすんだよな。


　俺が原因なんだけど、小猫ちゃんが「……あーなったら、無理に止めるよりもとことんやらせたほうがいいと思います」とアドバイスをくれたんで、隣の部屋に置いてきちゃったんだけどさ……。魔力対戦とか始めませんよね？


　小猫ちゃんは冥界から帰ってきてから、俺にこの手のアドバイスをくれるようになった。


　小猫ちゃん曰いわく、「……イッセー先輩は乙おと女め心ごころをもっと知るべきです」だそうです。


　乙女心。それを深く知れば俺はモテるようになるのかな。はぁ、女の子にモテたい。


　そこへノックと共に一人入室してくる。イリナだった。


「わー、家に帰ってきたらリアスさんと朱乃さんが大ゲンカしているんだもん。驚おどろいちゃったわ。あ！　人生ゲーム？　私も参加させて～」


　離はなれたところにある教会（堕だ天てん使しの根城だったところじゃないぞ）に用事を済ませに行っていたイリナはすぐに人生ゲームに飛びついていた。


「悪魔式？　わー、興味あるわ！　転生天使たる私が悪魔の人生を疑ぎ似じ体験なんて複ふく雑ざつ怪かい奇きで楽しめそう！」


　この娘むすめはなんでも楽しめそうだな。


　くすっ。


　アーシアが小さく笑う。


「ん？　どうした、アーシア？」


　俺が訊きくとアーシアは微笑ほほえみながら言う。


「はい。楽しいなって思って」


「ああ、楽しいな。改めてどうしたんだよ？」


「イッセーさん、私、いまの生活大好きです。皆のことも大好きです」


「わかっているよ。今度のレーティングゲーム、気にすんなよ。アーシアも俺たちも普ふ通つうに仕事をすればいいだけなんだから」


　俺が励はげますとゼノヴィアもうなずく。


「そうだぞ、アーシア。私とアーシアは友達だ。アーシアへ危害を加える者はおまえの剣けんとなって倒たおしてあげよう」


　頼たのもしいというか、なんというか。ゼノヴィアなりの激げき励れいなのだろう。


「アーシア、ゲームをちゃちゃっと終わらせて体育祭で二に人にん三さん脚きやくの一位を取ろうぜ！」


「はい」


　満面の笑みのアーシア。そうさ、アーシアは俺が──俺たちが守る！　ディオドラなんかのもとに行かせるものかよ！


　そこへ扉とびらが開かれて──部長が入室してくる。いつの間にかバニーガール姿だったのは、コスプレ対決でもしていたからだろうか……？　うっ、また鼻から血が出そう……。


「突然で悪いけれど」


『？』


　皆を見み渡わたす部長に俺たちは怪け訝げんな面おも持もちだった。


「取材が入ったわ。冥界のテレビ番組に私たちが出るの。──若手悪あく魔ま特集で出演よ」


『…………』


　俺を含ふくめ、全員が間の抜ぬけた表情だったが──。


「「「「「テレビ番組ィィィィィッッ!?」」」」」


　驚きの叫びが兵藤家に響ひびき渡わたった！










　Asia.










　私──アーシア・アルジェントはとてもびっくりしました。


　テレビ出演だそうです。イッセーさんとの毎日は驚きの連続です。


　イッセーさんのお家に住むようになって、もう数か月が過ぎました。学校にも通えるようになって、桐き生りゆうさんを始め、松まつ田ださん、元もと浜はまさん、クラスの皆みなさんとも仲良くできました。


　部長さんも朱あけ乃のさんも木き場ばさんも小こ猫ねこちゃんもギャスパーくんも私にとても良くしてくれます。ゼノヴィアさんは同い年のお友達です。イリナさんともお友達になれました。


　イッセーさんのお父さまもお母さまもおやさしくて、日本での生活は新しん鮮せんで楽しいことばかりです。夏休みには冥界にも行きました。


　教会にいた頃ころにはできなかったことがいまの生活を彩いろどってくれます。


　ディオドラさんからの求きゆう婚こん……とても驚きました。男性にそのようなことをされたのは初めてだったのでどうしていいかわかりませんでした。


　でも、イッセーさんは「そばにいていい」と言ってくれました。私にはそれだけで十分です。イッセーさんのおそばにいられるなら、もうそれだけで十分。


　私はあの人と笑って過ごせるだけで幸せだから──。


　主よ、どうか、ずっとイッセーさんと一いつ緒しよにいさせてください。イッセーさんの隣にずっといさせてください。


　そ、それと、もうひとつだけお願いをお聞きください。


　も、もし、望めるのなら、次の求婚はあの人から──。


　わがままだと思っています。でも、大好きだから少しだけ夢を見てしまいます。


　この夢を抱いだいていけるだけで、私は本当に幸せです。


　主よ、どうかこれからも大好きなあの人との生活を見守ってください。










　Boss×Boss.










「通信で悪いな、サーゼクス。例のグラシャラボラス家次期当主の不ふ審しん死とディオドラ・アスタロトの魔力増大についてだが……」


『やはり、繫つながったか。──悪魔はいまだ問題を抱かかえるばかりだ』


「まだ確証は得ないが、ヴァーリの忠告を信じるならば、ディオドラは──。例の案、やるしかないかもな。……ったく、身内のイベントでただでさえテンション低いのによ」


『聞いているよ。グリゴリの幹部がまた一人婚こん姻いんしたようだな』


「……どいつもこいつも焦あせりやがって。何よりも俺に黙だまって裏で他勢力の女とよろしくやっていたなんてな……。クソ、そろそろ独り身は俺だけか！」


『ふふふ、アザゼルも身を固めたらどうだ？』


「嫌いやだね。俺は趣しゆ味みに生きる男だ。……お、女なんていくらでもいる！」


『そうだな。そういうことにしておこう。──さて、例の案、そちらを信じるぞ』


「ああ、任せてくれ。あいつらには少々悪いことをするがな」













　Life.3　大決戦です！










「あー、あー、お、俺は──いや、僕はグレモリー眷けん属ぞくのー」


　俺は部屋にある鏡の前で座すわって発声練習なるものをやっていた。ついでにスマイルの練習も！　ニッコリ微笑みたいところだけど、練習だけで緊きん張ちようして笑みが引きつる。


　だってさ、テレビ出演が決まったんだぜ？　そりゃ声の練習だってしたくなるさ！


　あの夜、部長のもとへグレイフィアさんから連れん絡らくが入った。用件は「冥めい界かいのテレビ局からの出演オファー」だったんだ。しかもグレモリー眷属全員の出演オファー！


　部長たちを含む若手悪魔のレーティングゲームは冥界全土に放送された。もともと魔ま王おうの家族として有名だった部長たちは、あのゲームでさらに冥界での知名度を上げたらしいんだ。


　ていうか、冥界で発売されている雑誌でも「リアス・グレモリー姫ひめ特集！」なんてものが記事として掲けい載さいされている！


　部長が冥界で人気者だってことは夏休みで知ったけどさ、さらに人気が出たってことか。


　悪魔の若い女の子の間では駒く王おう学がく園えんの女子制服の人気が高くて、近々冥界でも発売されるって聞いた。その辺は人間界の女の子と変わらないよね。


　むにゅんっ。


　俺を背中から抱だきしめる誰だれか！　この背中に伝わるおっぱいの感かん触しよくは覚えてる！　鏡を見れば──やはり部長だった。


「なーにをしているの？　イッセー」


「は、はい。テレビ出演だから練習を」


「うふふ。だいじょうぶよ。普通に受け答えすればいいのだから。一番インタビューを受けるのは私でしょうし」


　部長は俺の頭部をなでなでして緊張を解こうとしてくれる！　ああ、部長！　俺のお姉さま！　下げ僕ぼくへのケアが完かん璧ぺきです！


「ねえ、イッセー。アーシアのこと、そこまで背負わなくてもいいのよ？」


　部長はやさしげな口調で続ける。


「あなた、ここ最近、アーシア以上にディオドラを意識していたわ。もちろん、私も気にしていたけれど、それでもあなたはそれ以上にアーシアを心配しているように見えたの。──アーシアをこちらの道に引き込んだこと、自分のせいだとまだ思ってる？」


　……部長はすごい。俺の心中を見み抜ぬいてる。俺は顔をうつむかせ静かにうなずいた。


「……はい。でも、アーシアはいまの生活に満足していると答えてくれました。俺もそれでいいんだと思ってます。…………でも。それでも俺は──」


　ぎゅっ……。


　部長は俺をやさしく抱いてくれる。そして、耳元で言ってくれる。


「私とイッセー、そして眷属の皆みんなであの子を幸せにしましょう。でも、あなたや他の皆も幸せにならないとダメよ？　じゃないと私が悲しいわ」


「……部長……」


　部長の言葉に俺は男泣きしてしまった！　うぅ！　だって、部長やさしいんだもん！


　俺が惚ほれた女は本当に良い女だっ！　もう全力でついていきますから！


　そうさ！　俺と部長、そして部員全員でアーシアと仲良く過ごす！　皆笑顔で毎日過ごす！　それが幸せに違ちがいないんだ！


「部長、俺、皆と楽しく暮らせるためにもこれからもがんばります！」


　俺の決意に部長は微笑ほほえんでくれる。


「ええ、わかっているわ。私の愛いとしいイッセー」
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　　　　─○●○─





　そんなこんなでテレビ収録の日。


　俺たち眷属悪あく魔まは専用の魔ま方ほう陣じんで冥界へジャンプ！


　この間行ったばかりなのに、早くもこの地に足を踏ふみ入れるとは。到とう着ちやくした場所は都市部にある大きなビルの地下。


　転移用魔方陣のスペースが設けられた場所で、そこに着くなり、待機していたスタッフの皆さんに温かく迎むかえ入れてもらった。


「お待ちしておりました。リアス・グレモリーさま。そして、眷属の皆さま。さあ、こちらへどうぞ」


　プロデューサーの人に連れられて、エレベーターを使って上層階へ。


　ビル内、人間界とあまり変わらない作りだと思うけど、細かい点で差さ違いがあったりする。魔力で動くであろう装置と小道具とかが建物のあちらこちらに存在しているもんな。


　廊ろう下かのポスターは──部長だった！　紅べに髪がみの美少女が微笑むポスターはさながらアイドルのそれだ！


　と、廊下の先から見知った人が十人ぐらい引き連れて歩いてくる。


「サイラオーグ。あなたも来ていたのね」


　そう、部長が声をかけたその人はバアル家の次期当主サイラオーグさんだった。


　貴族服を肩かたへ大だい胆たんに羽織り、ワイルドな様子はお変わりないようで。ていうか、素人しろうと目めで見ていても一いつ切さい隙すきが見つからない。常に臨戦態勢ってことか？


　すぐうしろについている金きん髪ぱつポニーテールのお姉さんはサイラオーグさんの『女王クイーン』だ。美人だよなぁ。


「リアスか。そっちもインタビュー収録か？」


「ええ。サイラオーグはもう終わったの？」


「これからだ。おそらくリアスたちとは別のスタジオだろう。──試合、見たぞ」


　サイラオーグさんの一言に部長は顔を多少しかめた。


「お互たがい、新人丸出し、素人臭くささが抜けないものだな」


　サイラオーグさんは苦く笑しようする。部長を励はげましてくれたのかな？


　その視線が俺へ移った。


「どんなにパワーが強大でもカタにハマれば負ける。相手は一いつ瞬しゆんの隙を狙ねらって全力でくるわけだからな。とりわけ神器セイクリツド・ギアは未知の部分が多い。何が起こり、何を起こされるかわからない。ゲームは相あい性しようも大事だ。おまえらとソーナ・シトリーの戦いは俺も改めて学ばせてもらった。──だが」


　ポンっとサイラオーグさんが俺の肩をたたく。


「おまえとは理り屈くつなしのパワー勝負をしたいものだよ」


　──っ。


　サイラオーグさんはそれだけ言って去っていく。


　……軽くポンとたたかれた肩。ただそれだけなのにすごい重みを感じた気がする。


　若手ナンバーワンの人に期待されているのかな俺？　緊張しちゃう！


　サイラオーグさんとのあいさつ後、一度、楽屋に通され、そこに俺たちは荷物を置いた。


　アザゼル先生は他の番組に出演らしいのでついてきてない。イリナは家にお留守番だ。


　今回はあくまで俺たちグレモリー眷属のみ。


　その後、スタジオらしき場所に案内され、中へ通される。まだ準備中で、局のスタッフさんたちがいろいろと作業をしていた。


　先に来ていたであろうインタビュアーのお姉さんが部長にあいさつをする。


「お初にお目にかかります。冥界第一放送の局アナをしているものです」


「こちらこそ、よろしくお願いしますわ」


　部長も笑顔で握あく手しゆに応じた。


「さっそくですが、打ち合わせを──」


　と、部長とスタッフ、局アナのお姉さん交えて番組の打ち合わせを始めた。


　スタジオには観客用の椅い子すも大量に用意されている！　わぁ……。お客さんありで放送されるんだなぁ……。


　やべ。かなり緊張してきた！　いくら部長メインとはいえ、俺たちも本番はこのスタジオにいるわけだからな……。


「……ぼ、ぼ、ぼ、ぼぼぼぼぼぼ、僕、帰りたいですぅぅぅぅ……！」


　俺の背中でぶるぶる震ふるえているギャスパー。引きこもりにテレビ出演は酷こくなんてものじゃないかもね。だけど、俺だって緊張しているんだ。ギャスパー、我が慢まんだぞ。


「眷属悪魔の皆みなさんにもいくつかインタビューがいくと思いますが、あまり緊張せずに」


　スタッフの方が声をかけてくれる。


「えーと、木き場ば祐ゆう斗とさんと姫ひめ島じま朱あけ乃のさんはいらっしゃいますか？」


「あ、僕です。僕が木場祐斗です」


「私が姫島朱乃ですわ」


　木場と朱乃さんが呼ばれ、二人とも手をあげる。


「お二人に質問がそこそこいくと思います。お二人とも、人気上じよう昇しよう中ですから」


「マジっスか！」


　俺が驚おどろきの声をあげると、スタッフはうなずく。


「ええ、木場さんは女性ファンが、姫島さんには男性ファンが増えてきているのですよ」


　おおっ。イケメンと美女だもんな。そりゃ、人気が出てもおかしくない。


　そっか、この間のシトリー戦が冥界全土に放送されて、木場と朱乃さんに人気が出たわけだ。クソ、木場め！　朱乃さんは……複雑だ。俺のもう一人のお姉さまなのに……。


　喜んでいいのかどうかわからない俺へ朱乃さんが微笑んでくれる。


「心配しなくてもいいですわ。私はイッセーくんに夢中ですもの。他に行きませんわよ」


　俺の手をやさしく握にぎってくれる！


　うおおおおおっ！　朱乃さん！　なんて眷属想おもいのお姉さまだろうか！


　ハッ！　鋭するどい視線を感じる！　キョロキョロと見み渡わたすと──部長が俺と朱乃さんを睨にらんでいた！　主あるじさまは自分の下僕チェックが厳しい！


「えっと、もう一方、兵ひよう藤どう一いつ誠せいさんは？」


「あ、俺です」


　俺も人気なのか！　ちょっと、いや、かなり期待してしまう！


　しかし、スタッフさんは首をかしげる。


「……えっと、あなたは……」


　わからないようだ！　えええええええええっ!?


「あの俺が『兵士ポーン』の兵藤一誠です。いちおう、赤せき龍りゆう帝ていで……」


　おそるおそる言うと、スタッフが手をポンとした。


「あっ！　あなたが！　いやー、鎧よろい姿が印象的で素すの兵藤さんがわかりませんでした」


　確かに！　あの試合、鎧化してた時間も長かったかも！　短ブ期リ決ツ戦ツだったしな。


　印象的に素の俺の存在感が薄うすまるのも当然なのかな。


「兵藤さんに別スタジオで収録もあります。何せ、『乳ちち龍りゆう帝てい』として有名になってますから」


「乳龍帝ぇぇぇぇぇっ!?」


　何それ!?　俺はわけのわからない二つ名に驚きよう愕がくの声を出していた！


　スタッフは嬉き々きとして続ける。


「子供にすごく人気になっているんですよ。子供たちからは『おっぱいドラゴン』と呼ばれているそうですよ。シトリー戦でおっぱいおっぱい叫さけんでたでしょう？　あれが冥めい界かいの全お茶の間に流れまして。それを見た子供たちに大ヒットしているんです」


　マジかよ！　俺、冥界のガキんちょの間でフィーバー!?　わけがわからん！


　しかし、おっぱいドラゴンって……。あー、あの試合、おっぱいおっぱい言ってたかもしれないなぁ……。


　子供って、そういう単純なものに引きつけられそうだ。って、人間界も冥界も子供を捉とらえるものは似ているんだね。


『うっ、うおおおおおおんっ……』


　俺のなかでドライグが突とつ然ぜん泣きだした。おいおいおい、どうしたどうした？


『二に天てん龍りゆうと称しようされた俺が……赤龍帝と呼ばれ、多くの者に畏い怖ふされたこの俺が……』


　マジ泣きしてる……。よっぽどショックだったらしい。


　うーん、乳龍帝、おっぱいドラゴンだもんな……。


「では、兵藤さんは別のスタジオへ。ご案内します」


　スタッフに専用の台本を渡わたされた俺は、別のスタジオに移動しながら心中でドライグを励ましていた。


　さて、俺に何が待ち受けているのか？








「あー、緊きん張ちようしたー」


　収録後、俺たちは楽屋でぐったりしていた。


　皆、緊張していたのは確かで楽屋に着くなり壁かべにもたれたり、テーブルに突つっ伏ぷしていたりしていた。


　番組は終始部長への質問だった。シトリー戦はどうだったか？　これからどうするのか？　注目している若手はいるのか？　その手の質問ばかりだった。


　部長は笑顔で淡たん々たんと答え、高貴な振ふる舞まいを忘れなかった。


　番組をお家の人も見るだろうから、変なところは見せられない。部長はグレモリー家の次期当主としてカッコイイインタビューを俺たちにもお客さんにも見せてくれたんだ！


　その後、木場に質問がいくと、会場は黄色い歓かん声せいですよ。女の子からの人気はマジもんだった。朱乃さんのときも男性のファンが「朱乃さま！」って叫んでた。


　そして──俺のときはお客の子供たちから「ちちりゅーてー！」「おっぱいドラゴン」って声をかけられたよ！　なんともいえない感覚だったけど、俺ってマジで子供に人気あるんだな……。


　あの鎧姿が悪あく魔まの子供たちには着ぐるみ的なものに見えるようだ。しかし、おっぱいおっぱい言っていたせいで、違ちがう方面で人気に火がついてしまった、と。


　ハハハハ、別スタジオで撮さつ影えいしたあれはそういう意図があるんだろうな。


「ところでイッセー、別のスタジオで何を撮とったの？」


　部長が楽屋のお菓か子しをつまみながら訊きく。


「内ない緒しよです。スタッフの人にも本放送まではできるだけ身内にも教えないでくれって言われたんで」


　俺は「ニヒヒ」と悪戯いたずらっぽく笑いながら言った。


「わかったわ。放送されるのを楽しみにしましょう」


　部長も楽しげに期待してくれている様子だった。


　さて帰ろうかと皆で席を立とうとしたときだった。


　楽屋のドアがノックされ、入ってくる者がいる。


　あ、かわいいと一瞬思った。髪かみを縦ロールにしている女の子だ。しかも相当な美少女。しかし、見覚えが──。


「イッセーさまはいらっしゃいますか？」


「レイヴェル・フェニックスか。どうしてここに？」


　俺と視線があうレイヴェル。一瞬、パァっと顔が輝かがやいたかのように見えたが、すぐに不ふ機き嫌げんな表情に変わる。


　手に持っていたバスケットをこちらへ突きだす。


「こ、これ！　ケーキですわ！　この局に次兄の番組があるものですからついでです！」


　そ、そうなのか？　よくわからんけど、俺はバスケットを受け取り、中身を確認した。


　うまそうなチョコケーキが入っていた。はー、見事なもんだ。


　でも、なんで恥はずかしそうにバスケットを突きだす？　こんな見事にできているのに。


「これ、おまえが作ったのか？」


「え、ええ！　当然ですわ！　ケーキだけは自信がありますのよ！　そ、それにケーキをご馳ち走そうすると約束しましたし！」


「ありがとう。でもさ、お茶の約束のときで良かったのに」


「ぶ、無ぶ粋すいなことはしませんわ。アスタロト家との一戦が控ひかえているのでしょう？　お時間は取らせませんわよ。ただ、ケーキだけでもと思っただけです。あ、ありがたく思ってくださいな！」


　うーん、強ごう引いんなんだか、謙けん虚きよなんだか。


　でも、わざわざ足を運んでくれたのはうれしい。


「で、では、私はこれで──」


　レイヴェルは用事も終えたとばかりにそそくさと帰ろうとするが──。


「ちょっと待て！　木場！」


　俺はレイヴェルを引き留めて、木場に小型のケーキ用ナイフを創つくってもらった。


　バスケットのケーキを少しだけ切って、そのまま口に運んだ。


　……うん。チョコの甘あまみが口いっぱいに広がる。苦みも主張するほどのものでもなく、ケーキのうまさを引き立ててる。スポンジも良い塩あん梅ばいの心ここ地ちよさだ。


「うまいよ、レイヴェル。ありがとう、家でもゆっくり食べさせてもらうから。ハハハ、ほら、次に会えるのいつかわからないし、感想と礼をいま言おうかなってさ。お茶も今度ちゃんと別にするから。俺で良ければだけどな」


　そう言ってやると、レイヴェルは目を潤うるませ、顔を最大級に紅潮させていた。


　あれ？　「当然ですわ！　オホホホホ！」って返されると思っていたんだけど……。


「……イッセーさま、今度の試合、応おう援えんしてます！」


　バッ！　レイヴェルは俺たちに一礼したあと、その場を足早に去っていく。


　部長のほうへ振り向くと──。


　眉まゆをしかめ、瞑めい目もくする部長。そして雰ふん囲い気きの怖こわい女子部員たちが俺をにらんでいた。


　な、なぜ……？　怪け訝げんに思う俺だが、こうして取材も終わり、ディオドラとの一戦が間近に迫せまっていた。





　余談だが、後日テレビ局から撮影した俺の映像が届いた。中身を確認して驚いた！


　……こ、こんなことになっていようとは……。


　俺は部長たちにどう切りだしていいかわからないでいた……。





　　　　─○●○─





「ぷはー」


　俺は家の地下一階にある大浴場の脱だつ衣い所じよで湯上がりのフルーツ牛乳をあおっていた。


　あー、うまい！　腰こしに手をあてて一気に飲む！　なんてね。


　しかし、この大浴場、地下一階にあるんだぜ？　いまだに信じられないよ。夏休み中に大改築された兵藤家。地上六階、地下三階ときたもんだ。地下二階にはプールもあるし。女子も気が向いたら時折泳いでいるようだ。本当、大だい豪ごう邸ていもいいとこだよ。


　おかげで眷けん属ぞくの皆みんなも住めるスペースが生まれたんだけどね。両親も喜んでいるし、まあ、いいのかな。


　で、地下一階にある大浴場には入浴後の飲料として各種牛乳が冷蔵ケースに入って完備済みだ。


　部長曰いわく、


「日本の湯上がりは各種牛乳よね」


　だそうです。部長の日本へのこだわりは時折凄すさまじい。


　ちなみに俺は日ひ替がわりで飲むものを変える。部長はフルーツ牛乳派、朱乃さん、アーシア、小こ猫ねこちゃんはノーマル牛乳派、ゼノヴィアはコーヒー牛乳派だそうです。


　ゲームに向けて練習をしたあとなので、汗あせを流してさっぱりさ。どうにも練習の虫になってるな俺。トレーニングしてないと落ち着かないし。日々努力なり。


　大浴場を出ると──向かいにある大広間の明かりが点ついていた。


　地下一階は大浴場の横に大広間があり、映画鑑かん賞しよう会かいも出来るし、各種トレーニングも出来た。俺も先ほどまでここで練習していたんだ。


　扉とびらが少しだけ開いているので覗のぞいてみると──練習用の剣けんを振るうゼノヴィアがいた。


　トレーニングウェア着込んで、真剣に剣を振るっている。


　そのゼノヴィアが俺の気配に気づいたのか、こちらに顔を向けた。


「……イッセーか」


「よっ。覗くつもりはなかったんだけど、ここの明かりがついていたもんだからさ」


　俺はそのまま入室した。


「練習か？」


「うん、ゲームも近いからね」


「でも、日が落ちる前にも相当練習してただろ？」


　そう、ゼノヴィアはゲームの日が近づくにつれ、練習量をあげていた。今日も日中オーバーワーク寸前と思えるほど打ち込んでいた、何かに取り憑つかれたような表情で。


　手合わせ中、木場もゼノヴィアの気き迫はくに気け圧おされている部分もあったが、焦あせりすぎているためか、隙すきを突かれてカウンター食らうのも多かった。


「私は──木場よりも弱いからな」


　ゼノヴィアは真まっ直すぐな瞳ひとみで言った。


　確かに。出会った当初はゼノヴィアのほうが木場よりも強かった。けれど、いつの間にか立場は逆転し、木場は聖せい魔ま剣けんを得てから才能を開花させていった。


「記録映像でもデュランダルを私以上に扱あつかう木場の姿があった。──単純に才能という点では木場のほうが上なのだろう」


　ゼノヴィアは少しだけ目を陰かげらせた。きっと木場に嫉しつ妬としている部分があるんだと思う。


「俺からしてみれば、おまえも木場もすげえよ」


　励はげましになっていない俺の言葉にゼノヴィアは笑えんだ。


「ありがとう。でも、一番許せないのは……前の試合で何もできずに敗退した自分自身なんだ。だから、次は油断しないよう鍛きたえ直している」


　……それのことか。


　ゼノヴィアはシトリーとの一戦でカウンター型の神器セイクリツド・ギアを持つ副会長の真しん羅ら先せん輩ぱいに敗北したんだ。


　パワーではゼノヴィアのほうが上だった。けど、相性、タイミング、それらが悪かったせいか、真羅先輩にやられてしまっている。


　俺も記録映像で見て、改めてテクニックタイプの怖さを知った。単純なパワー勝負だけで決まらないところに勝負、ゲームの奥おく深ふかさを思い知らされたよ。


　いや、まあ普ふ通つうに戦えば俺らチョー強いとは思うんだけどね。あ、いかん。この油断が敗北を呼ぶ。


「どんなにすっげえ力を持っててもさ、倒たおせる方法はいくらでもあるんだなって。パワーで決めるのが一番わかりやすいんだろうけど。特にゲームはチームバトルだから、一人が強いよりも、誰だれかの能力プラス誰かの能力とか、そういう風に協力していかないとさ。……難しいよな、上級悪魔への道は」


　俺は床ゆかに座すわり込み、息を吐はいた。前ぜん途と多た難なんなんだよ、上級悪魔昇しよう格かくはさ。


「イッセーは魔王になりたいのか？」


「いや、別にそんなこと思ったことないし……。どうした、突とつ然ぜん？」


「将来、部長のもとから独立するのだろう？　上を目指すために」


「ああ、そのつもりだ」


「アーシアはおまえについていくと言っていた」


「ん？　ああ、そうだな。ずっと一いつ緒しよにいるって約束したぞ」


「アーシアと共に私も連れていってくれ」


　──っ。


　予想外の展開だ。まさか、そうくるとは……。


「おまえ、どうして俺についてきたいんだ？」


　俺が訊きくとゼノヴィアは満面の笑みで答える。


「イッセーと一緒にいるとおもしろいからだ」


　そうですか。おもしろいのか。


「了りよう解かい。考えておきますよ」


「うん、前向きに頼たのむぞ」


　将来のプランなんてどうなるかわからないけど、アーシアとゼノヴィアと一緒に稼か業ぎようを立ち上げるのもおもしろいのかな。


　首をひねりながらそんなことを考えている俺だが、ふいにゼノヴィアが剣を振ふるうのを止めた。


「なんだか、イッセーと話していたら張り詰つめていたものが良い感じにほぐれた気がするよ」


　ゼノヴィアは座り込む俺に近づき──。


　チュッ、と俺の頰ほおにキスをしたっ！　うおおおおっ！　突然のことに驚おどろいたぞ！　つーか、ほっぺにチューですか！


「お礼だ。次は口のほうがいいのかな。ふふふ、じゃあ、今日はもう休むよ」


　そう言うとゼノヴィアは退室していく。


　俺は突然のチューに頰をさすることしかできなかった。





　　　　─○●○─





「そろそろ時間ね」


　部長がそう言い、立ち上がる。


　決戦日。俺たちは深夜にオカルト研究部の部室に集まっていた。アーシアがシスター服、ゼノヴィアは例のエッチな戦せん闘とう服ふく。他の俺たちは駒王学園夏の制服姿だ。


　中央の魔ま方ほう陣じんに集まり、転送の瞬しゆん間かんを待つ。


　相手はディオドラ・アスタロト。現ベルゼブブを出した御お家いえの次期当主。どんな力を使ったか知らないけど、絶大な魔力で単たん騎き突とつ入にゆうも可能な悪魔。


　でも『王キング』を取ればゲームは終わる！　こっちはパワーだけなら負けない連中がゴロゴロいるんだ。突つっ込こんできたら逆に返り討うちにしてやる！


　って、俺もそれ以外の戦術を覚えないとなぁ……。カウンターか。俺も習得してみようかな。サイラオーグさんは超ちようパワータイプだ。俺と同類に近い。カウンターを覚えれば形勢が逆転できそうな……。パワータイプにとってテクニックタイプの技術は無視できない。


　足りない脳みそであれこれ考えている俺の手をアーシアが不安げに握にぎってくる。


　俺は無言で微笑ほほえみ、手を握り返してやった。


　そうだ。まずはディオドラだ。アーシアを絶対あいつに渡わたすもんか。


　どんな魔力で襲おそいかかってこようと、俺がアーシアを守る！


　そして、魔方陣に光が走り、転送のときを迎むかえようとしていた──。








「……着いたのか？」


　魔方陣のまばゆい輝かがやきから視力が回復し、目を開けてみると──。


　そこはだだっ広い場所だった。


　……一定間かん隔かくでぶっとい柱が立って並んでいる。下は……石造りだ。きょろきょろ辺りを見み渡わたすと、後方に巨きよ大だいな神しん殿でんの入り口が！


　……でっけー。ギリシャ辺りにありそうな神殿風景だな。パッと見、壊こわれた箇か所しよもなく、出来上がったばかりの様相を見せていた。空は相変わらず白い。


　ここが俺たちの陣じん地ちってことか。さーて、張り切りますかね。短ブ期リ決ツ戦ツかな？　それとも長期的なもの？　それはまだわからないけど、俺は俺の仕事をするだけさ！


　などと勇みよくかまえていたのだが……いつまで待っても審判アービター役の人からのアナウンスが届いてこない。


「……おかしいわね」


　部長がそう言う。


　俺が訝いぶかしげに思うように、他のメンバーも怪け訝げんそうにしていた。


　運営側で何か起こったのかな？　そんな風に首をかしげて思っていたら──。


　神殿と逆方向に魔方陣が出現する！


　え!?　ディオドラか!?　まさか、今度のゲームは間近で合戦とか!?


　パニクる俺！　かまえる眷属たち！


　だが、魔方陣はひとつだけじゃなかった！　さらにパッパッ光りだして、辺り一面、俺たちを囲むように出現していく！


「……アスタロトの紋もん様ようじゃない！」


　木場が剣をかまえる。


　朱乃さんも手に雷いかずちを走らせながら言う。


「……魔方陣すべて共通性はありませんわ。ただ──」


「全部、悪魔。しかも記き憶おくが確かなら──」


　部長が紅あかいオーラをまといながら、厳しい目線を辺りに配らせていた。


　魔方陣から現れたのは大勢の──悪魔たち！　全員、敵意、殺意を漂ただよわせながらのご登場だった！　俺たちを囲んで激しくにらんでくる！


　ひい、ふう、みい……いや、数えるのはよそう。だって、十や百じゃ利きかないぞ！


　何百人か、千人ぐらいか、とにかくとんでもない数に囲まれてる！　辺り一面悪魔の団体さまご到とう着ちやく状態だ！


「魔方陣から察するに『禍の団カオス・ブリゲード』の旧魔王派に傾けい倒とうした者たちよ」


　──ッ!?


　部長の言葉に俺は度ど肝ぎもを抜ぬかす！


　マジかよ！　『禍の団カオス・ブリゲード』ォォォッ!?　なんで、俺たち若手悪魔のレーティングゲームに乱入してくるのさ！　って、テロリストだからか！　でも、なんで俺たちの試合だけ？


「忌いま々いましき偽いつわりの魔王の血けつ縁えん者しや、グレモリー。ここで散ってもらおう」


　囲む悪魔の一人が部長に挑ちよう戦せん的な物言いをする！　やっぱり、旧魔王を支持する悪魔にとってみれば、現魔王とそれに関かん与よする者たちが目め障ざわりなのだろう。


「キャッ！」


　悲鳴！　この声は──アーシア！


　アーシアの方向へ振り向くと、そこにアーシアの姿はない！


「イッセーさん！」


　空からの声！　上を見上げると、そこにはアーシアを捕とらえたディオドラの姿があった！　や、野や郎ろうォォォォオオオオオオッッ！


「やあ、リアス・グレモリー。そして赤せき龍りゆう帝てい。アーシア・アルジェントはいただくよ」


　ふざけたことをさわやかに言ってくれる！


「アーシアを放はなせ、このクソ野郎！　卑ひ怯きようだぞ！　つーか、どういうこった！　ゲームをするんじゃないのかよ!?」


　俺の叫さけびに、ディオドラは初めて醜しゆう悪あくな笑みを見せた。


「バカじゃないの？　ゲームなんてしないさ。キミたちはここで彼ら──『禍の団カオス・ブリゲード』のエージェントたちに殺されるんだよ。いくら力のあるキミたちでもこの数の上級悪魔と中級悪魔を相手にできやしないだろう？　ハハハハ、死んでくれ。速すみやかに散ってくれ」


　部長が宙に浮うかぶディオドラを激しくにらむ。


「あなた、『禍の団カオス・ブリゲード』と通じたというの？　最低だわ。しかもゲームまで汚けがすなんて万ばん死しに値あたいする！　何よりも私のかわいいアーシアを奪うばい去ろうとするなんて……ッ！」


　部長のオーラがいっそう盛り上がる。キレてる！　ですよね！　俺だってぶちギレ寸前だ！　こいつだけは！　この野郎だけはっ！


「彼らと行動したほうが、僕の好きなことを好きなだけできそうだと思ったものだからね。ま、最さい期ごのあがきをしていてくれ。僕はその間にアーシアと契ちぎる。意味はわかるかな？　赤龍帝、僕はアーシアを自分のものにするよ。追ってきたかったら、神殿の奥まで来てごらん。素す敵てきなものが見られるはずだよ」


　ディオドラが嘲ちよう笑しようするなか、ゼノヴィアが俺に叫ぶ。


「イッセー、アスカロンを！」


「おう！」


　俺はすぐに反応し、籠こ手てを出現させて、先せん端たんから剣けんを取りだし、ゼノヴィアに手て渡わたした。


「アーシアは私の友達だ！　おまえの好きにはさせん！」


　ゼノヴィアの瞳ひとみも怒いかりで燃え上がっていた。


　素早く宙に浮かぶディオドラに斬きりかかろうとするが──。ディオドラの放つ魔力の弾たまがゼノヴィアの体勢を崩くずしてしまう。剣はディオドラに届かなかったが、刃やいばから放たれた聖なるオーラの波動が野郎に向かう！　よし！　そのまま直ちよく撃げきしろ！


　なんて思ったが、ディオドラは宙で舞まうように軽く避よけやがった！


　クソ！　そう簡単にやられないか！　体勢を崩されたのがマズかった！


「イッセーさん！　ゼノヴィアさん！　イッ──」


　助けを請こうアーシア！　だが、「ぶぅぅん」と空気が打ち震ふるえ、空間が歪ゆがんでいく。


　ディオドラとアーシアの体がぶれていき、しだいに消えていった。


「アーシアァァァアアアアアアッ！」


　俺は宙に消えたアーシアを呼ぶが、返事なんて返ってきやしない。


　……クソッ！　何がアーシアを守るだッ！　また俺は！　俺は！


「イッセーくん！　冷静に！　いまは目の前の敵をなぎ払はらうのが先だ！　そのあと、アーシアさんを助けに行こう！」


　くずおれる俺に木場が檄げきを入れてくれる。


　……そうだ。要は簡単なことだ。この場を切り抜けて、ディオドラのもとへ行き奴やつをぶん殴なぐってアーシアを取り戻もどせばいいだけの話だ！


　ディオドラァァァァァアアアアッ！　てめえだけは絶対に許さねぇぞ！


　俺たちを囲う悪魔たち。旧魔ま王おうの血族のもとにいたってのか。その辺の内情は詳くわしくわからないけど、俺たちの邪じや魔まをするならぶっ倒たおすまでだ！


　悪魔たちの手元が怪あやしく光る！　魔力の弾を一いつ斉せいに放つつもりだ！


　中級悪魔だけじゃなく、上級悪魔も含ふくまれているとディオドラは言っていた。そいつらが放ってくる魔力の雨を防ぎきれるのか？


　柱の陰かげに隠かくれてやり過ごしながら各個撃げき破はが一番だろうか？　それとも無視して一気に神殿に入る？


　打開策を模も索さくしている俺だが、一いつ触しよく即そく発はつのなか、「キャッ！」と悲鳴があがる。


　朱乃さんの声だ！　何事!?　そちらへ視線を向けると──ローブ姿の隻せき眼がんクソジジイが朱乃さんのスカートをめくってパンツを覗のぞいていた！
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「うーん、良い尻しりじゃな。何よりも若さゆえの張りがたまらんわい」


　こ、このクソジジイ！


　俺はジジイから朱乃さんを引き離す！　朱乃さんのお尻は俺んだ！


「このクソジジイ！　どっから出てきやがった！──って、あんたは！」


　そのジジイに見覚えがあった！　そう、会長との一戦を終え、医い療りようルームで休んでいた俺のもとへこの爺じいさんは現れたんだ。


　確か、この爺さんは──。


「オーディンさま！　どうしてここへ？」


　部長が驚おどろきながら訊きいていた。


　そうだ！　オーディン！　北の神さま！　神さまご登場だよ！


　爺さんはあごの長い白ひげをさすりながら言う。


「うむ。話すと長くなるがのぅ、簡潔に言うと、『禍の団カオス・ブリゲード』にゲームを乗っ取られたんじゃよ」


　やっぱり、ゲーム自体がそうなっていたのか！


「いま、運営側と各勢力の面々が協力態勢で迎え撃うっとる。ま、ディオドラ・アスタロトが裏で旧魔王派の手を引いていたのまでは判明しとる。先日の試合での急激なパワー向上もオーフィスに『蛇へび』でももらい受けたのじゃろう。だがの、このままじゃとお主らが危険じゃろ？　救きゆう援えんが必要だったわけじゃ。しかしの、このゲームフィールドごと、強力な結界に覆おおわれててのぅ、そんじょそこらの力の持ち主では突とつ破ぱも破は壊かいも難しい。特に破壊は厳しいのぅ。内部で結界を張っているものを停止させんとどうにもならんのじゃよ」


「じゃあ、爺さんはどうやって入ってきたんだよ？」


「ミーミルの泉に片方の目を差しだしたとき、わしはこの手の魔ま術じゆつ、魔力、その他の術式に関して詳しくなってのぅ。結界に関しても同様」


　爺さんは左の隻眼のほうを見せる。──そこには水すい晶しようらしきものが埋うめ込まれ、眼めの奥に輝かがやく魔術文字を浮かび上がらせていた。


　ぞくっ……。


　その水晶の義眼に映しだされた文字を見たとき、心身の奥底まで冷えて固まるかのように感じた。なんて、危険な輝きだ……ッ！　神器セイクリツド・ギアを通してドライグからの緊きん張ちようも伝わってきた。


「相手は北ほく欧おうの主神だ！　討ち取れば名が揚あがるぞ！」


　旧魔王派の連中は一斉に魔力の弾を撃ってくる！　この数は──ヤバい！


　覚かく悟ごを決めて俺たちが魔力の弾を迎むかえ撃とうとしたとき、オーディンの爺さんが杖つえを一度だけトンと地に突つく。


　ボボボボボボボンッ！


　こちらへ向かってきていた無数の魔ま力りよく弾だんが宙で弾はじけて消しよう滅めつした！


　爺さんは「ホッホッホッ」とひげをさすりながら笑う。


　爺さんすげえっ！　さすがは神さまか！　軽く消し飛ばしやがった！


　悪魔たちも顔色を変えていた。上級悪魔も多数いるってのにこの余よ裕ゆう！


「本来ならば、わしの力があれば結界も打ち破れるはずなんじゃがここに入るだけで精せい一いつ杯ぱいとは……。はてさて、相手はどれほどの使い手か。ま、これをとりあえず渡わたすようアザゼルの小こ僧ぞうから言われてのぅ。まったく年寄りを使いに出すとはあの若造はどうしてくれるものか……」


　この爺さん、小言が多いぜ……。と、爺さんから渡されたのはグレモリー眷けん属ぞくの人数分の小型通信機だった。


「ほれ、ここはこのジジイに任せて神しん殿でんのほうまで走れ。ジジイが戦場に立ってお主らを援えん護ごすると言っておるのじゃ。めっけもんだと思え」


　爺さんが杖をこちらに向けると、俺たちの体を薄うすく輝くオーラが覆う。


「それが神殿までお主らを守ってくれる。ほれほれ、走れ」


「でも、爺さん！　一人でだいじょうぶなのかよ！」


　俺が心配を口にするが、爺さんは愉ゆ快かいそうに笑うだけだ。


「まだ十数年しか生きていない赤ん坊ぼうが、わしを心配するなぞ──」


　爺さんの左手に槍やりらしきものが出現した。


「──グングニル」


　それを悪魔たちのほうへ一いち撃げき繰くりだす！　刹せつ那な──。


　ブゥゥゥウウウウウウウンッ！


　槍から極大のオーラが放出され、空気を貫つらぬくような鋭するどい音が辺り一面に響ひびき渡った！


　──ッ！


　俺は我わが目を疑った。極ごく太ぶとの一撃が作りだした痕こん跡せきは遥はるか先まで一直線に伸のび、深く地を抉えぐっていた！　悪魔たちはその一発に消し飛ばされて、数十人ぐらいいなくなってる！


　なんて威い力りよくだ！　桁けた違ちがいなんてもんじゃねぇぇぇっ！


「なーに、ジジイもたまには運動しないと体が鈍なまるんでな。さーて、テロリストの悪魔ども。全力でかかってくるんじゃな。この老いぼれは想像を絶するほど強いぞい」


　手加減してこれかよ！　うわ……神さまってマジで別領域の強さなんだな……。


　悪魔たちはいっそう緊張の色を濃こくしていた。先ほどのように名が揚がるとばかりに安易に攻せめてこようとする輩やからはいなくなっていたんだ。


「すみません！　ここをお願いします！」


　部長はオーディンの爺さんに一礼すると俺たちに言う。


「神殿まで走るわよ！」


　俺たちも部長の言葉に応じて、神殿のほうへ走りだしたのだった。


　その間にも後方では爺さんと悪魔たちの戦いが再開されていた。








　神殿の入り口に入るなり、俺たちは耳にオーディンの爺さんから譲ゆずり受けた通信機器を取り付けた。


　すると聞き覚えのある声が聞こえてくる。


『無事か？　こちらアザゼルだ。オーディンの爺さんから渡されたみたいだな』


　──先生だ。


『言いたいこともあるだろうが、まずは聞いてくれ。このレーティングゲームは「禍の団カオス・ブリゲード」旧魔王派の襲しゆう撃げきを受けている。そのフィールドも、近くの空間領域にあるＶＩＰルーム付近も旧魔王派の悪魔だらけだ。だが、これは事前にこちらも予想していたことだ。現在、各勢力が協力して旧魔王派の連中を撃退している』


　じゃあ、観戦しているほうも襲撃されていて大変ってわけだ。つーか、予想していたってどういうこと？


『最近、現魔王に関かん与よする者たちが不ふ審しん死しするのが多発していた。裏で動いていたのは「禍の団カオス・ブリゲード」旧魔王派。グラシャラボラス家の次期当主が不ふ慮りよの事故死をしたのも実際は旧魔王派の連中が手にかけてたってわけだ』


　……ヤンキー悪魔の関係者は『禍の団カオス・ブリゲード』にやられたってことか。やっぱり、現魔王の血筋だから、狙ねらわれたのかな？


『首しゆ謀ぼう者しやとして挙がっているのは旧ベルゼブブと旧アスモデウスの子孫だ。俺が倒したカテレア・レヴィアタンといい、旧魔王派の連中が抱いだく現魔王政府への憎ぞう悪おは大きい。このゲームにテロを仕し掛かけることで世界転てん覆ぷくの前ぜん哨しよう戦せんとして、現魔王の関係者を血祭りにあげるつもりだったんだろう。ちょうど、現魔王や各勢力の幹部クラスも来ている。襲撃するのにこれほど好都合なものもない。先日のアスタロト対大公アガレスの一戦からも今回の件を予見できる疑ぎ惑わくは生じていたんだよ』


　つまり、俺たちの試合は最初から旧魔王派に狙われていた。敵のターゲットは現魔王と現魔王の血けつ縁えん者しや──部長。そして、観戦しに来ていた各勢力のボス。オーディンの爺さんもターゲットの一人だったのだろう。


「では、あのディオドラの魔力が以前よりも上がったのは？」


　と、部長が訊く。


『オーフィスの力を借りたんだろう。ディオドラがそれをゲームで使ったことは奴やつらも計算外だったろうな。それゆえ、グラシャラボラス家の一件と併あわせて、今回のゲームで何かが起こるかもしれないと予見ができたんだ。しかし、奴らは作戦を途と中ちゆうで覆くつがえさなかった』


　あのクソ野や郎ろう、敵の親玉の力でパワーアップしていたのか！　それで試合にも勝ったと！　ますます気に入らねぇぇぇっ！


『あっちにしてみればこちらを始末できればどちらでもいいんだろうが。俺たちとしてもまたとない機会だ。今後の世界に悪あく影えい響きようを出しそうな旧魔王派を潰つぶすにはちょうどいい。現魔王、天界のセラフたち、オーディンのジジイ、ギリシャの神、帝たい釈しやく天てんとこの仏どもも出張ってテロリストどもを一いち網もう打だ尽じんにする寸法だ。事前にテロの可能性を各勢力のボスに極ごく秘ひ裏りに示し唆さして、この作戦に参加するかどうか聞いたんだがな。どいつもこいつも応じやがった。どこの勢力も勝ち気だよ。いま全員、旧魔王の悪魔相手に暴れているぜ』


　どこのお偉えらいさんも「テロには屈くつしない！」って姿勢だったわけね。


「……このゲームはご破算ってわけね」


『悪かったな、リアス。戦争なんてそう起こらないと言っておいて、こんなことになっちまっている。今回、おまえたちを危険な目に遭あわせた。いちおう、ゲームが開始する寸前までは事を進めておきたかったんだ。奴らもそこで仕掛けてくるだろうと踏ふんでいたからな。案の定、その通りになったが、おまえたちを危ないところに転送したのは確かだ。この作戦もサーゼクスを説得して、俺が立案した。どうしても旧魔王派の連中をいぶり出したかったからな』


「もし、俺たちが万が一死んじゃったらどうしたんですか？」


　俺が何気なく訊くと先生は真しん剣けんな声こわ音ねで言った。


『俺もそれ相応の責任を取るつもりだった。俺の首で事が済むならそうした』


　──先生、死ぬつもりだったんだ。


　そこまでの覚悟で今回奴らを引き寄せたのか……。


　それも大事だけど、さっき起きた重大なことを先生に伝えなければ！


「先生、アーシアがディオドラに連れ去られたんです！」


『──っ。そうか。どちらにしてもおまえたちをこれ以上危険なところに置いておくわけにはいかない。アーシアは俺たちに任せておけ。そこは戦場になる。どんどん旧魔ま王おう派の連中が魔ま方ほう陣じんで転送されてきているからな。その神殿には隠かくし地下室が設けられている。かなり丈じよう夫ぶな造りだ。戦せん闘とうが静まるまでそこに隠れていてくれ。あとは俺たちがテロリストを始末する。このフィールドは「禍の団カオス・ブリゲード」所属の神滅具ロンギヌス所持者が作った結界に覆われているために、入るのはなんとかできるが、出るのは不可能に近いんだよ。──神滅具ロンギヌス「絶霧デイメンシヨン・ロスト」。結界、空間に関する神器セイクリツド・ギアのなかでも抜ぬきん出ているためか、術に長たけたオーディンのクソジジイでも破壊できない代しろ物ものだ』


「先生も戦場に来ているんですか？」


『ああ、同じフィールドにいる。かなり広大なフィールドだから、離はなれてはいるが』


「アーシアは俺たちが救います」


　俺は真まっ直すぐに言った。


『おまえ、いまがどういう状じよう況きようかわかっているのか？』


　先生の声は怒ど気きが含ふくまれている。けど、俺は諦あきらめない！　諦められるものかよ！


「む、難しいことはわかりません！　でも、アーシアは俺の仲間です！　家族です！　助けたいんです！　俺はもう二度とアーシアを失いたくない！」


　そうさ！　こうしている間にもアーシアは奴に何をされているかわからない！　それを考えるだけで腸はらわたが煮にえくり返る思いだ！


　部長が不敵な笑えみで言う。


「アザゼル先生、悪いけれど、私たちはこのまま神殿に入ってアーシアを救うわ。ゲームはダメになったけれど、ディオドラとは決着をつけなくちゃ納なつ得とくできない。私の眷属を奪うばうということがどれほど愚おろかなことか、教え込まないといけないのよ！」


　部長ぉぉぉぉぉぉっ！　さすが部長だ！　わかっていらっしゃる！


　そこへ朱乃さんが続ける。


「アザゼル先生、私たち、三大勢力で不審な行こう為いをおこなう者に実力行使をする権限があるのでしょう？　いまがそれを使うときでは？　ディオドラは現悪魔勢力に反政府的な行動を取っていますわよ？」


　おおっ！　そうだ！　俺たち、そういうのを持ってました！　さすが朱乃さん！


　通信機の先で先生は嘆たん息そくしていた。


『……ったく、頑がん固こなガキどもだ……。ま、いい。今回は限定条件なんて一いつ切さいない。だからこそ、おまえたちのパワーを抑おさえるものなんて何もない。──存分に暴れてこい！　特にイッセー！　赤せき龍りゆう帝ていの力を裏切り小僧のディオドラに見せつけてこいッ！』


　おおっ！　先生、話がわかるぜ！　ありがとうございます！


「オッス！」


　俺は気合の入った一声で答えた！


『最後にこれだけは聞いていけ。大事なことだ。奴らはこちらに予見されている可能性も視野に入れておきながら事を起こした。つまり多少敵に勘かん付づかれても問題のない作戦でもあるということだ』


　どういうこと？　疑問に思う俺だが部長は理解したようだった。


「相手が隠し球を持ってテロを仕掛けてきていると？」


『ああ、それが何かはまだわからないがこのフィールドが危険なことには変わりはない。ゲームは停止しているため、リタイヤ転送は無い。危なくなっても助ける手段はないから肝きもに銘めいじておけ。──十分に気をつけてくれ』


　……そっか、相手は自信があるから、今回のテロが予想されていても強ごう引いんに仕掛けてきたんだ。何をするつもりかわからないけど、俺たちのするべきことは単純明快！


　ディオドラぶっ飛ばして、アーシアを救ったら、神しん殿でんの地下に逃にげる！　リタイヤの転送が無いのはちょっと怖こわいけど、やられる前にやっちまえばいいだけだ！


　しかし、俺はなんでこう強い奴らと出くわすのが多いんだ？


　──ドラゴンのもとに力が集まる。


　そういや、そんなことを以前聞いたな。俺が赤龍帝を宿しているから、そういうことに出くわしやすいのか……？


「小猫、アーシアは？」


　部長が小猫ちゃんにサーチするよう促うながした。小猫ちゃんは猫耳を頭部にぴょこりと出すと、神殿の奥おくを指で示す。


「……あちらからアーシア先せん輩ぱいとディオドラ・アスタロトの気配を感じます」


　よっしゃ！　アーシア、待ってろ。すぐに行くからよ！


　俺たち全員は無言でうなずきあうと神殿の奥へ向かって走りだしたのだった。





　　　　─○●○─





　神殿のなかは、広大な空間だった。大きな広間がずっと続く感じだ。広間に巨きよ大だいな柱が並ぶぐらいで他に目立ったものはない。


　神殿を抜けると、さらに前方に新たな神殿が現れ、そこを目指す。それを何度か繰くり返していくうち、とある神殿のなかに入ったとき──気配を感じた！


　俺たちは足を止めて、一いつ斉せいにかまえた。


　前方から現れたのは──フードを深く被かぶったローブ姿の小こ柄がらな人ひと影かげが十名ほど。


『やー、リアス・グレモリーとその眷属の皆みんな』


　──っ！


　神殿中にディオドラの声が響ひびく！　どこからだ！


『ハハハ、赤龍帝。辺りを見み渡わたしても僕は見つからないよ。僕はこのずっと先の神殿でキミたちを待っているからね。──遊ぼう。中止になったレーティングゲームの代わりだ』


　などと、野郎はふざけたことを言ってくる！


　声を魔ま力りよくでこちらに飛ばしてきているのか。つーか、遊び？　何をしようってんだ！


『お互たがいの駒こまを出し合って、試合をしていくんだ。一度使った駒は僕のところへ来るまで二度と使えないのがルール。あとは好きにしていいんじゃないかな。第一試合、僕は「兵士ポーン」八名と「戦車ルーク」二名を出す。ちなみにその「兵士ポーン」たちは皆すでに「女王クイーン」に昇しよう格かくしているよ。ハハハ、いきなり「女王クイーン」八名だけれど、それでもいいよね？　何せ、リアス・グレモリーは強力な眷属を持っていることで有名な若手なのだから』


　無茶苦茶だ！　いきなり、『女王クイーン』にプロモーションした『兵士ポーン』全部と『戦車ルーク』二名と戦えってのか！　十人もいるんだぞ！


　ディオドラの眷けん属ぞくはフードを深く被って顔を隠していた。でも、性別は知ってる！　確か、『兵士ポーン』八名全部女の子だ！　いいなー、ハーレム眷属……。いやいや、ディオドラの野郎をうらやましがっちゃいかん！


「いいわ。あなたの戯ざれ事に付き合ってあげる。私の眷属がどれほどのものか、刻み込んであげるわ」


　部長は快かい諾だくした！　マジか！　いいの？


「相手の提案を呑のんでいいんですか？」


　俺が部長に訊きくと目を細めながら言う。


「応じておいたほうがいいわ。あちらは……アーシアを人質に取っているんですもの」


　──っ。


　そっか、下手に刺し激げきすると何をするかわからないってわけだ。


　部長は俺に指さす。


「こちらはイッセー、小猫、ゼノヴィア、ギャスパーを出すわ」


　四名で切り抜けと!?　全然数が足りないと思うんですが!?


「いま呼ばれたメンバー、ちょっと来てちょうだい」


　俺、小猫ちゃん、ゼノヴィア、ギャスパーは部長のもとに集まり、耳打ちされる。


（『戦車ルーク』二名はゼノヴィアに任せるわ。思いっきりやっていいから。全部ぶつけてちょうだい）


（了りよう解かい。いいね、そういうのは得意だ）


　おおっ、楽しそうだね、ゼノヴィアさん！　だがその通りだ。制限なしのこいつなら『戦車ルーク』二名相手でもいけるかも。もともとパワータイプだもんな。


（『兵士ポーン』相手のオフェンスは小猫。仙せん術じゆつで練り込んだ気を相手にたたき込んで根本から断たつ。イッセーとギャスパーは小猫のサポート。けれど、あなたたちがこの一戦の鍵かぎよ。イッセー、ギャスパーに血を飲ませてあげてちょうだい）


（……了解）


（了解ですぅ！）


（了解です、部長！）


　俺たちはそれぞれうなずいた。しかし、俺だけ部長に呼ばれる。


（イッセー、あのね……）


　ふんふん。……な、なんだと……？


　俺は部長のその声に打ち震ふるえた！　マジですか！　いいんですね？　いいんですね!?


　最後の確認を取ってみるが、部長はうなずいた！


　よっしゃああああああああああああああああああああっ！


　俺は心のなかで叫さけんだ！　先ほど感じていた危機も吹ふき飛んだよ！


　いける！　俺は、俺たちはこいつらに勝てるぞぉぉぉぉおおおっ！


『じゃあ、始めようか』


　ディオドラの声と共に奴やつの眷属が一斉にかまえだした。


　俺は木場の魔ま剣けんで指を軽く切ってもらい、ギャスパーに血を与あたえた。


　ドクンッ！


　ギャスパーの胸が脈打ったのがわかった。次の瞬しゆん間かん、ギャスパーの体を異様なオーラが包んでいた。赤い双そう眸ぼうも怪あやしく輝かがやき始めていた。よし、ギャスパーの雰ふん囲い気きが変わった。これで準備万ばん端たん！


　ゼノヴィアはデュランダルを解放すると、アスカロンと二刀流のかまえをして、『戦車ルーク』二名のほうへ歩み出した。


「アーシアを返してもらう」


　ゼノヴィアの全身からかつてないほどのプレッシャーが放たれていた。


　その眼光は鋭するどい。


「……友と呼べる者を私は持っていなかった。そんなものがなくても生きていけると思っていたからだ。神の愛さえあれば生きていける、と」


　ダッ！


『戦車ルーク』二名がゼノヴィア目め掛がけて走りだす。──速い！　スピードのある『戦車ルーク』か！


　ゼノヴィアは動じずに独白を続ける。


「そんな私にも分け隔へだて無く接してくれる者たちができた。特にアーシアはいつも私に微笑ほほえんでくれていた。この私と『友達』だと言ってくれたんだ」


　ああ、おまえは俺たちの仲間で友達だよ、ゼノヴィア。


『戦車ルーク』二名の激しい打だ撃げきをすんでで躱かわしながらゼノヴィアは憂うれいの瞳ひとみを見せていた。


「……私は最初に出会ったとき、アーシアに酷ひどいことを言った。魔ま女じよだと。異い端たんだと。でも、アーシアは何事もなかったように私に話しかけてくれた。それでも『友達』だと言ってくれたんだ！」


　ゼノヴィア……。ずっと、気にしていたのか。


「だから、助ける！　私の親友を！　アーシアを！　私は助けるんだ！」


　ドンッ！


　デュランダルから吐はきだされる絶大な波動が『戦車ルーク』の二人を弾はじき飛ばす。


　ゼノヴィアはデュランダルを天高く振ふり上げると涙なみだ混じりに叫んだ！


「だから！　だから頼たのむ！　デュランダル！　私に応こたえてくれっ！　アーシアがいなくなったら、私は嫌いやだ！　アーシアを失ったら私は……ッ！　お願いだ！　私に！　私に友達を救う力を貸してくれッ！　デュランダァァァァァァァルッッ！」


　ドゥオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッッ！


　ゼノヴィアの声に応えるようにデュランダルはその聖なるオーラを何倍にも膨ふくれあがらせた！　なんて質量のオーラだ！　攻こう撃げきを食らってない俺でも余波だけでチリチリと針を刺さされるような感覚を肌はだに感じるぞ！


　デュランダルは──以前の十倍近い輝きを放っていた。すげえ……。


　バキッ！　ベゴンッ！


　ゼノヴィアの周囲の風景はデュランダルが自然に放つ聖なるオーラだけでひび割れていく。


「私はデュランダルをうまく抑おさえることなんてできないと最近になって理解した。木場のように静せい寂じやくな波動を漂ただよわせるようになるには長期間かかるかもしれない。それならば、いまは突つき進めばいい。私はデュランダルの凄すさまじい切れ味と破は壊かい力りよくを増大させることにしたんだ」


　ゼノヴィアは宙でデュランダルとアスカロンをクロスさせた。デュランダルの波動がアスカロンに流れ、聖なるオーラがいっそう膨れあがった。


　アスカロンのほうもデュランダルに触しよく発はつされたのか、聖なる波動を莫ばく大だいに発生させて、二刀が放つオーラの相乗効果を促し始めた。


「さあ、いこう！　デュランダル！　アスカロン！　私の親友を助けるために！　私の想おもいに応えてくれぇぇぇぇぇっ！」


　デュランダルとアスカロンは広大な光の柱を天高く迸ほとばしらせていく！　神殿の天てん井じように大きな穴が生まれる！　ゼノヴィアはそれを『戦車ルーク』二名のほうへ一気に振り下ろした！


　ザバァァァアアアアアアアアアアッッ！


　ふたつの大波ともいえる聖なる波動が混じり合い、『戦車ルーク』二名を飲み込んでいった！


　ドオオオオオンッ！


　神しん殿でんが大きく揺ゆれる！　揺れが収まったとき、俺の視界に映ったのは──。


　ゼノヴィアの前方に伸のびる二本の大きな波動の爪つめ痕あと。その先にあった柱、壁かべは丸ごと消失し、天井もゼノヴィアの真上から前方までが消え去っている！　ていうか、神殿の半分以上が二振ふりの聖せい剣けんの波動で吹き飛んじまった！


　これがセーブ無しのゼノヴィアの攻撃！　しかもあれすべてが聖なるオーラだ。悪あく魔まが相手なら必殺の威い力りよくに違ちがいない！　いや、そんな生やさしいもんじゃない！　跡あと形かたもなくなる！　実際、『戦車ルーク』二名は完全に消しよう滅めつしちまったようだ！


　あの『戦車ルーク』の二人は大公との対戦を見る限りでは、弱いとは感じなかった。むしろ、かなり強いと思えたぐらいだ。それを一いち撃げき……。


　前回のゲームでこれを使ったら、一発で評価が最悪になったろうな……。


　ゼノヴィアは肩かたで息をしていた。連発は無理か。


　あいつはあいつの仕事をした。次は俺たちだ！


「小猫ちゃん、ギャスパー！　行くぞ！」


「「はい！」」


　良い返事だ！


「にゃん！」


　小猫ちゃんは掛かけ声と共に猫ねこ耳みみと尻尾しつぽを生やした！　うん！　掛け声も猫耳モードもかわいすぎて鼻血が出ます！


　相手は『女王クイーン』と化した『兵士ポーン』八名！　一番の強敵かもしれないが、必勝法はある！


「まずは俺もプロモーション！」


　ゲームだと敵てき陣じん地ちに行かないと成れないけど、ゲームが崩ほう壊かいしたいまなら部長の合意があれば『女王クイーン』になれる！　てなわけで素す早ばやく昇格！


　俺の体に力が沸わき上がる！　よし！　これならいける！


『Boost!!ブースト』


　さらにダメ押しでブーステッド・ギアの力も！


『Explosion!エクスプロージヨン』


　俺は魔力を脳みそに集中させた！　再び解放しよう！　一度は封ふう印いんされし、禁断のこの能力！


「煩ぼん悩のう解かい放ほう！　イメージマックス！　広がれッ！　俺の快適夢空間ッッ！」


　俺を中心に謎なぞの空間が展開していく！


「部長ォォォッ！　俺は変態です！　俺はエロエロです！　それでも俺はこの技わざをあなたのために使います！　いえ、俺自身のために使います！」


　部長に誓ちかいを立てたあと、俺は照準を前方の女子『兵士ポーン』八名──の胸に向けた！


　部長が呆あきれ顔をしているのもいまはなかったことにしておこう！


『乳語翻訳パイリンガルッ！』


　決まった！　俺の秘技は彼女たちを捉とらえた！　もうこの技からは逃のがれられない！　ここからが本番だぜ！


「ヘイ！　『兵士ポーン』のおっぱいさんたち、右から順にこれから何をしようか教えてちょうだい！」


　俺は目を閉じ、おっぱいに話しかける！　すると、おっぱいは俺にだけしか聞こえない声で心の内を吐と露ろし始めた！


『まず、邪じや魔まなヴァンパイアの眼めを封ふうじるの♪』


『三人がかりで一気にたたんじゃえ！』


『ヴァンパイア、倒たおす倒す！』


　くわっ！　俺は開眼し、聞こえた声を二人に教える！


「あの子とあの子とあの子はギャスパーを狙ねらってる！　ギャスパー、いま言った奴を停止させろ！」


「は、はいぃぃぃ！」


　俺が指さした『兵士ポーン』三名をギャスパーが神器セイクリツド・ギアの力で停止させる！


　ピタッ。


『兵士ポーン』三名がギャスパーの眼に捉えられ、容易に動きを停止させられた！


　よし！　停止した！　俺の血を飲んだギャスパーは良い感じだぜ！　次！　逆側の『兵士ポーン』の声を聞く！


「キミたちは何を考えているのかな？」


『わーお、あの子たち、停止させられちゃった！　これじゃ、私たちが猫ねこ又またを狙っているのもバレちゃうかも！』


『もしかして、これが噂うわさのおっぱいの声を聞くドラゴン？　こわーい！　猫又を狙おうとしていたのにぃ！　まさか、心を読まれるのを防ぼう御ぎよ術式で対策してきたのに無む駄だなの？』


『猫又に気づかれちゃう！』


　なるほど、こっち三名は小猫ちゃん狙いか！　ちょこざいな！


　てか、心を読まれない対策もしてきていたのか。そうだよね、じゃないと俺もいるのに女性八名で堂々と攻せめてこないよね！


「ギャスパー、次はそっちの三名が小猫ちゃん方面に向かう！　そこを停止させろ！」


「は、はいぃぃぃぃっ！」


　カッ！　ピタリ。


　ギャスパーの眼光がきらめき、また三名がその場で動きを停止させられた！


　──残り『兵士ポーン』が二名！　あっという間だ！　あっという間だったよ！


「ウハハハハハハハハハハハハハハッ！　圧あつ倒とう的じゃないか！　『女王クイーン』となった『兵士ポーン』八名が何もできずに俺たちの連れん携けい攻こう撃げきの前に沈しずもうとしているのだからな！」


　俺は邪じや悪あくで下品な笑みを発していた！


　楽しいぞ！　これは楽しい！　俺の技は女性限定だとここまで動きがわかる！　しかも仲間と連携だと、最強クラスのコンボ技だ！


　相手の心が読めるということは、動きも把は握あくできるってことだ。動きがわかるなら、その先をギャスパーに伝えて停とめさせればいい。ギャスパーは戦せん闘とう経験が少ないから、相手の出方がわからなくて神器セイクリツド・ギアを有効的に使えないけど、相手の行動がわかるなら話は別だ！


　ディオドラも計算外だったはずだ。俺のこの技が女性限定ならどこまでも華か麗れいに決まることを！　俺自身も計算以上の出力で驚おどろいているけどね！　心中を読まれないように対策してきた者にもバッチリ決まるとはさ。


　あ、俺が直接心を読むわけではなくて、おっぱいに胸のうちを話させるから、その辺の微び妙みような違いで対策も無駄だったってのもあるのかもね。


　残り二名。俺たちの連携攻撃にビビり、後ずさりを始めていた。


　くくく、怖こわかろう！　自分の攻撃が読まれ、停められるのだからな！


「……どう考えても悪役側の態度」


　あう！　小猫ちゃんの痛つう烈れつなツッコミ！　ですよね！　俺もそう思うけど、これは勝負！　非情なり！　何よりもアーシアを救うためだ。俺は存分におっぱいの声を聞くよ！


　俺はゆっくりと歩み寄り、停止させられている『兵士ポーン』に軽く触ふれた。


　バババッ！


　その瞬しゆん間かん、ローブが弾はじけ飛び、全ぜん裸らとなった。あらら、美少女ちゃん！　フードに隠かくれてて顔はわからなかったけど、ディオドラもいい女集めてやがったんだな。


　ますます許せん！　しかもこの娘むすめ、良い体してるしよ！


　ブッ！　俺は鼻血を噴ふきだしながら、不敵に笑った。他の停止している『兵士ポーン』にも触れて服を破壊する。こっちもおっぱいデカい！　脳内保存脳内保存。


　停止させられているから、何をしてもＯＫってわけさ。


「……ふふふ。見たまえ。動けない者がこれほど無防備とは。服も容易に破壊できる。パイリンガルとドレス・ブレイクのコンボ。相手が女の子なら、ここまで無敵だとは……」


　俺は自分の可能性が怖くなった。まさか、性せい欲よくの果てにこれほどの力を得ていたとは……。見れば『兵士ポーン』二名はぶるぶると震ふるえていた。胸のうちを知られ、動きを停められ、服を破壊されて裸はだかを見られる。女性にとって、これほどの屈くつ辱じよくもないだろう。


「──先生、俺、いつかおっぱいを支配できるんじゃないかって思えてきましたよ」


　俺のなかでアザゼル先生が「おっぱいを制するもの、世界を制す」と言ったように思えた。はい、先生。俺はおっぱいを制します！


「さーて、残りのお姉さんたちをどうしてくれるかなー！」


　下品な笑みで両手の五指をわしゃわしゃ動かしていたら、「ゴンッ！」と一発小猫ちゃんに顔面パンチされた！


　……痛い。痛いよ、小猫ちゃん……。


「……早く倒しましょう、どスケベ先せん輩ぱい」


　小猫ちゃんはそう言いながら停止している相手『兵士ポーン』をパンチで打だ倒とうしていった。


　俺は手早くギャスパーに指示を出すと、残りの『兵士ポーン』も停止させたのだった。


　小猫さまには敵かないません。パッパッと倒させていただきます……。


　やっぱ、女性限定なら、パイリンガルとギャスパーの組み合わせは最強というか、最さい凶きようだわ。








「ふぅー。まずは一勝か」


　俺と小猫ちゃん、ゼノヴィア、ギャスパーは見事『兵士ポーン』八名と『戦車ルーク』二名を倒した。


　バトル前はあんなに不利な戦せん況きようだと思ったのに、いざ始まってみると俺たちの完勝。


　……先生の言っていた制限無しの俺らって、すごいわ。けど、サイラオーグさんが言っていたように戦術のカタにハマってしまえば為なす術すべもなくやられてしまうんだろう。


　深いね、戦闘って。さっきの『兵士ポーン』も男が混じっていたら、大苦戦しただろうな。ディオドラがスケベでよかった。『兵士ポーン』全員が女の子だったのもあいつがスケベだったからに違いない。俺はそういう趣しゆ味み的なのはわかるぞ。


『兵士ポーン』のほうは停止したあとに小猫ちゃんの仙せん術じゆつで魔ま力りよくを練られないようにして、ダメ押しのギャスパーのヴァンパイア能力で気絶させて柱に縛しばりあげた。


　えーと、これで敵は『女王クイーン』、『騎士ナイト』二名、『僧侶ビシヨツプ』二名、ディオドラのみか。あちらはフルメンバーだもんな。こちらで戦っていないのは部長、朱乃さん、木場だ。


「行きましょう」


　部長の掛け声と共に俺たちは次の神殿へ足を進めた。


　二番目に俺たちを待っていたのは──敵三名の姿。


「……映像の一件から僕の記き憶おくが正しければ、『僧侶ビシヨツプ』二名と『女王クイーン』です」


　木場がそう言う。木場の奴やつ、どこで判断してるんだ？　皆みんな、同じようなローブ姿で俺には見分けがつかん。背せ丈たけでわかるのかな？　それとも魔力の質で？


　しかし、二番目に『女王クイーン』かよ。ていうか、最初の相手といい、序盤オープニングに主力クラスを配置するのがディオドラの戦術か？


　残りの『騎士ナイト』二人は映像見る限りだと、木場の足元にも及およばなかったぞ。


「待っていました、リアス・グレモリーさま」


　ディオドラの『女王クイーン』がフードを取り払はらい、顔を見せる。おおっ！　美人だ！　ブロンドのお姉さん。碧へき眼がんがキレイです。


　ディオドラの『僧侶ビシヨツプ』は片方が女性で、もう一人が男性だったかな。どちらもフードを深く被かぶって顔を見せない。映像では『僧侶ビシヨツプ』二人の魔力とサポートはかなり優ゆう秀しゆうだった。


　魔力だけならアーシアやギャスパーを超こえていると思う。サポート力では、こちらの『僧侶ビシヨツプ』のほうが上だと思うけど。なんてったって、回復と時間停止だからな。


　問題は『女王クイーン』か。この『女王クイーン』さん、大公アガレスの『女王クイーン』と直接対決して、最終的に勝っていたはずだ。炎ほのおの魔力が凄すさまじかったのを覚えている。


「あらあら、では、私が出ましょうか」


　一歩前に出たのは朱乃さんだった！　ここは朱乃さんが行くのか！


「あとの『騎士ナイト』二人は祐斗がいれば十分ね。私も出るわ」


　と、部長も!?　二大お姉さまが並んじゃったよ！


「あら、部長。私だけでも十分ですわ」


「何を言っているの。いくら雷らい光こうを覚えたからって、無茶は禁物よ？　ここでダメージをもらうよりは堅けん実じつにいって最小限の事で抑おさえるべきだわ」


　雷光と滅ほろびの力！　どちらも強力だ！　それが共きよう闘とうする！　やっぱり、このコンビは安心して見られそうだ！


　小猫ちゃんが俺をちょんちょんと小こ突づく。ん？　どうした小猫ちゃん？


　小猫ちゃんは俺にしゃがむよう促うながし、耳元に小さな声で耳打ちしていく。


　ふんふん。なるほどなるほど。


「それでいいの？」


「……はい。それで朱乃さんはパワーアップします」


　うーむ。よくわからんが、小猫ちゃんの頼たのみとあれば言ってみよう。


「朱乃さーん」


　俺が呼ぶと朱乃さんが振ふり向く。


「えっと、その人たちに完勝したら、今度の日曜デートしましょう！──って、これでいいの小猫ちゃん？　俺とデートをする権利なんかで朱乃さんが──」


　カッ！　バチッ！　バチッ！


　電気が辺り一面に散らばりだした。何事かと思って朱乃さんのほうへ顔を向けると──雷光のオーラに包まれた朱乃さんがいた！


「……うふふ。うふふふふふふふふふふふふ！　イッセーくんとデートできる！」


　おおおーう！　迫はく力りよくある笑えみを浮うかべながら、周囲に雷いかずちが走りだしてる！


「酷ひどいわ、イッセー！　私というものがありながら、朱乃にだけそんなことを言って！」


　ええええええっ！　今度は部長が涙なみだ目めで俺に訴うつたえてくる！　何が起こっているのか、まったくわからねぇぇぇえっ！


「うふふ、リアス。これも私の愛がイッセーくんに通じた証しよう拠こよ。もう諦あきらめるしかないわね？」


「な、な、何を言っているの！　デ、デ、デート一回ぐらいの権利で雷を迸ほとばしらせる卑いやしい朱乃になんか言われたくはないわ！」


　あれ？　あれれ？　なんだか、部長と朱乃さんが口論をし出したよ？


「なんですって？　いまだ抱だかれる様子もないあなたに言われたくもないわ。その体、魅み力りよくがないのではなくて？」


「そ、そんなことはないわ！　こ、この間だって！」


「この間だって？」


「……ベッドの上で胸をたくさん触さわってくれたわ」


「……それ、イッセーくんの寝ね相ぞうが悪くて結果的にそうなっただけではなくて？」


「…………キ、キスしたもん。二回も」


　あ、いまの部長の声こわ音ね、ヤバいぐらいにかわいかった。完かん璧ぺきに普ふ通つうの女の子だったよ。


「なら、私もいますぐイッセーくんと舌を絡からませてくるわ。三回連続リアスの目の前で」


「朱乃！　ダメ！　ダメよ！　あの子の口にあなたの舌が入るなんて想像もしたくないわ！　あの子の口は私のものなんだから！」


　……なんて会話をしているんですか、お姉さま方。


　また下げ僕ぼくの俺をめぐっての口論？　うーん、うれしいような恥はずかしいような……。


　相手の『女王クイーン』と『僧侶ビシヨツプ』もどう出ていいか困こん惑わくしている様子だった。


　しかし、この空気に耐たえられなくなったのか、『女王クイーン』が全身に炎のオーラをまといながら、激高する。


「あなた方！　いい加減にしなさい！　私たちを無視して男の取り合いなどと──」


「「うるさいっ！」」


　ドッゴォォォォォオオオオオオン！


　部長と朱乃さんが特大の一いち撃げきを『女王クイーン』と『僧侶ビシヨツプ』二名に撃うち放つ！　その威い力りよくたるや見ているだけで寒気がするほどの膨ぼう大だいさだった！


　滅びの魔力と雷光の魔力が同時に巻き起こり、うねりとなって、敵を容よう赦しやなく包み込んでいった！　周囲の風景も木こっ端ぱ微み塵じんにぶっ飛ばしながら！


　……プスプス……。


　煙けむりを立ち上げながら、『女王クイーン』さんと『僧侶ビシヨツプ』のお二人は床ゆかに倒たおれ込んでいた。


　……どう見ても再起不能だ……。二人の口論に口を挟はさんだばかりにこの結果か……。


　俺が言うのもなんだけど、酷い一戦でした。ていうか、お姉さま怒おこらせたら怖いね。


　しかし、口論は止まらず！


「だいたい朱乃はイッセーの体を全部知っているの!?　私は細部まで知っているのよ!?」


「知っているだけで、触ふれたことや受け入れたこともないのでしょう？　リアスは口ばかりですものね！　私ならいついかなるときでも彼を受け入れる準備をしているわよ！」


「うぬぬぬ！……まあ、いいわ。それはアーシアを救ってからゆっくりと話し合いましょう。まずはアーシアの救出よ」


「ええ、わかっていますわ。私にとってもアーシアちゃんは妹のような存在ですもの」


　おおっ、お二人ともやっと意見が一いつ致ちしたようで！


『女王クイーン』と『僧侶ビシヨツプ』を撃げき破はした俺たちはさらに神しん殿でんの奥おくへと進んでいくのであった。





　　　　─○●○─





「アーシアちゃん、今度の体育祭、お父さんと一いつ緒しよに見に行くからね」


「晴れ姿、しっかりとカメラに収めるから！　はー、アーシアちゃんの走る姿、きっとかわいいんだろうなぁ」


　レーティングゲームが始まる少し前、俺の父さんと母さんは撮さつ影えい機き器きをチェックしながら微笑ほほえんでいた。


　アーシアが俺の家に住むようになって、早数か月。父さんも母さんもすっかりアーシアを自分の娘むすめのように扱あつかい、かわいがっていた。


「ったく、父さんと母さんはすっかりアーシアのこと娘みたいにしちゃって。息子むすこの立場が無くなってくよ」


　半眼でつぶやく俺に母さんは言う。


「あら、だって、アーシアちゃんのほうがかわいいんですもの。イッセーみたいなエロ息子を持った親の気持ち、わかって欲ほしいわ。アーシアちゃんは癒いやしなのよ～」


「うんうん。母さんの言う通りだ」


　ちくしょう！　父さんと母さんの愛が遠いぜ！　どうせ俺はエロエロ高校生ですよ！


　アーシアは顔を赤く染め、もじもじしながら遠えん慮りよがちに言う。


「……わ、私、本当のお父さんとお母さんを知らないで育ったので……。イッセーさんのお父さまとお母さまのことを『本当のお父さんとお母さんがいたら、こんな感じなのかな？』って思うこともあって……。い、いえ、居い候そうろうの身でそんなことを言ったらご迷めい惑わくかもしれませんけれど……」


　父さんは真まっ直すぐとアーシアに言った。


「アーシアちゃんのことを実の娘のように思っているよ」


　母さんもやさしく微笑む。


「私もよ、アーシアちゃん。こっちこそ、そんな風に思っていて迷惑をかけているんじゃないかって思っていたの。ほら、うちはバカ息子しかいなかったから、女の子が住むようになってうれしくて。ねぇ、お父さん」


「ああ、アーシアちゃんでよければこの国にいる間だけでも本当の父親と母親と思ってくれてもいいんだよ。それにこの家は──アーシアちゃんの家でもあるんだから」


「そうよ。このお家はアーシアちゃんの帰るところなんだからね。遠慮なんてしなくていいのよ」


　父さんと母さんはアーシアを心底愛してくれているって感じたよ。


　二人にそう申し出を受けたアーシアは──目いっぱいに涙を溜ためていた。


　父さんも母さんも悪いことを言ったかと狼ろう狽ばいしたけど、アーシアは首を横に振った。


「……違ちがうんです。とてもうれしくて……。……お父さま……お母さま……。……私は……私は……」


　うれし泣きしているアーシアの頭を俺はやさしくなでてやった。


「この家はアーシアの家だ。父さんも母さんも俺もアーシアの家族だ。それに部長や皆だって、仲間で友達で家族だと思うぞ。だから、遠慮なんてしなくていいんだ。アーシアはここにずっと居ていいんだからさ」


　俺は笑顔でそう言った。


　アーシアの満面の笑み。俺が守りたい笑顔。俺が守らなくちゃいけない笑顔。


　なあ、アーシア。俺たちは家族なんだ。あの家はアーシアの家なんだぜ？


　俺と、俺たちと一緒に帰るんだ。


　俺が！　必ずアーシアを助けだしてやるからな！





　　　　─○●○─





　ディオドラの『騎士ナイト』が待っているであろう神殿に足を踏ふみ入れたとき、俺たちの視界に見覚えのある者が映り込む！


「や、おひさ～」


　白はく髪はつの神父──。


「フリードッ！」


　そう、俺たちの目の前に現れたのはクソ神父だった！　懐なつかしいじゃねぇか！


　エクスカリバー事件のとき以来か。まだ生きていたんだな。


「まだ生きていたんだなって、思ったっしょ、イッセーくん？　イエスイエス。僕ちん、しぶといからキッチリキッカリ生きてござんすよ？」


「だから、俺の思考を読むなって！」


　ったく、相変わらず俺の考えていることを当ててくる野や郎ろうだ！


　てか、『騎士ナイト』二人は？　ここにいると思ったんだが……。というよりはなんでフリードがここにいるんだよ。


「おんや～、もしかして『騎士ナイト』のお二人をお捜さがしで？」


　また心を見み透すかしたかのような発言。嫌いやな笑みが癇かんに障さわるぜ……。


　フリードは口をもごもごすると、ペッと何かを吐はきだした。見てみると──指だった！


「俺さまが食ったよ」


　──っ！　何を言ってんだ、こいつ……。食った……？


　疑問に感じる俺だが、小猫ちゃんは鼻を押さえながら目元を細めた。


「……その人、人間を辞やめてます」


　小猫ちゃんが忌いむようにそうつぶやいた。


　奴やつはにんまりと口の端はしを吊つり上げると、人間とは思えない形相で哄こう笑しようをあげる！


「ヒャハハハハハハハハハハッハハハハハッハハハハハッ！　てめえらに切り刻まれたあと、ヴァーリのクソ野郎に回収されてなぁぁぁぁぁぁあっ！　腐くされアザゼルにリストラ食らってよぉぉぉおおっ！」


　ボコッ！　ぐにゅりっ！


　異様な音を立てながら、フリードの体の各所が不気味に盛り上がる！　神父の服を突つき破り、角だかなんだかわからないものが体から生えていく。全身が隆りゆう起きしていき、腕うでも脚あしも何倍も膨ふくれあがった。


「行き場無くした俺を拾ったのが『禍の団カオス・ブリゲード』の連中さ！　奴ら！　俺に力をくれるっていうから何事かと思えばよぉぉおおおっ！　きゅははははははっはははっ！　合キ成メ獣ラだとよっ！　ふははははははっははははっはっ！」


　背の片側だけコウモリのような翼つばさが生え、もう片側には巨きよ大だいな腕が生えてきていた。


　顔も原形をとどめないほど変質し、突きだした口には凶きよう暴ぼうな牙きばが生えそろう。ドラゴンのような頭部になっていった。


　……なんてこった！　腕も脚も！　全身、めちゃくちゃだ！　統合性なんてない体のつくり！　どういう頭の構造していれば、こんな風に人を作り替かえられる!?


　変化を遂とげた眼前の巨きよ軀くの生物はフリードの面おも影かげなど、一いつ切さい残さない異形の存在だった。


　他の部員たちも顔をしかめていた。こいつ、『禍の団カオス・ブリゲード』に体を改造されたってことか。


　それにしたって、これは……。あまりに酷すぎる！


「ヒャハハハハハハハッ！　ところで知ってたかい？　ディオドラ・アスタロトの趣しゆ味みをさ。これが素す敵てきにイカレてて聞くだけで胸がドキドキだぜ！」


　突とつ然ぜん、フリードはディオドラの話をし出した。


「ディオドラの女の趣味さ。あのお坊ぼつちゃん、大した好みでさー、教会に通じた女が好みなんだって！　そ、シスターとかそういうのさ！」


　女の趣味？　シスターって……。


　俺のなかですぐにアーシアと直結した。


　フリードは大きな口の端を上げながら続ける。


「しかも狙ねらう相手は熱心な信者や教会の本部になじみが深い女ばかりだ。俺さまの言ってることわかるー？　さっきイッセーくんたちがぶっ倒してきた眷けん属ぞく悪あく魔まの女たちは元信者ばかりなんだよ！　自分の屋や敷しきにかこっている女どももおんなじ！　ぜーんぶ、元は有名なシスターや各地の聖女さま方なんだぜ！　ヒャハハハ！　マジで趣味良いよなぁぁっ！　悪魔のお坊ちゃんが教会の女を誘ゆう惑わくして手て籠ごめにしてんだからよ！　いやはや、だからこそ、悪魔でもあるのか！　熱心な聖女さまを言葉巧たくみに超ちよう絶ぜつうまいことやって堕おとすんだからさ！　まさに悪魔のささやきだ！」


「ちょっと待て。じゃあ、アーシアは──」


　俺の言葉にフリードは哄笑をあげる。


「アーシアちゃんが教会から追放されるシナリオを書いたのは元をただせばディオドラ・アスタロトなんだぜ～。シナリオはこうだ。ある日、シスターとセッ○スするのが大好きなとある悪魔の坊ちゃんは、チョー好みの美少女聖女さまを見つけました。会ったその日からエッチしたくてたまりません。でも、教会から連れ出すにはちょいと骨が折れそうと判断して、他の方法で彼女を自分のものにする作戦にしました」


　──っ。


　……ちょっと、待てって。そ、そんな、アーシアは──。


「聖女さまはとてもとてもおやさしい娘さんです。神器セイクリツド・ギアに詳くわしい者から『あの聖女さまは悪魔をも治す神器セイクリツド・ギアを持っているぞ』というアドバイスをもらいました。そこに目をつけた坊ちゃんは作戦を立てました。『ケガした僕を治すところを他の聖職者に見つかれば聖女さまは教会から追放されるかも☆』と！　傷きず痕あとが多少残ってもエッチできりゃバッチリＯＫ！　それがお坊ちゃんの生きる道！」


　──あのとき、彼を救ったこと、後こう悔かいしてません。


　俺の脳内で、笑顔でそう言ったアーシアが思いだされる。


　…………。


　なんだよ、それ。なんなんだよ、それはよ……。


　俺を嘲あざ笑わらうかのようにフリードはトドメとばかりに言った。


「信じていた教会から追放され、神を信じられなくなって人生を狂くるわせられたら、簡単に僕のもとに来るだろう──と！　ヒャハハハハ！　聖女さまの苦しみも坊ちゃんにとってみれば最高のスパイスなのさ！　最底辺まで堕ちたところを掬すくい上げて、犯す！　心身共に犯す！　それが坊ちゃんの最高最大のお楽しみなのでした！　いままでもそうして教会の女を犯して自分のものにしたのです！　それはこれからも変わりません！　坊ちゃん──ディオドラ・アスタロトくんは教会信者の女の子を抱だくのが大好きな悪魔さんなのでした！　ヒャハハハハッ！」


　俺は。


　心の底で生じたそれを我が慢まんできそうになかった。


　握にぎりしめる拳こぶしからは血が噴ふきだしている。


　フリードを激しくにらみ、一歩前へ出ようとしたときだった。


　俺の肩かたを木場がつかむ。


「イッセーくん。気持ちはわかる。だが、キミのその想おもいをぶつけるのはディオドラまで取っておいたほうがいい」


　冷静な物言いだ。だが、俺はそれが逆に癇に障った！


「おまえ、これを黙だまっていろって言う──」


　そこまでぶちギレて、木場の胸むなぐらをつかもうとしたが──。木場の顔を見て、手を止めた。


　──木場の瞳ひとみは怒いかりと憎ぞう悪おに満ちていたからだ。


「ここは僕が行く。あの汚きたない口を止めてこよう」


　迫はく力りよくのある歩みで木場は俺の横を通り過ぎていく。


　俺の怒りが一いつ瞬しゆん冷めてしまいそうなほど、木場の全身から放たれるオーラは攻こう撃げき的な殺意に包まれていた。


　木場は異形の存在と化したフリードの前に立ち、手元に聖せい魔ま剣けんを一ひと振ふり創つくりだす。


「やあやあやあ！　てめえはあのとき俺をぶった斬ぎりやがった腐れナイトさんじゃあーりませんかぁぁぁっっ！　てめえのおかげで俺はこんな素敵なモデルチェンジをしちゃいましたよ！　でもよ！　だいぶ強くもなったんだぜぇぇ？　ディオドラの『騎士ナイト』二人をペロリと平らげましてね！　そいつらの特性も得たんですよぉぉぉっ！　無敵超絶モンスターのフリードくんをよろしくお願いしますぜぇ、色男さんよぉぉぉっ！」


『騎士ナイト』をマジで食ったのか、こいつ！


　木場は剣をかまえると冷れい淡たんな声で一言だけ言う。


「キミはもういないほうがいい」


「調子くれてんじゃねぇぇぇぇぞぉぉぉぉっ！」


　憤ふん怒ぬの形相となったフリードは全身から生物的なフォルムの刃やいばを幾いく重えにも生やしてこちらへ──。


　フッ！


　木場が視界から消え──。


　バッ！


　刹せつ那な、俺たちの眼前にいたモンスターのフリードは無数に切り刻まれて四散した！


「──んだ、それ。強すぎんだろ……」


　頭部だけになったフリードは床ゆかに転がり、大きな目をひくつかせていた。


　──一発かよ！


　フリードが攻撃の姿勢を見せた途と端たんに勝負を一瞬で決めやがった！　神速で切り刻んだに違ちがいない！　うわぁ……。俺、目で捉とらえきれなかったぞ。


「……ひひひ。ま、おまえらじゃ、ディオドラの計画も裏にいる奴らも倒たおせないさ。何よりも神滅具ロンギヌス所持者の本当の恐おそろしさをまだ知らねぇんだからよ……。ひゃはは──」


　ズンッ！


　頭部だけで笑っていたフリードに木場は容よう赦しやなく剣を突き立て、絶命させた。
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　木場は聖魔剣についた血を空で払はらう。飛び散った血液が半円を描えがいた。


「──続きは地じ獄ごくの死神相手に吼ほえているといい」


　決め台詞ぜりふまで言い放つこのイケメン！


　……クッソォォォォッ！　男の俺でもカッコイイとか思っちゃったじゃないか！


　こいつ、また強くなったんじゃないか？　フリードの実力がどれほどだったかわからなかったぐらいだ。とりあえず、木場のほうが圧あつ倒とう的に強かったことだけは理解できる。


　フリード……。あいつとは腐くされ縁えんだったけど、最後はなんとも言えないものだった。


　こいつもある意味で被ひ害がい者しやなのだろうか？


　いや、そんなことを考えているヒマはない。いまはアーシアだ！


「行こう、皆みんな！」


　俺たちはうなずきあい、ディオドラの待つ最後の神しん殿でんへ走りだしたのだった。


　ディオドラ──。


　俺は、おまえだけは絶対に許さない！










　Uroboros.










　俺──アザゼルはレーティングゲームのバトルフィールドで旧魔ま王おう派の悪魔どもをある程度片付けていた。残りは部下たちだけで十分だろう。


　俺は部下にあとを任せて、とある場所へ宙を飛んで向かっていた。


　──ファーブニルを宿した宝玉の反応がこちらに向いている。


　オーディンの力で部下と共にこちらへ転送してきてすぐに懐ふところの宝玉が光り輝かがやいた。


　フィールドの一番隅すみっこに人ひと影かげをひとつ視認する。宝玉がさらに輝きを増した。


　俺はその人影の前に降り立つ。……腰こしまである黒くろ髪かみの小こ柄がらな少女。黒いワンピースを身に着け、細い四し肢しを覗のぞかせている。


　少女は端たん整せいな顔付きだが、目線をフィールド中央に並ぶいくつもの神殿のほうへ向けていた。


　……俺は目を細め、静かに言う。


「──おまえ自身が出張ってくるとはな」


　少女は俺の声に反応し、こちらへ顔を向けた。薄うすく笑う。


「アザゼル。久しい」


「以前は老人の姿だったか？　今度は美少女さまの姿とは恐れいる。何を考えている？──オーフィス」


　そう、こいつは『無限の龍神ウロボロス・ドラゴン』──オーフィス！　『禍の団カオス・ブリゲード』のトップ！　間ま違ちがいないぜ。こいつから漂ただよう不気味で言いようのないオーラはオーフィスのものだ。


　以前会ったときはジジイの姿だったが、今回は黒髪少女かよ。まあ、こいつにとって姿なんてものは飾かざりに過ぎないか。いくらでも変えられる。


　こいつ自身が出張ってくるってことは、今回の作戦はそれほどこいつにとって重要でデカいのか？


　神殿のほうに視線を向けているってことは、そっちに作戦の中心があるってことかもしれない。……イッセー、リアス、あいつらを向かわせたのはマズかったかもな。


「見学。ただ、それだけ」


「高みの見物ね……。それにしてもボスがひょっこり現れるなんてな。ここでおまえを倒せば世界は平和か？」


　俺は苦く笑しようしながら光の槍やりの矛ほこ先さきを突つきつけるが、奴やつは首を横に振ふった。


「無理。アザゼルでは我を倒せない」


　ハッキリ言ってくれる。だろうさ。俺だけじゃおまえを倒しきれない。それはわかっている。だが、おまえをここで倒せば『禍の団カオス・ブリゲード』に深刻な大打だ撃げきを与あたえるのは確実なんだよな。


「では、二人ではどうだろうか？」


　バサッ。


　羽ばたきながら、舞まい降りてきたのは──巨きよ大だいなドラゴン！


「タンニーン！」


　元龍りゆう王おうのタンニーン！


　こいつもゲームフィールドの旧魔王派一いつ掃そう作戦に参加していたのだが、一仕事を終えてこちらに向かってきたようだ。


　タンニーンは大きな眼めでオーフィスを激しくにらむ。


「せっかく若手悪あく魔まが未来をかけて戦場に赴おもむいているというのにな。貴様が茶々を入れるというのが気にいらん！　あれほど、世界に興味を示さなかった貴様が今いま頃ごろテロリストの親玉だと!?　何が貴様をそうさせたと言うのだ！」


　俺もタンニーンの意見にうなずき、さらに問いただす。


「暇ひまつぶし──なんて今時流は行やらない理由は止やめてくれよな。おまえの行こう為いですでに被ひ害がいが各地で出てるんだ」


　そう、こいつがトップに立ち、その力を様々な危険分子に貸かし与えた結果、各勢力に被害をもたらしている。死傷者も日に日に増えていた。もう無視できないレベルだ。


　何がこいつを突き動かし、テロリストの集団の上に立たせた？　俺はそれだけがわからなかった。いままで世界の動きを静観していた最強の存在が何な故ぜいまになって動きだしたのか？


　そのオーフィスの答えは予想外のものだった。


「──静せい寂じやくな世界」


　…………。


　一瞬、何を言ったか理解できなかった。


「は？」


　俺は再び問い返す。するとオーフィスは真まっ直すぐとこちらを見つめて言った。


「故郷である次元の狭はざ間まに戻もどり、静寂を得たい。ただそれだけ」


　──っ！


　そ、それが理由だってのか？　次元の狭間。簡単に言うなら、人間界と冥めい界かい、人間界と天界の間にあるような次元の壁かべのことだ。世界と世界を分け隔へだてる境界。そこは何も無い「無の世界」と言われている。


　オーフィスがそこから生じたのは知っていたが……。


「……ホームシックかよと普ふ通つうなら笑ってやるところだが、次元の狭間ときたか。あそこには確か──」


　俺の言葉にオーフィスはうなずいた。


「そう、グレートレッドがいる」


　次元の狭間は現在、奴が支配している。なるほど、オーフィスは奴をどうにかして次元の狭間に戻りたいのか。


　まさか、それを条件──グレートレッドを追いだすのを条件に旧魔王派の悪魔や他の勢力の異い端たん児じに懐かい柔じゆうされたってのか？


　そのとき、俺の脳のう裏りにひとつの可能性が過よぎる。


　──そうか、ヴァーリ。おまえの目的は！


　俺の思考が何かを出そうとしたとき、オーフィスの横に魔ま方ほう陣じんが出現し、何者かが転移してくる。


　そこに現れたのは貴族服を着た一人の男。


　そいつは俺に一礼し、不敵に笑えんだ。


「お初にお目にかかる。俺は真のアスモデウスの血を引く者。クルゼレイ・アスモデウス。『禍の団カオス・ブリゲード』真なる魔王派として、堕だ天てん使しの総そう督とくである貴き殿でんに決けつ闘とうを申し込む」


　……ハハハ、こいつはまた……。首しゆ謀ぼう者しやの一人がご登場ってわけだ。


　俺は頭をポリポリとかきながら、つぶやく。


「旧魔王派のアスモデウスが出てきたか」


　ドンッ！


　確認するやいなや、そいつは全身から魔のオーラを迸ほとばしらせた。色がドス黒いな。こいつもオーフィスの力を得たか。


「旧ではない！　真なる魔王の血族だ！　カテレア・レヴィアタンの敵かたき討うちをさせてもらうッ！」


　カテレアの男か何かか。まあいい。今回の首謀者を打ち倒せるのならば、またとない機会だ。やらせてもらおうか。


「いいぜ。タンニーン、おまえはどうする？」


「サシの勝負に手を出すほど無ぶ粋すいではない。オーフィスの監かん視しでもさせてもらおうか」


　こいつも根っからの武人だね。ドラゴンにしておくのがもったいないぐらいだ。


「頼たのむ。さて、混こん沌とんとしてきたが、俺の教え子どもは無事にディオドラのもとにたどり着いている頃ころかな」


　俺がふいに口にしたことだが、オーフィスはそれを聞き、首を横に振る。


「ディオドラ・アスタロトにも我の蛇へびを渡わたした。あれを飲めば力が増大する。倒たおすのは容易ではない」


「ハハハハハハハハハハハハッ！」


　俺はオーフィスの言葉に爆ばく笑しようした。わかってねぇ！　わかってねぇよ、オーフィス！


「なぜ、笑う？」


　怪け訝げんに首をかしげるオーフィスに俺は告げた。


「蛇か。そりゃ、けっこうだ。だが、残念なことにそれじゃ無理だな」


「なぜ？　我わが蛇、飲めばたちまち強大な力を得られる」


「それでも無理だ。先日のゲームじゃ、ルール上、力を完全に発揮できなかったがな」


　タンニーンとの修しゆ業ぎよう、あれがいかなるものか、ディオドラ・アスタロトは身をもって知ることになるだろう。


　修業相手が龍りゆう王おうだ。元龍王とはいえ、いまだ現役の伝説のドラゴンが一人の小こ僧ぞうを追いかけ回したんだぞ？　加減をされていたとはいえ、普通なら死ぬ。死んで当たり前だ。


　──だが、あいつは耐たえきった。生きて生せい還かんし、禁手バランス・ブレイカーに至ったんだよ！


　その意味をおまえらはまだわかっていないのさ！


　俺はファーブニルの宝玉を取りだし、例の人工神器セイクリツド・ギアの短たん剣けんをかまえた。


「さて、ファーブニル。付き合ってもらうぜ。相手はクルゼレイ・アスモデウス！　いくぜ、禁手化バランス・ブレイクッッ！」


　次の瞬しゆん間かん、俺は黄金の全身鎧プレート・アーマーに包まれていた。


　イッセー、おまえを制限するものはここのどこにも無い。


　──暴れてみせろッ！


　と、俺がカッコ良く決めようとしていたところで乱入する転移用魔方陣があった。


　その紋もん様ようは──。そうか、おまえ自ら出張るか。


　輝く魔方陣から現れたのは、紅べに髪がみの王──サーゼクス。


「サーゼクス、どうして出てきた？」


　俺の問いに奴は目を細める。


「今回結果的に妹を我々大人の政治に巻き込んでしまった。私も前へ出てこなければな。いつもアザゼルばかりに任せていては悪いと感じていた。──クルゼレイを説得したい。これぐらいしなければ妹に顔向けできそうにないんでね」


　ったく、こいつは……。


「……お人ひと好よしめ。──無む駄だになるぞ？」


「それでも現悪魔の王として直接訊ききたかった」


　俺はかまえていた槍を一度引いた。


　サーゼクスを視認した途と端たん、クルゼレイの表情が憤ふん怒ぬと化す。


「──サーゼクス！　忌いま々いましき偽いつわりの存在ッ！　直接現れてくれるとはッ！　貴様が、貴様らさえいなければ、我々は……ッ！」


　見ろ。これが現実だ。奴らにとって、おまえの存在は最大級に忌いむべきものなんだよ。


「クルゼレイ。矛ほこを下げてはくれないだろうか？　いまなら話し合いの道も用意できる。前魔ま王おうの血筋を表おもて舞ぶ台たいから遠ざけ、冥界の辺境に追いやったこと、いまだに私は『他の道もあったのでは？』と思ってならない。前魔王子孫の幹部たちと会談の席を設けたい。何よりも貴き殿でんとは現魔王アスモデウスであるファルビウムとも話して欲ほしいと考えている」


　サーゼクスの言葉は真しん摯しだ。それゆえ、クルゼレイの感情を逆さか撫なでる。


　──無駄だ、サーゼクス。


　もともと、こいつらにおまえたち現魔王の言葉は届かない。おまえは甘あまいんだ。


　激高するクルゼレイ。


「ふざけないでもらおう！　堕天使どころか、天使とも通じ、汚よごれきった貴様に悪魔を語る資格などないのだ！　それどころか、俺に偽にせ者ものと話せというか!?　大たい概がいにしろッ！」


　俺は嘆たん息そくするとクルゼレイに言う。


「よく言うぜ。てめえら『禍の団カオス・ブリゲード』には三大勢力の危険分子が仲良く集まっているじゃないか」


　奴は口の端はしを吊つり上げる。


「手を取り合っているわけではない。利用しているのだ。忌いまわしい天使と堕天使は我々悪魔が利用するだけの存在でしかない。相そう互ご理解？　和平？　悪魔以外の存在はいずれ滅ほろぼすべきなのだ！　それをなぜわからない!?　悪魔こそが！　否いな！　我々、魔王こそが全世界の王であるべきなのだよ！　オーフィスの力を利用することで俺たちは世界を滅ぼし、新たな悪魔の世界を創つくりだす！　そのためには貴様ら偽りの魔王どもが邪じや魔まなのだ！」


　あー、こりゃダメだ。典型的な雑ざ魚この親玉の発想だ。すでに種として悪魔の存在自体が危あやういかもしれないってのに何を考えているんだか……。


　サーゼクス、心中複雑かもしれないが、よっぽどおまえのほうが王をやっているぜ？


　旧魔王がこんなだから、悪魔は滅びの道へ向かっていこうとしていたんだ。


　考え、認識、それらの根底からの相そう違い──。両者の溝みぞは深く、決して埋うまらない。


　サーゼクスは寂さみしげな目でつぶやいた。


「クルゼレイ──。私は悪魔という種を守りたいだけだ。民たみを守らなければ、種は繁はん栄えいしない。甘いと言われてもいい。私は未来ある子供たちを導く。──いまの冥界に戦争は必要ないのだ」


「甘いッ！　何よりも稚ち拙せつな理由だッ！　それが悪魔の本ほん懐かいだと思っているのか!?　悪魔は人間の魂たましいを奪うばい、地じ獄ごくへ誘さそい、そして天使と神を滅ぼすための存在だッ！　もはや、話し合いは不要ッ！　サーゼクスよ！　偽りと偽ぎ善ぜんの王よッ！　ルシファーとは！　魔王とは！　すべてを滅めつする存在だっ！　滅びの力を持っていながら、なぜ横の堕天使に振ふる舞まわない!?　やはり、貴様は魔王を名乗る資格などないッ！　この真なる魔王であるクルゼレイ・アスモデウスがおまえを滅ぼしてくれるッ！」


　それがサーゼクス──現魔王と旧魔王の子孫、両者最後の話し合いだった。


　サーゼクスはオーフィスにも語りかける。


「……オーフィス。貴殿との交渉も無駄なのだろうか？」


「我の蛇を飲み、誓いを立てるのなら。もうひとつ、冥界周囲に存在する次元の狭間の所有権、それ、すべてもらう」


　──服従と冥界の閉鎖、ってことか。


　冥界を背負う魔王がそれに安易に応じるわけにはいかないだろう。


　サーゼクスは天を仰あおぎ瞑めい目もくする。次に目を開けたとき──その瞳ひとみには背筋が凍こおるほど冷たいものが映り込んでいた。


　それを確認したクルゼレイは距きよ離りを取り、両手に巨きよ大だいな魔ま力りよくの塊かたまりを作りだしていく。


「そうだ！　それでいい！　そのほうがわかりやすいのだよ、サーゼクスッ！」


　クルゼレイは最初からこうなることを望んでいた。……サーゼクス、おまえの話は最初っから通るわけがなかったのさ。それでもおまえは話したかったんだろうな。


　──自分の想おもいを。冥界への想いを。


　サーゼクスが右手を突つきだし、手のひらを上にかざした。


　そこに魔力が圧縮していく。サーゼクスの魔力が徐じよ々じよに異様なオーラを放ち始める。


　──滅びの魔力。


　サーゼクスは強い口調で言う。


「クルゼレイ、私は魔王としていまの冥界に敵対する者を排はい除じよする」


「貴様が！　魔王を語るなッ！」


　クルゼレイが巨大な魔力を両手から掃そう射しやする。サーゼクスは動じず、手のひらに生まれた魔力を無数の小さな球体に変えて、前方に撃うちだした。


　ギュパ！　ギュゥゥゥンッ！


　クルゼレイの攻こう撃げきはサーゼクスの魔力に触ふれた途端、削けずり取られたように消しよう滅めつしていく。


　サーゼクスの撃ちだした小さな魔力の球体は意志を持つかのように宙を縦じゆう横おう無む尽じんに動き回り、クルゼレイの攻撃を打ち消していった。消しきれない攻撃はサーゼクス自身が避よけたり、防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを作りだすことで防いでいく。


　そのクルゼレイの口内へ滅びの球体がひとつだけ入り込む。


　ドウッ！


　クルゼレイの腹部が一度だけ膨ふくれあがった。それが収まると同時に奴やつの魔力が一気に減少していく！──サーゼクスの奴、クルゼレイが飲んだ蛇を取り払はらったのか？


　サーゼクスがぼそりとつぶやく。


「──『滅ルイン殺・ザ・のエクス魔テイン弾クト』。腹に入っていたオーフィスの『蛇』を消滅させてもらった。──これで絶大な力を振るえないだろう」


　パワーアップの源である蛇を消されたことで、先ほどまで余よ裕ゆうの表情を見せていたクルゼレイに明らかな焦あせりの色が見えてくる。


　サーゼクスの攻撃、本物を初めて見た。サーゼクスが魔王に選ばれた理由のひとつ──それは圧あつ倒とう的なまでの消しよう滅めつ魔ま力りよくだ。


　触れたものをすべて消す。塵じん芥かいすら残さない。絶対的な滅び──。


　ものは小さいのにとんでもない威い力りよくだ。絶大な滅びの力を溢あふれさせず、巨大にもさせず、最小のサイズでとどめ、それを複数同時に手足のように操あやつる。


　緻ち密みつなコントロールと並外れた才覚が必要な技術だ。それをサーゼクスは有している。


「おのれ！　貴様といい！　ヴァーリといい、なぜこうも『ルシファー』を名乗る者は恵めぐまれた力を持っていながら、我々と相あい容いれないッ!?」


　クルゼレイは毒づきながらも再び両手に魔力を放出しようとした。


　ギュパンッ！


　──が、球体のひとつがクルゼレイの腹部に触れ、腹を丸ごと削り取った。滅びの魔力は小さくても威力は十分だった。触れた瞬間、周囲のものを根こそぎ消していく。


「……な、なぜ……本物が偽にせ物ものに負けねばならない……？」


　口から血を吐はきだしながら、クルゼレイは無念の血けつ涙るいを流していた。


　サーゼクスは瞑めい目もくし、手を横にゆっくりと薙なぐ。


　その瞬間、クルゼレイは宙を無数に飛び回る滅びの球体にその体をすべて打ち消されていった。













　Life.4　大好きだから










　俺たちがたどり着いたのは──最深部にある神しん殿でんだった。その内部に入っていくと、前方に巨大な装置らしきものが姿を現す。


　壁かべに埋め込まれた巨大な円形の装置で、あちらこちらに宝玉が埋め込まれ、怪あやしげな紋様と文字が刻まれていた。


　これ、何かの術式魔ま方ほう陣じんを形作っているのか？


　と、俺は装置の中央を見て、叫さけんだ。


「アーシアァァァァアアアアッ！」


　装置の真ん中にアーシアが張りつけにされている！　見た感じ、外傷はない！　衣類も破れた様子はなかった！　良かった！　ケガとかはなさそうだ。


「やっと来たんだね」


　装置の横から姿を現したのはディオドラ・アスタロトだった。やさしげな笑みが俺の怒いかりをさらに高めてくれる！


　俺は禁手バランス・ブレイカーのカウントダウンを始めていた。カウントが終しゆう了りようしたら、俺はディオドラをぶん殴なぐる！　全力で！　全速で！　あの野や郎ろうの顔面をぶち抜ぬいてやるっ！


「……イッセーさん？」


　俺の声を聞いて、アーシアがこちらへ顔を向けた。


　──目元が腫はれ上がっている。


　泣いていたんだ。それも尋じん常じようじゃない量の涙なみだを流したと思えるほど、目が赤くなっている。俺はそれを見て、嫌いやな結論に至ってしまった。


「……ディオドラ、おまえ、アーシアに事の顚てん末まつを話したのか？」


　先ほど、フリードが語ったこと。


　絶対にアーシアに聞かせてはいけないものだ。


　だが、ディオドラは俺の問いににんまりと微笑ほほえみやがった。


「うん。全部、アーシアに話したよ。ふふふ、キミたちにも見せたかったな。彼女が最高の表情になった瞬しゆん間かんを。全部、僕の手のひらで動いていたと知ったときのアーシアの顔は本当に最高だった。ほら、記録映像にも残したんだ。再生しようか？　本当に素す敵てきな顔なんだ。教会の女が堕おちる瞬間の表情は、何度見てもたまらない」


　アーシアがすすり泣き始めていた。


「でも、足りないと思うんだ。アーシアにはまだ希望がある。そう、キミたちだ。特にそこの汚よごれた赤せき龍りゆう帝てい。キミがアーシアを救ってしまったせいで、僕の計画は台無しになってしまったよ。あの堕だ天てん使しの女──レイナーレが一度アーシアを殺したあと、僕が登場してレイナーレを殺し、その場で駒こまを与あたえる予定だったんだ。キミが乱入してもレイナーレには勝てないと思っていた。そうしたら、キミは赤龍帝だという。偶ぐう然ぜんにしてはおそろしい出来事だね。おかげで計画はだいぶ遅おくれてしまったけれど、やっと僕の手元に帰ってきた。これでアーシアを楽しめるよ」


「黙だまれ」


　自分でも信じられないほどの低い声だった。


　なんとなく、小悪党かなって思っていた。俺の直感っていうのかな。曖あい昧まいな表現だけど、ライザーと会ったときと同じ感覚をこいつからかすかに感じたんだ。


　とんでもない。


　小悪党どころか、こいつはそれを遥はるかに超ちよう越えつしたような外げ道どう！　いや、鬼き畜ちくだった！


　こんなクソ野郎がアーシアに愛を語ってたのかよ！


　ヴァーリが俺の親を殺すと言ったとき以上に──怒りを抑おさえることなんてできなかった。


　俺が我が慢まんの限界に達しようとしたときもディオドラは下げ劣れつ極きわまりない言動を止めない。


「アーシアはまだ処女だよね？　僕は処女から調教するのが好きだから、赤龍帝のお古は嫌だな」


　こいつだけは──。


「あ、でも、赤龍帝から寝ね取とるのもまた楽しいのかな？」


　絶対にぶん殴らないと気が済まない──。


「キミの名前を呼ぶアーシアを無理矢理抱だくのも良いかもしれ──」


「黙れェェェェェェェェェッ！」


『Welsh ウエルシユDragon ドラゴンBalance バランスBreakerブレイカー!!!!!!』


　俺のなかで何かが勢いよく弾はじけ飛んだ！


「ディオドラァァァァァァァッァッ！　てめえだけは！　絶対に許さねぇッ！」


　膨ぼう大だいな赤いオーラに包み込まれて、俺は赤龍帝の力が宿った全身鎧プレート・アーマーを身にまとっていた。


　俺の想おもいに神器セイクリツド・ギアが呼応したのか、二分と経たたずに禁手バランス・ブレイカーと化した！


「部長、皆みんな、絶対に手を出さないでください」


「イッセー。全員で倒たおすわ──と、言いたいところだけれど、いまのあなたを止められそうもないわね。──手加減してはダメよ」


　部長は最高の一言を発してくれる。ええ、そのつもりですよ。


「ドライグ、聞こえるか？」


『なんだ、相棒』


「今回だけ、好きにやらせてくれ」


『……わかった』


　俺の姿を見て、ディオドラは楽しげに高笑いしていた。


　その全身がドス黒いオーラに包まれていく。


「アハハハハ！　すごいね！　これが赤龍帝！　でも、僕もパワーアップしているんだ！　オーフィスからもらった『蛇へび』でね！　キミなんて瞬しゆん殺さつ──」


　ゴォォォォオオオオオオッ！


　俺は背中の魔ま力りよく噴ふん出しゆつ口ぐちから火を噴ふかし、瞬間的なダッシュで間を詰つめる！


　ドゴンッ！


　そのまま奴が言い切る前に俺は打だ拳けんをディオドラの腹部に鋭するどく打ち込んだ。


「……がっ」


　ディオドラの体がくの字に曲がる。その顔が激痛に歪ゆがんだ。


　俺の速度に反応はできなかったようだ。打ち込んだ拳こぶしをそのままねじり込み、中身を潰つぶそうとした。


　ごぼっ……。


　ディオドラが内容物を血と共に口から吐きだした。


　俺は拳を引きながら、訊きく。


「瞬殺がどうしたって？」


　ディオドラは腹部を押さえながら、後ずさりしていく。その表情は先ほどのような余裕のある笑みは消失していた。


「くっ！　こんなことで！　僕は上級悪魔だ！　現魔王ベルゼブブの血筋だぞ！」


　ディオドラは手を前に突つきだすと、魔力の弾たまを無数展開した。


「キミのような下級で下劣で下品な転生悪魔ごときに気高き血が負けるはずがないんだッッ！」


　ディオドラの放つ無限に等しい魔力弾の雨が俺へ向かってくる。


　俺は避よけもせずにその雨のなかを一歩一歩歩みだした。弾を手で弾はじいたり、跳はね返したりしながら、詰め寄っていく。鎧よろいに被ひ弾だんしても俺は気にもせずに前進していった。


　ありがとうよ、タンニーンのおっさん。あのしごき、効果があったなんてもんじゃねぇよ。相手は部長よりも強くなっているはずなのに、攻こう撃げきがまったく怖こわくない。


『そうだ。龍王との修しゆ業ぎようはおまえを相当鍛きたえ込んだ。シトリーとの一戦はその修業を生かし切れなかったが、制限無しならば力を出し切れる。鎧の防御力もシトリー戦の頃ころに比べてだいぶ安定してきた』


　ああ、ドライグ。匙さじとの勝負ではパワーを出し切れなかったけど、いまなら違ちがう。


　それにこいつ相手なら殺意全開でぶん殴れるぜ。


『単純なパワー勝負なら、現在のおまえはかなりのものだよ』


　奴やつの眼前まで迫せまったとき、ディオドラは魔力の攻撃を止めて、距きよ離りを取ろうとした。


　ゴオッ！


　俺は背中の魔力噴出口を瞬しゆん時じに噴かして、すぐにディオドラに追いついた。その瞬間、奴は幾いく重えにも防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを作りだす。


「ヴァーリの作った障壁よりも薄うすそうだな」


　バリンッ！


　俺の拳が防御障壁をすべて難なく壊こわして貫つらぬいていく。


　ゴンッ！


　顔面へ一撃！　やっと入れてやった！　これほど気分が晴れる一撃はない！


　殴られた勢いでディオドラの体が床ゆかに叩たたきつけられる。奴は顔から血を噴ふん出しゆつさせて、涙を溢あふれさせていた。


「……痛い。痛い。痛いよ！　どうして！　僕の魔力は当たったのに！　オーフィスの力で絶大なまでに引き上げられたはずなのに！」


　俺はディオドラの体を引き上げ──オーラのこもった拳を打ち込む！　腹部に一撃！


「ぐわっ！　がはっ！」


　さらに顔面に一発！　まだまだだッ！　オーラを右拳に集結させて、莫ばく大だいな量でディオドラにたたき込もうとする！


「こんな腐くされドラゴンに僕がぁぁぁぁっ！」


　ディオドラは左手を前方に突き出し、分厚そうなオーラの壁を発現させる。


　ガンッ！　バチッバチッ！


　俺の拳がオーラの壁にぶち当たり、勢いを相そう殺さいされそうになった。


　こんなもの──。こんなものがどうしたってんだッ！


「アハハハハハハッ！　ほら見たことか！　僕のほうが魔力は上なんだ！　ただのパワーバカの赤龍帝が僕に敵かなうはずがないんだよっ！」


　にんまり笑うディオドラの前で俺は赤龍帝の力を容よう赦しやなく振ふり込こんだ！


「──そのパワーバカのパワーを見せてやろうか？」


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


　ゴォォォォォオオオオオオオオオオオッ！


　背中の魔力噴出口から膨大なオーラが噴ふきだして、拳の勢いが増していく。


　ビキッ！　壁かべに少しだけひびが生まれる。そして──。


　バリンッ！　壁は威い力りよくが増大した俺の拳の一撃に儚はかない音を立てて消失していった。


「わりぃな。パワーバカだから、こんな風に力押ししかできねぇや。でもいまのおまえ相手になら十分か」


「ひっ」


　一いつ瞬しゆんで顔色を変えたディオドラに、


「俺ん家ちのアーシアを泣かすんじゃねぇよッ！」


　俺は真っ正面から叫さけびながら拳を繰くり出した！


　グシャッ！


　前に突きだしていたディオドラの左手を叩き折り、その勢いで顔面に拳をぶち込んだっ！


　ゴスンッ！


　顔面に鋭く突き刺ささる俺の拳！　ディオドラは拳の一撃に柱まで吹っ飛び、背中から激げき突とつしていた。


　床に落ちたディオドラはおろおろと地を這はいずりながら叫んだ。


「ウソだ！　やられるはずがない！　アガレスにも勝った！　バアルにも勝つ予定だ！　才能のない大王家の跡あと取とりなんかに負けるはずがない！　情愛が深いグレモリーなんか僕の相手になるはずがない！　僕はアスタロト家のディオドラなんだぞ！」


　ディオドラが手を上へ突き上げると、俺の周囲に魔力で作りだした鋭い円すい状のものを幾重にも出現させる。


　鋭い切っ先がすべて俺に向き、そのままミサイルのように射出してきた！


　──全部は躱かわしきれない！


　身を屈かがめ、あるいは横にジャンプし回かい避ひするが、それにも限界がある。いくつかのトゲトゲを拳と蹴けりで弾き飛ばすが──。切っ先がうねりはじめ、意志を持ったかのように俺の体にまとわりついてきた！


　ザシュッ！


　鎧の隙すき間まを探すようにぬって、一番装そう甲こうが薄い部分を破は壊かいして俺の体を貫いてきた！


　クソ……痛ぇぇぇっ！　切っ先に魔力を集結させて、鎧に小さな穴を開けたのか。面でダメなら点ってわけだな……。


　だが、まだだ！　俺を射貫くトゲトゲを両手で全部まとめて一気に体から引き抜ぬいた！


　抜いた勢いで血が床にしたたり落ちる。


　もう一度、同じ攻撃をしようとするディオドラに俺は背中のブーストを噴かして瞬時に詰め寄り、蹴りを放った。


　メキッ……。


　鈍にぶい音が神しん殿でんにこだまする。俺のキックはディオドラの右大だい腿たい部ぶをぶち抜き、骨を粉ふん砕さいしたようだった。


「ちくしょぉぉおおおおおおおおっ！」


　苦痛に顔を歪ませるディオドラがこちらへ手を向け、魔力を急激に集めだした。最大に高めた魔力の波動を撃うちだすつもりなんだろう。


　俺も奴に手を突きつけた。手にドラゴンのオーラを集めていく！


　ドシュゥゥゥウウウウウウウッ！


　俺の右手から赤い閃せん光こうが走り、ディオドラの手からも極大な魔力弾が撃ちだされる。


　ドオオオオオッ！


　お互たがいの一撃が宙でぶつかり合い、攻せめ合うが──。


　こんなもので──。俺を止められるものかよッ！


「いっけぇぇぇぇぇっ！」


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


　神器セイクリツド・ギアから増加された力が流れ込み、俺のドラゴンショットのパワーを底上げしていく！


　ドンッ！


　ドラゴンショットはディオドラの魔力をふっ飛ばして、奴のすぐ横をかすめていく。


　奴の横を通り過ぎたドラゴンのオーラは神殿の一部分を大きく抉えぐり、壁を突き抜け、外にまで達していた。


　それでも奴はもう一度魔力を練り込もうとするが──。


　ドゴォォオオオオオオンッ！


　俺は勢いよく拳を床に叩きつけた。神殿そのものが大きく揺ゆれる。


　奴は床にできた巨きよ大だいなクレーターを見て、目元をひくつかせていた。


　ディオドラは──ガチガチと歯を鳴らし、震ふるえ上がっていた。わざと外した。当てても良かったんだけどな。……クソ。甘あまちゃんだよな、俺……。


　歩み寄り、もう一度奴を引き上げる。


　俺は鎧よろいのマスク部分を収納し、素すの状態でにらみつける。全身から赤いオーラを激しく発しながら。


「二度と、アーシアに近づくなッ！　次に俺たちのもとに姿を現したら、そのときこそ、本当に消し飛ばしてやるッ！」


　ディオドラの瞳ひとみは──怯おびえの色に染まっていた。


『相棒。そいつの心はもう終わった。──そいつの瞳はドラゴンに恐きよう怖ふを刻み込まれた者のそれだ』


　……そうかよ、ドライグ。俺はディオドラを放した。奴はガチガチと震えるだけだ。


「イッセー、トドメを刺さないのか？」


　と、ゼノヴィアがアスカロンの切っ先をディオドラに突き立てて訊いてくる。


　その瞳は凶きよう悪あくなほど、冷たいものとなっていた！　まずいな。こいつ、殺意がマックスになってやがる！


「アーシアにまた近づくかもしれない。いまこの場で首をはねたほうが今後のためじゃないのか？」


　ゼノヴィアは本気だ。俺か、部長が応じればすぐさまディオドラの首を飛ばすだろう。


　だが、俺は首を横に振った。


「……こいつもいちおう現魔王の血筋だ。いくらテロに荷か担たんしたからといって、殺したら部長や部長のお兄さんに迷めい惑わくをかけるかもしれない。もう十分に殴なぐり飛ばしたさ」


　部長も俺の言葉に眉まゆをしかめ、瞑めい目もくしていた。部長自身も激げき怒どしていたけど、ディオドラの処分は上に任せると心中で決めているだろう。


　ゼノヴィアは心底悔くやしそうにしていたが、アスカロンを勢いよく床にぶっ刺した。少しでも憂うさを晴らしたかったんだろう。


「……わかったよ。イッセーが言うなら私は止やめる。──だが」


「ああ、そうだ」


　俺とゼノヴィアは拳こぶしと剣けん、それぞれをディオドラに向けた。


「「もう、アーシアに言い寄るなッ！」」


　俺たちの迫はく力りよくある声にディオドラは瞳を恐怖で潤うるませながら何度もうなずいた。


　俺たちはディオドラを解放すると、アーシアのほうへ足を向ける。


「アーシア！」


　装置のあるところへ俺のほか、皆みんなも集合していった。


「イッセーさん！」


　俺はアーシアの頭をやさしくなでてやる。


「助けにきたぞ、アーシア。ハハハ、約束したもんな。必ず守るって」


　安あん堵どしたのか、アーシアはうれし泣きをしていた。よしよし。アーシアを救ったら、神殿地下に逃にげ込んで、先生たちが事を収めるまで待機していよう。


　アーシアを装置から外そうと木き場ばたちが手て探さぐりに作業をし始めた。


　──だが、少しして木場の顔色が変わる。


「……手足の枷かせが外れない」


　何!?　そんなバカな！　俺もアーシアと装置を繫つなぐ枷を取ろうとするが──。


「クソ！　外れねえ！」


　赤せき龍りゆう帝ていのパワーでも外れないのかよ！


　アーシアの四し肢しについている枷を部員の皆で取り払はらおうとするが、聖せい魔ま剣けん、聖剣で切ろうとしても、魔力で外そうとしてもビクともしない！


　ブーステッド・ギアの譲じよう渡との力で部長や木場の力を底上げしてみても効果が無い！


　なんだ、この枷!?　特別製なのか!?


　そのとき、ディオドラは言葉少なくつぶやいた。


「……無む駄だだよ。その装置は機能上、一度しか使えないが、逆に一度使わないと停止できないようになっているんだ。──アーシアの能力が発動しない限り停止しない」


「どういうことだ？」


　俺が訊きくと奴やつは淡たん々たんと答えた。


「その装置は神滅具ロンギヌス所有者が作りだした固有結界のひとつ。このフィールドを強固に包む結界もその者が作りだしているんだ。『絶霧デイメンシヨン・ロスト』、結界系神器セイクリツド・ギアの最強。所有者を中心に無限に展開する霧きり。そのなかに入ったすべての物体を封ふうじることも、異次元に送ることすらできる。それが禁手バランス・ブレイカーに至ったとき、所有者の好きな結界装置を霧から創つくりだせる能力に変化した。──『霧デイのメン中シヨンの・理クリ想エイ郷ト』、創りだした結界は一度正式に発動しないと止めることはできない」


　木場はディオドラに問いただす。


「発動の条件と、この結界の能力は？」


「……発動の条件は僕か、他の関係者の起動合図、もしくは僕が倒たおされたら。結界の能力は──枷に繫いだ者、つまりアーシアの神器セイクリツド・ギア能力を増幅させて反転リバースすること」


　──反転リバース？


　まさか……。俺の脳のう裏りで嫌いやな想像がされる。シトリー家との一戦で、アーシアの回復は反転リバースされて──。


　木場も気づいたのか、さらに問いただす。


「効果範はん囲いは？」


「……このフィールドと、観戦室にいる者たちだよ」


　──っ！


　全員、その答えに驚きよう愕がくした！　ヤバい！　アーシアの神器セイクリツド・ギアは回復が凄すさまじい！


　悪あく魔まや堕だ天てん使しさえも治す！　それが増幅されてから反転リバースして、効果範囲がこのバトルフィールドと観戦室だとするなら……ッ！


「……各勢力のトップ陣じんがすべて根こそぎやられるかもしれない……ッ！」


　衝しよう撃げきの事実に俺たちは青ざめた！　そんなことになったら、人間界も天界も冥めい界かいも大変なことになる！


「会長との一戦でそんな作戦が思いつかれたのか！」


　俺の疑問にディオドラは首を横に振ふった。


「……いや、随ずい分ぶん前からその可能性が出ていたようだよ。ただ、シトリーの者がそれを実際におこなったことで計画は現実味を帯びたそうだ……」


　部長が顔を怒いかりに歪ゆがめる。


「堕天使の組織に潜もぐり込んだままの裏切り者がソーナに『反転リバース』を貸すことでデータを集め、利用していたかもしれないのね！」


　……グラシャラボラス家、シトリーとの戦い、ディオドラ、全部『禍の団カオス・ブリゲード』が絡からんでいやがったのかよ……。


　クソ、この神滅具ロンギヌスが創りだした装置も『禍の団カオス・ブリゲード』の者が関かん与よしている！


　ドライグ、これをなんとかできないのか？　おまえも神滅具ロンギヌスなんだろう？


『いや、「絶霧デイメンシヨン・ロスト」はブーステッド・ギアよりも高ランクの神滅具ロンギヌスだ。しかも禁手バランス・ブレイカーとなったら、無む謀ぼうに等しい。覚えておいてくれ、ブーステッド・ギアより強大な神滅具ロンギヌスも存在しているんだよ』


　なんでよりにもよって、『禍の団カオス・ブリゲード』なんかにそんな強力な神器セイクリツド・ギア持った野や郎ろうが属していやがるんだよっ！


「……クソッ！　なんてことだ！……どうすれば……」


　床ゆかを叩たたいて悔しがる俺にアーシアはつぶやく。


「イッセーさん、私ごと──」


「バカなこと言うんじゃねぇッ！　次にそんなこと言ったら、怒おこるからな！　アーシアでも許さない！」


「で、でも、このままでは、先生やミカエルさまが私の力で……。そんなことになるくらいなら、私は──」


　俺はアーシアの肩かたを抱だき真っ正面から言う！


「俺は……俺はッ！　二度と、アーシアに悲しい思いをさせないって誓ちかったんだ！　だから絶対にそんなことをさせやしない！　俺が守る！　ああ、守るさ！　俺がアーシアを絶対に守ってやる！」


　つい泣いちまった！　でも、本気だ！　俺は絶対にアーシアを守るんだ！


「イッセーさん……」


　アーシアも感極きわまって涙なみだを溢あふれさせていた。笑えみを浮うかべてアーシアに言ってやった。


「だから、一いつ緒しよに帰ろう。家で父さんと母さんが待ってる。俺たちの家に帰るんだ！」


　ギュゥゥウウウウウン。


　静かに装置が動きだした！　クソッ！　ついに稼か働どうし始めやがった！


　俺たちは装置に向けて、再度魔力の弾たまやドラゴンの波動を思いっきりぶつけてみるが──ビクともしなかった！


　アーシア自身にも神器セイクリツド・ギアの影響が及んでいて、彼女に降りかかる魔力なども装置が強力に弾いていた。


　これがブーステッド・ギアよりも高ランクの神滅具ロンギヌスの力だってのかよ！


　……いや、待てよ？


　俺はあることに閃ひらめいた。アーシアを見やる。うん、アーシアにぴったりくっついているな。


「ドライグ、俺はおまえを信じるぞ」


『どういうことだ、相棒？』


　怪け訝げんに訊いてくるドライグだが、俺はアーシアの枷に触ふれる。ドライグの直接の力が無理でもドライグの力で高めた妄もう想そうの類たぐいから生じる特とく殊しゆ技わざならばどうだろうか？


「アーシア、先に謝あやまっておく」


「え？」


　俺の言葉に首をかわいくかしげるアーシアだが……これもアーシアを助けるためだ。


　ゴメンね！


「高まれ、俺の性せい欲よく！　俺の煩ぼん悩のう！──洋服崩壊ドレス・ブレイクッ！　禁手バランス・ブレイカーブーストバージョンッ！」


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoost!!ブースト』


　鎧よろいの各宝玉が赤く輝かがやき、枷に触れている俺の手に流れ込んでいく。


　思い描えがくイメージはアーシアの全ぜん裸らだ！　そう、何もまとっていない生まれたままのアーシアの姿！　俺はそれを脳内に保存している！　それを思い返し、鼻血を噴ふきだしながら強くイメージしていく！


　キメが細かくてスベスベな白い肌はだ！　やわらかい体！　キレイな！　ピンク色の！　乳首ぃぃぃぃぃぃっ！


　そして──。


　バギンッ！　バババッ！


　金属が儚はかなく壊こわれる音と──衣類が弾はじけ飛ぶ音！


　アーシアの四肢を捕とらえていた枷は木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛び、同時にアーシアのシスター服も消し飛んだ。


「いやっ！」


　アーシアは瞬しゆん間かん的にその場で屈かがんだ。


　ブブッ！


　成長中のアーシアちゃんの全裸を見て、俺は鼻血を垂れ流していた。


　うん！　今日もアーシアちゃんのおっぱいは白く美しいものでした！


　ギュゥゥゥン……。


　アーシアが装置から解き放たれたためか、装置の動きが止まった。


「あらあら大変」


　朱あけ乃のさんはすぐさま魔力でアーシアに服を着させていた。


　部長が俺の鎧をコンコンと小こ突づき訊いてくる。


「よくドレス・ブレイクで壊せると思ったわね？　あれって、女性の身につけているものなら、なんでもいいの？」


「よ、よくわからないんですけど、枷は手首足首に密着状態でしたし、身につけているものの一部としての要領でいけるかなーって。全裸のアーシアを脳内で思いだして、その状態にしたいって真しん剣けんに妄想しましたし。たぶん、普ふ通つうにやったら無理です。禁手バランス・ブレイカー状態とブーストバージョンで高めたから成功したんだと思います。グレーゾーンの領域をなんとかクリアした感じかなと」


　なんて下手な説明をしてみたが、たぶん、そんなところだと思った。


　部長も「うーん、イッセーの想像力と妄想も枷を壊す要因になったのかしら」と首をひねって考えているご様子だった。


　何はともあれ、アーシアは無事！　装置も壊した！


　ディオドラも意い気き消しよう沈ちん！　俺たちは全員元気！　俺の妄想が仲間を救う！


　よっしゃ！　任務完かん了りようじゃねぇか！


「イッセーさん！」


「アーシア！」


　新しいシスター服に身を包んだアーシアが俺に抱だきついてくる！　うぅ、鎧よろい越ごしなのが悲しいが、アーシアが戻もどってきてくれて良かったよ！


「信じてました……。イッセーさんが来てくれるって」


「当然だろう。でも、ゴメンな。辛つらいこと、聞いてしまったんだろう？」


　アーシアは首を横に振り、笑顔で言ってくれる。


「平気です。あのときはショックでしたが、私にはイッセーさんがいますから」


　うぅ！　なんてかわいい子なんだろうか！　もう！　お兄さん、絶対に嫁よめになんか出しません！　手元で一生かわいがります！


　ゼノヴィアも目元を潤うるませていた。


「アーシア！　良かった！　私はおまえがいなくなってしまったら……」


　アーシアはゼノヴィアの涙をぬぐいながら微笑ほほえむ。


「どこにも行きません。イッセーさんとゼノヴィアさんが私のことを守ってくれますから」


「うん！　私はおまえを守るぞ！　絶対だ！」


　おおっ、抱き合う親友同士。アーシアとゼノヴィアの友情は美しいなぁ。俺は木場と──絶対に抱き合いたくないね。


「部長さん、皆みなさん、ありがとうございました。私のために……」


　アーシアが一礼すると、皆みんなも笑顔でそれに応こたえていた。


　今度は部長がアーシアを抱き、やさしげな笑顔で言う。


「アーシア。そろそろ私のことを家で部長と呼ぶのは止やめてもいいのよ？　私を姉と思ってくれていいのだから」


「──っ。はい！　リアスお姉さま！」


　部長とアーシアが抱き合っている。感動の一シーンだぜ！


「よかったですぅぅぅぅっ！　アーシア先せん輩ぱいが帰ってきてくれてうれしいよぉぉっ！」


　ギャスパーもわんわん泣いてやがる。あ、小こ猫ねこちゃんに頭まで撫なでられ始めたし。


　あー、やっと無事帰れそうだ。装置も壊したし、これで終わりだろう。地下に隠かくれたときに鎧も解除しようかな。


　ギリギリまでこの姿のほうがいいだろう。いきなり乱入があったら怖こわいし。


「さて、アーシア。帰ろうぜ」


「はい！　と、その前にお祈いのりを」


　アーシアは天に何かを祈っている様子だった。


「アーシア、何を祈ったんだ？」


　アーシアは恥はずかしそうに言った。


「内ない緒しよです」


　笑顔で俺のもとへ走り寄るアーシア。


　カッ。


　突とつ如じよ、俺たちをまばゆい何かが襲おそう。


　視線を送るとアーシアが──光の柱に包まれていた。


　光の柱が消え去ったとき、そこには──。


「……アーシア？」


　誰だれもいなかった。








　主よ。お願いを聞いてくださいますか？





　どうか、イッセーさんをずっとお守りください。





　そして──。





　どうか、これからもずっとイッセーさんと一緒に楽しく暮らせますように──。










　Juggernaut Drive.










　僕たちは一いつ瞬しゆん何が起こったかわからなかった。


　いや、いまでもよくわからない。


　ディオドラ・アスタロトと神滅具ロンギヌスの装置をイッセーくんが打だ倒とうし、アーシアさんの救出も無事完了して、僕──木き場ば祐ゆう斗とと眷けん属ぞくたちはこの場から退たい避ひしようとしていた。


　その瞬間、アーシアさんがまばゆい光のなかに消えていった。


　……何が起きた？


「神滅具ロンギヌスで創つくりしもの、神滅具ロンギヌスの攻こう撃げきで散る、か。霧使いめ、手を抜いたな。計画の再構築が必要だ」


　聞き覚えのない声だ。


　声のしたほうへ視線を送ると、そこには見知らぬ男性が宙に浮ういていた。軽鎧ライト・アーマーを身につけ、マントも羽織っていた。


　……なんだ、この体の芯しんから冷え込むようなオーラの質は……。


　部長がその男性に訊きく。


「……誰？」


「お初にお目にかかる、忌いま々いましき偽いつわりの魔ま王おうの妹よ。私の名前はシャルバ・ベルゼブブ。偉い大だいなる真の魔王ベルゼブブの血を引く、正統なる後こう継けい者しやだ。先ほどの偽りの血族とは違ちがう。ディオドラ・アスタロト、この私が力を貸したというのにこのザマとは。先日のアガレスとの試合でも無断でオーフィスの蛇へびを使い、計画を敵に予見させた。貴公はあまりに愚ぐ行こうが過ぎる」


　──旧ベルゼブブ！


　こんなときに！　アザゼル先生がおっしゃっていた今回の首しゆ謀ぼう者しやがご登場とは……。


　ディオドラ・アスタロトが旧ベルゼブブの末まつ裔えい──シャルバ・ベルゼブブに懇こん願がんするような顔となった。


「シャルバ！　助けておくれ！　キミと一いつ緒しよなら、赤せき龍りゆう帝ていを殺せる！　旧魔王と現魔王が力を合わせれば──」


　ビッ！


　シャルバが手から放射した光の一いち撃げきがディオドラの胸を容よう赦しやなく貫つらぬいた。


「哀あわれな。あの娘むすめの神器セイクリツド・ギアの力まで教えてやったのに、モノにもできずじまい。たかが知れているというもの」


　嘲あざ笑わらい、吐はき捨すてるようにシャルバは言う。


　ディオドラは床ゆかに突つっ伏ぷすことなく、塵ちりと化して霧む散さんしていった。──光の力？　天使、堕だ天てん使しに近しい能力か？　それとも『禍の団カオス・ブリゲード』は悪魔が天使や堕天使の力を使える研究が進んでいるのだろうか？


　僕の視界にシャルバの腕うでに取り付けられた見慣れない機器が映る。……あれが光を生みだす源か？


　やはり、アーシアさんは……。皆ももう気づき始めているようだ。


　ゼノヴィアは体をわなわなと怒いかりに打ち震ふるえさせていた。


「さて、サーゼクスの妹君。いきなりだが、貴公には死んでいただく。理由は当然。現魔王の血筋をすべて滅ほろぼすため」


　シャルバは冷れい淡たんな声だ。瞳ひとみも憎ぞう悪おに染まっている。よほど現魔王に恨うらみがあるのだろう。


　主張と家いえ柄がら、そして魔王の座を取り上げられ、冥めい界かいの端はしに追いやられたことを根深く恨うらんでいるのだろうね。


「グラシャラボラス、アスタロト、そして私たちグレモリーを殺すというのね」


　部長の問いかけにシャルバは目を細める。


「その通りだ。不ふ愉ゆ快かい極きわまりないのでね。私たち真の血統が、貴公ら現魔王の血族に『旧』などと言われるのが耐たえられないのだよ」


　シャルバは嘆たん息そくした。


「今回の作戦はこれで終しゆう了りよう。私たちの負けだ。まさか、神滅具ロンギヌスのなかでも中ちゆう堅けんクラスのブーステッド・ギアが上位クラスのディメンション・ロストに勝つとは。想定外としか言えない。まあ、今回は今後のテロの実験ケースとして有意義な成果が得られたと納なつ得とくしよう。クルゼレイが死んだが問題ない。──私がいればヴァーリがいなくても十分に我々は動ける。真のベルゼブブは偉い大だいなのだから。さて、去り際ぎわのついでだ。──サーゼクスの妹よ、死んでくれたまえ」


「直接現魔王に決けつ闘とうも申し込まずにその血族から殺すだなんて卑ひ劣れつだわ！」


「それでいい。まずは現魔王の家族から殺す。絶望を与あたえなければ意味がない」


「──外げ道どうっ！　何よりもアーシアを殺した罪！　絶対に許さないわッ！」


　部長は激高し、最大までに紅あかいオーラを全身から迸ほとばしらせた！


　朱あけ乃のさんも顔を怒りに歪ゆがめ、雷らい光こうを身にまとい始めた。





[image: ]





　僕も許すつもりはない！　アーシアさんは……やっと過去のすべてとケリをつけたんだ！　彼女の大好きなイッセーくんがそれをぶち破ることですべてが終わったんだ！


　彼女は改めていまの幸せを嚙かみしめることができるようになったんだ！


　それを目の前の存在が奪うばい去った！


　僕の大切な仲間を消し去った罪！　その命で償つぐないきれないだろうけど、それでもこのテロリストには死んでもらおう！


「アーシア？　アーシア？」


　──っ。


　イッセーくんがふらふらと歩きながらアーシアさんを呼んでいた。


「アーシア？　どこに行ったんだよ？　ほら、帰るぞ？　家に帰るんだ。父さんも母さんも待ってる。か、隠れていたら、帰れないじゃないか。ハハハ、アーシアはお茶目さんだなぁ」


　イッセーくんは……アーシアさんを探すように辺りを見み渡わたしながら、おぼつかない足取りで……。


「アーシア？　帰ろう。もう、誰もアーシアをいじめる奴やつはいないんだ。いたって、俺がぶん殴なぐるさ！　ほら、帰ろう。アーシア、体育祭で一緒に二に人にん三さん脚きやくするんだから……」


　──見てられなかった。


　その光景を見て、小こ猫ねこちゃんとギャスパーくんが嗚お咽えつを漏もらしていた。


　朱乃さんも顔を背そむけ、頰ほおに涙なみだを伝わせている。部長はイッセーくんをやさしく抱だいていた。


　僕もこみ上げてくるものを止められなかった……。


「部長、アーシアがいないんです。やっと帰れるのに。先生が言っていた神しん殿でんの地下に隠かくれなきゃ。でも、アーシアがいないと……。……と、父さんと母さんがアーシアを娘だって。アーシアも俺の父さんと母さんを本当の親のようにって……。俺の、俺たちの大切な家族なんですよ……」


　うつろな表情でイッセーくんはつぶやき、部長は彼の頰を何度もなでてあげていた。


「…………許さない。許さないッ！　斬きるっ！　斬り殺してやるっ！」


　叫さけびながらゼノヴィアがデュランダルとアスカロンでシャルバに斬りかかる！


「無む駄だだ」


　ギャンッ！


　シャルバは聖せい剣けんの二刀を光り輝かがやく防ぼう御ぎよ障しよう壁へきで弾はじき飛ばし、ゼノヴィアの腹部へ魔ま力りよくの弾たまを撃うち込んできた！


　ドオオンッ！


　地に落ちるゼノヴィア。聖剣も放り投げられ、床に突き刺ささった。


「…………アーシアを返せ……。……私の……友達なんだ……っ！……やさしい友達なんだ……。誰だれよりもやさしかったんだ……ッ！　どうして……ッ！」


　ゼノヴィアは床に叩たたきつけられても手元から離はなれていった聖剣を求め、握にぎろうとする。


　シャルバはイッセーくんに向かって言った。


「下げ劣れつなる転生悪魔と汚お物ぶつ同然のドラゴン。まったくもって、グレモリーの姫ひめ君ぎみは趣しゆ味みが悪い。そこの赤い汚物。あの娘は次元の彼方かなたに消えていった。すでにその身も消失しているだろう。──死んだ、ということだ」


　イッセーくんの視線が宙に浮かぶシャルバを捉とらえた。


　そのまま、じっと見つめ続ける。その姿は異様に見えた。無表情のまま、じっとシャルバの顔だけを見続けていたんだ。


『リアス・グレモリー、いますぐこの場を離れろ。死にたくなければすぐに退去したほうがいい』


　ドライグの声。僕たちにも聞こえるように発声したようだ。


　退去？　どういうことだ？　部長も僕同様に怪け訝げんな表情をしていた。


　ドライグの声は次にシャルバへと向けられる。


『そこの悪魔よ。シャルバといったか？』


　イッセーくんが部長を振ふり払はらい、立ち上がる。


『──おまえは』


　死人グールのようなおぼつかない足取りで、イッセーくんはシャルバのほうへ向かっていく。


　そして、シャルバの真下に来たとき、ドライグの声こわ音ねはイッセーくんの口元から発せられた！　それは心身を底冷えさせるほど、無感情の一声だった。





『選せん択たくを間ま違ちがえた』





　ドオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッッ！


　神殿が大きく揺ゆれ、イッセーくんが血のように赤いオーラを発していく！　そのオーラはしだいに高まり、大きくなっていって、神殿内全域を赤い輝きで照らし始めていた。


　肌はだに伝わるこのオーラの質で理解できる！　あのオーラは……危険だッ！


　イッセーくんの口から、呪じゆ詛そのごとき、呪じゆ文もんが発せられる。


　その声はイッセーくんのものだけじゃない。老ろう若にやく男なん女によ、複数入り交じった不気味なものだった。


『我、目覚めるは──』


〈始まったよ〉〈始まってしまうね〉


『覇はの理ことわりを神より奪いし二に天てん龍りゆうなり──』


〈いつだって、そうでした〉〈そうじゃな、いつだってそうだった〉


『無限を嗤わらい、夢む幻げんを憂うれう──』


〈世界が求めるのは──〉〈世界が否定するのは──〉


『我、赤き龍の覇は王おうと成りて──』


〈いつだって、力でした〉〈いつだって、愛だった〉





《何度でもおまえたちは滅びを選択するのだなっ！》





　イッセーくんの鎧よろいが変質していく──。さらに鋭えい角かくなフォルムが増していき、巨きよ大だいな翼つばさまで生えていった。両手両足から爪つめのようなものが伸のび、兜かぶとからは角のようなものがいくつも形作られていく。


　──その姿はドラゴンそのものだった。


　そして、全身の宝玉各部から、絶ぜつ叫きように近い声が老若男女入り乱れて発声される！





「「「「「「「汝なんじを紅ぐ蓮れんの煉れん獄ごくに沈しずめよう──」」」」」」」





『Juggernaut ジヤガーノートDriveドライブ!!!!!!!!!!!!』


　ゴオオオオオオオオオオオオオオッ……。


　イッセーくんの周囲が弾はじけ飛ぶ！　床が、壁かべが、柱が、天てん井じようが、そのすべてが破は壊かいされていく！　イッセーくんの鎧が放つ、血のように赤いオーラによって！


「ぐぎゅあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！　アーシアァァァァッァァァァッァァァァァァァッッ！」


　獣けものの叫びにも似た声をイッセーくんが発し、その場で四つん這ばいになり、翼を羽ばたかせる。


　ビュッ！


　空を切る音！　速い！　僕の目でも捉えきれなかった──。


「ぬうううううっ！」


　シャルバの悲鳴が聞こえてくる。振り向けば、小型ドラゴンと化したイッセーくんがシャルバに絡からみつき、肩かたに食らいついていた。兜かぶとに口のようなものが生まれ、その牙きばでかじりついたのだろう。


　ぶちぶちぶち……。肉を引き千切る音。


「おのれっ！」


　シャルバが右みぎ腕うでで光を作りだし、イッセーくんに放とうとするが──宝玉のひとつから、赤い鱗うろこに覆おおわれた龍の手が出現し、シャルバの右腕を止めた。


　さらに宝玉のもうひとつから刃やいばが生まれ、その右腕を切断するっ！


「ぐおっ！」


　激痛に苦く悶もんの表情を見せるシャルバ！　鮮せん血けつが神殿の床ゆかに散っていく！


　ぶちんっ！　気味の悪い音を立てて、イッセーくんはシャルバの肩の肉を食いちぎって、床に降下していった。


　うまく両手両足で着地すると、ペッと肩の肉を床に吐はきだした。赤い鎧は鮮血と混ざり合い、不気味な光こう沢たくを放っていた。


「げごぎゅがぁぁ、ぎゅはごはぁッ！　ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


　すでに……人の言葉を発していない……。全身に点在する宝玉から龍の腕が、あるいは刃が生えていき、しだいに人の姿すらも保てないほどの異形さを見せてきていた。


「ふざけるなっ！」


　地に降り立ち、激高したシャルバが残った左腕で光の一いち撃げきを放つ！　その帯状の一撃は極大といえるほどの規模だった。


　赤せき龍りゆう帝ていの翼が──光り輝く！　まるで白はく龍りゆう皇こうの翼のようだ！


　シャルバの放つ光の波動が襲おそいかかる瞬しゆん間かん──。


『DividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDividデイバイドDivid!!デイバイド』


　その音声が鳴り響ひびき、光の波動が半分に──。さらに半分！　縮小は留とどまることを知らず、シャルバの攻こう撃げきはペンライトの光ほどの弱々しさと化した。


　これは──イッセーくんが以前に奪ったという白龍皇の力！　それすらもこれほどまでに使うのか！


「ヴァーリの力か！　おのれ！　どこまでもおまえは私の前に立ちふさがるというのだなッ！　ヴァーリィィィィィィッ！」


　吼ほえるシャルバが次に放ったのは光ではなく、魔力の波動だった！　大きい！　絶大なオーラの波がイッセーくんに襲いかかる！


　バジイィィィィィィッ！


　それをイッセーくんは翼の羽ばたきだけで軌き道どうをずらして弾いた。


　──っ！　あれほどの攻撃をたったあれだけの挙動で！


　しかし、シャルバ・ベルゼブブはヴァーリに恨うらみを持っているのだろうか？　旧ベルゼブブと旧ルシファーの子孫。立場的に二人の間に溝みぞがあるのかもしれない。


　なっ！　僕はイッセーくんの変化に気づく。


　赤龍帝の兜に生まれた口が大きく開いた！　口内の奥おくにレーザーの発射口みたいなものを覗のぞかせている。一いつ瞬しゆんの閃せん光こう！


　ビィィィィィィッ！


　マスクから生みだされた赤いレーザーが一直線に伸び、シャルバの左腕を吹ふき飛ばしていく！


　レーザーの威い力りよくは留まることを知らず、神殿の床、壁、天井に一直線の細い痕あとを残していった。刹せつ那な──。


　ドオオオオオオオオオオオンッ！


　放たれた場所から爆ばく発はつが巻き起こった！　爆ばく煙えんが上がり、粉ふん塵じんを周囲に散らしていく。


「ぬあああああがああああああっ！」


　イッセーくんが咆ほう吼こうをあげ、全身に莫ばく大だいなオーラを漂ただよわせると床が大きく抉えぐれて、巨大なクレーターが生まれていった。オーラを漂わせるだけで周囲が消し飛びそうになる！


「ば、化け物め！　こ、これが『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』だというのか!?　冗じよう談だんではない！　わ、私の力はオーフィスによって前魔ま王おうクラスにまで引き上げられているのだぞ!?　データ上のブーステッド・ギアのスペックを逸いつ脱だつしているではないか！」


　シャルバの顔がついに恐きよう怖ふに包まれた。その瞳ひとみには怯おびえの色が強く、イッセーくんを恐怖の対象として捉えている。


　僕たちは──呆ぼう然ぜんと見ているしかなかった。


　部長は目を見開き、全身を震ふるわせていた。朱乃さんもゼノヴィアも小猫ちゃんもギャスパーくんもイッセーくんを恐おそれるように見ている。僕も全身の震えが止まらなかった。


　──あれは、怪かい物ぶつだ。もう、イッセーくんじゃない。


　イッセーくん──赤龍帝は体勢を変えていく。両りよう翼よくを大きく横に広げ、顔をシャルバに真まっ直すぐと向けた。


　ガシャッ。


　何かがスライドしていく音。見れば鎧の胸むな元もとと腹部が開き、何かの発射口が姿を現していた。


　ドゥゥゥゥゥ……。


　静かな鳴動のあと、赤いオーラがその発射口に集まっていく。それはしだいに大きくなり、寒気がするほどの圧縮されたオーラがあの発射口に溜たまっていっている……っ！


　横に広がった両翼も赤く輝かがやき、不気味な赤い光が辺り一帯に広がっていく。


「くっ！　私はこんなところで死ぬわけには！」


　シャルバが残った足で転移用魔ま方ほう陣じんを描えがこうとするが──その足が動きを停とめる。


「……と、停めたのか！　私の足を！」


　鎧の眼めが赤くきらめいていた。……ギャスパーくんの神器セイクリツド・ギアと同じ能力を発動したというのか!?　赤龍帝のスペックはいったいどこまで隠かくされているというんだ!?


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!!!!!!!!!!!!!!!』


『Longinus ロンギヌスSmasherスマツシヤー!!!!!!!』


　神しん殿でん内に幾いく重えにも鳴り響く、赤龍帝の神器セイクリツド・ギアが発する音声。


　そして、チャージされた発射口から、膨ぼう大だいな量の赤いオーラが照射されていく！


　まずい！　このままでは僕たちも巻き込まれる！


「部長、一時退たい却きやくしましょう！　この神殿から出るべきです！」


「イッセー……私は……」


　部長はイッセーくんを求めようと歩み寄ろうとするが、僕はそれを制止する。


「すみません！」


　僕は部長を抱だきかかえていく。朱乃さんがゼノヴィアに肩を貸し、小猫ちゃんとギャスパーくんも僕のあとに続いた！


「バ、バカな……ッ！　真なる魔王の血筋である私が！　ヴァーリに一ひと泡あわも噴ふかせていないのだぞ!?　ベルゼブブはルシファーよりも偉い大だいなのだ！　おのれ！　ドラゴンごときが！　赤い龍め！　白い龍めぇぇぇぇっ！」


　ズバァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンッ！


　放射された赤い閃光にシャルバは包まれ、神殿と共に光の中へ消え去っていった──。





　　　　─○●○─





「っ……」


　僕は神殿を出たあと、聖せい魔ま剣けんを幾重にも創つくりだし、シェルターみたいなものを形作って眷けん属ぞくをそこへ避ひ難なんさせた。


　神殿の崩ほう壊かいする音が無くなったのを確認すると、剣を解放し、外の様子に目を配らせる。


　──神殿は完全に崩くずれ去っていた。


　例の神滅具ロンギヌスで創られた装置だけが残っていたが、それもすでに各所崩れ、ひびだらけでボロボロだ。


　赤龍帝の力はここまでのものなのか……。


「おおおおおおおおおおん……」


　イッセーくんは瓦が礫れきと化した神殿の上に立ち、天に向かって悲ひ哀あいに包まれた咆吼をしている。


　──我を失ってもアーシアさんを失った悲しみだけは残っている。


　もう、シャルバ・ベルゼブブもディオドラ・アスタロトもいない。戦いは終わったはずなのに、イッセーくんの鎧よろいが解除する気配はない。


　……どうすればいい。どうすればイッセーくんは元に戻もどる？


　部長を始め、他の眷属もイッセーくんの咆吼を見ているしかなかった。


「困っているようだな？」


　第三者の声？　そのとき、空間に裂さけ目が生まれる！　人が潜もぐれるだけの裂け目から現れたのは──白龍皇ヴァーリ。それと、古代中国の鎧を着た男──初見だがおそらく孫そん悟ご空くうの美び猴こうだろう。そしてもう一人は背広を着た見知らぬ男性だった。


　その男性が手にしている剣はいままで見たこともないほど神こう々ごうしいオーラを放っていた。


　すぐにわかった。イッセーくんが出会ったという、聖王剣コールブランドの所持者だ。


「ヴァーリ」


　部長はヴァーリの登場に驚おどろいていた。──が、すぐに攻撃の姿勢を作りだす。僕たちも戦せん闘とうのかまえを取っていた。けど、彼らから敵意は感じられなかった。


「やるつもりはない。見に来ただけだ。──赤龍帝の『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』を。と言っても、あの姿を見るに中ちゆう途と半はん端ぱに『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』と化したようだ。『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』の現象がこの強固な作りのバトルフィールドで起こったのは幸いだったな。人間界でこれになっていたら、都市部とその周辺が丸ごと消える騒ぎになっていたかもしれない」


　部長はヴァーリに訊きく。


「……この状態、元に戻るの？」


「完全な『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』ではないから戻る場合もあれば、このまま元に戻れず命を削けずり続けて死に至る場合もある。どちらにしてもこの状態が長く続くのは兵ひよう藤どう一いつ誠せいの生命を危険にさらすことになるな」


　やはり、危険な状態なのか……。


　と、美猴が僕のもとに歩み寄る。──その腕には見知った少女が抱きかかえられていた。


「ほらよ、おまえらの眷属だろ、この癒いやしの姉ちゃん」


　美猴から渡わたされた少女は──アーシアさんだった！


「アーシア！」


「アーシアちゃん！」


　部長と朱乃さん、皆みんながアーシアさんのもとに集まる。見たところ、外傷はない。気絶しているようだけど……息はしている！


「生きています！」


　僕の一声に皆、涙なみだぐんだ。僕もこみ上げてくるものがあった。良かった！　本当に良かった！


「でも、どうして……」


　僕が疑問を口にすると、コールブランドの持ち主が答える。


「私たちがちょうどこの辺りの次元の狭はざ間まを探たん索さくしてましてね。そうしたら、この少女が次元の狭間に飛んできたのですよ。ヴァーリが見覚えがあるといいまして、ここまで連れてきたのです。運が良かったですね。私たちが偶ぐう然ぜんその場に居合わせなかったら、この少女は次元の狭間の『無』にあてられて、消失していくところでした」


　なるほど、そういう理由か。でも、良かった。アーシアさんが無事で。


「うわぁぁぁぁぁあんっ！」


　ゼノヴィアがアーシアさんの無事を確認し、安あん堵どのためか、その場に座すわり込んで泣きじゃくってしまった。僕はゼノヴィアのもとにアーシアさんをおろす。彼女はアーシアさんを大事そうに抱きかかえ、笑顔でうれし涙を流していた。


「──あとはイッセーだけれど」


　部長がイッセーくんに視線を送る。イッセーくんはいまだアーシアさんを失った悲しみで咆吼を上げ続けるだけだ。


「アーシアの無事を伝えればあの状態を解除できるかしら」


　部長の案にヴァーリは首を横に振ふる。


「危険だ。死ぬぞ。ま、俺は止めはしないが」


　ヴァーリに朱乃さんと小猫ちゃんが詰つめ寄る。


「頼たのめる間柄ではないけど、それでもお願い。彼を助けるのに手を貸して。白はく龍りゆう皇こうのあなたなら、彼の意識を取り戻す役割を担になえるのではなくて？」


「……お願いです。私たちも全力を尽つくしますから、あの人を救うために力を……」


　二人ともイッセーくんのことを強く想おもっている。


　すぐに否定するかのように思えたヴァーリだったがあごに手をやり考える。


「そうだな、何か彼の深層心理を大きく揺ゆさぶる現象が起こればいいのだが……」


「おっぱいでも見せればいいんじゃね？」


　横で美猴は頭をぽりぽりかきながら言った。


　僕もそれが一番だと思ったんだけど、口には出せなかったんだ。


「あの状態ではな。ドラゴンを鎮しずめるのはいつだって歌声だったが……そのようなものはないし、赤せき龍りゆう帝ていと白龍皇の歌なんてものはない」


「あるわよぉぉぉぉ！」


　ヴァーリの言葉を遮さえぎって、遠くから白い翼つばさの天使が飛んでくる。──紫し藤どうイリナさんだった。








「はー、着いたー。って、あれがいまのイッセーくん!?　ミカエルさまやアザゼルさまに聞いてはいたけど、すごいことになっているわね！」


　驚いたり、はしゃいだり、相変わらず紫藤イリナさんは感情の起き伏ふくが激しい人だ。


「イリナ、どうしてここに？」


　ゼノヴィアが訊くと、イリナさんは手に持った立体映像機器を突つきだした。悪あく魔まが使っているものだ。


「イッセーくんが危険な状態になったのは観戦ルームやこのフィールドで戦っていたお偉えらい方々にも把は握あくされているの。で、このままではいけないと魔王ルシファーさまとアザゼルさまが秘密兵器を私に持たせてくれたわけです！　ちなみに転送してくれたのはオーディンさまよ！　すごいわよね！　北の神さま！　おひげたっぷり！」


　……場の空気を破は壊かいするほど、テンションが高めだ。


　部長は映像機器を受け取ると、さっそく下に置いた。


「よくわからないけれど、お兄さまとアザゼルが用意したのなら、効果が見込めるかもしれないわね」


　部長は生なま唾つばを一度飲み込むと機器のボタンを押した。


　すると──空中に大きく映像が映しだされる。


　あ、イッセーくんもそちらへ顔を向けたぞ。


　そして、映像から想像を超こえたものが展開していく。


『おっぱいドラゴン！　はっじっまっるよー！』


　映像に映しだされた禁手バランス・ブレイカーの鎧姿のイッセーくんがそう声を出すと──子供たちが集まってくる。


『おっぱい！』


　映像の子供たちは彼の周囲でそう大きな声で言った。


　ダンスを始めるイッセーくんと子供たち。軽快な音楽も流れ出した。それにともないイッセーくんと子供たちもさらに踊おどり出す。


　宙に文字──タイトルと歌詞が表示された。


　驚きよう愕がくの展開に全員の目が飛びだした！





　──　な　ん　だ　こ　れ　は。







「おっぱいドラゴンの歌」





　作詞：アザ☆ゼル


　作曲：サーゼクス・ルシファー


　ダンス振り付け：セラフォルー・レヴィアたん





　とある国の隅すみっこに


　おっぱい大好きドラゴン住んでいる


　お天気の日はおっぱい探してお散歩だ☆


　ドラゴン　ドラゴン　おっぱいドラゴン


　もみもみ　ちゅーちゅー　ぱふんぱふん


　いろいろなおっぱいあるけれど


　やっぱり　おっきいのが一番大好き


　おっぱいドラゴン　今日も飛ぶ





　とある町の隅っこで


　おっぱい大好きドラゴン笑っていた


　嵐あらしの日でもおっぱい押すと元気になれる☆


　ドラゴン　ドラゴン　おっぱいドラゴン


　ポチッとポチッと　ずむずむ　いやーん


　たくさんおっぱい見たけれど


　やっぱり　おっきいのが一番大好き


　おっぱいドラゴン　今日も押す







　…………。


　全員、呆あつ気けに取られていた。どう反応していいかわからないのだろう。


　僕はわかったよ。これはおそらくあのテレビ局で撮さつ影えいされたものだ。彼だけ呼ばれた撮影の正体は、子供用歌番組だったようだ。


　その名も「おっぱいドラゴンの歌」！


　わざわざイッセーくんを禁手バランス・ブレイカー状態にさせて撮影をスタートし、子供たちと踊らせた。出来上がった動画を見て、いま僕はビックリしている。


　何よりも作詞した人と作曲した人が……何をしているんですか、あなた方は!?


　──これは酷ひどい。


「……うぅ、おっぱい……」


『ッ!?』


　イッセーくんが頭を抱かかえ、まともな言語を発した！　「おっぱい」って！　いや、やっぱり、まともじゃないかも！


「反応したわ！」


　部長が歓かん喜きの涙を流す。


「……そんな、この歌に反応するなんて」


　小猫ちゃんは──猫耳をしおらせて絶句していた。


「紫藤さん、もう一度流してちょうだい！」


　部長の言葉にイリナさんは応じる。


「はいな！　任されて！」


　ポチッと再び映像機器の再生ボタンが押された。







　とある国の隅っこに


　おっぱい大好きドラゴン住んでいる


　お天気の日はおっぱい探してお散歩だ☆


　ドラゴン　ドラゴン　おっぱいドラゴン


　もみもみ　ちゅーちゅー　ぱふんぱふん


　いろいろなおっぱいあるけれど


　やっぱり　おっきいのが一番大好き


　おっぱいドラゴン　今日も飛ぶ







「うぅ、おっぱい……もみもみ、ちゅーちゅー……」


　イッセーくんが頭を抱えながら苦しみだした。







　とある町の隅っこで


　おっぱい大好きドラゴン笑っていた


　嵐の日でもおっぱい押すと元気になれる☆


　ドラゴン　ドラゴン　おっぱいドラゴン


　ポチッとポチッと　ずむずむ　いやーん


　たくさんおっぱい見たけれど


　やっぱり　おっきいのが一番大好き


　おっぱいドラゴン　今日も押す







「……ず、ず、ずむずむ……いやーん……ポチッと」


　イッセーくんの指が何かを求めて押す仕草をしている！　その指にはすでに鋭するどい爪つめも消失していた。


「これならいけるか──」


『Vanishing バニシングDragon ドラゴンBalance バランスBreakerブレイカー!!!!!!!!』


　ヴァーリは瞬しゆん時じに禁手化バランス・ブレイクし、白き鎧よろいを身につける。光の翼を羽ばたかせてイッセーくんに近づき、光速とも言える速度で詰め寄った！


『Divid!!デイバイド』


　鳴り響ひびく白はく龍りゆう皇こうの音声。同時にイッセーくんの力がだいぶ減少したかのように思えた。


　ヴァーリが光速でイッセーくんに触ふれ、能力を発動したのだろう。先ほどまで無理と思われたが、歌で意識を取り戻もどしつつあるイッセーくんには効果が出たようだ。


「いまよ、リアス！　あなたの乳ち首くびが求められているわ！」


「ええっ!?」


　朱乃さんの言葉に目が飛び出るほど驚おどろいている部長！


　朱乃さんはかまわず続ける。


「イッセーくんはあなたの乳首を押して禁手バランス・ブレイカーに至った。なら、逆のこともできるはず。さっきまでは危険な雰ふん囲い気きが漂ただよっていて近寄れなかったけれど、歌で正気を取り戻しつつあるいまのイッセーくんなら話は別だわ！」


「で、でも、私の乳首でイッセーの『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』は解除できるのかしら……」


「できるわ！　私では無理……。ふふふ、やっぱり、こういう役目はあなたのほうがお似合いなのね……それがちょっと悔くやしいわ」


　朱乃さんは悲ひ哀あいに満ちた瞳ひとみを浮うかべるけど、言っていることはなんとも言えないものだった。乳首乳首って、そんなバカな……。


　チラリと部長がヴァーリのほうへ視線を移すが、ヴァーリは額に汗あせを浮かび上がらせながら視線を外した。これ以上関かかわりたくないらしい！　これは手厳しい！


　美猴はその横で腹を抱えて笑いをこらえている。ああ、笑ってくれ。もう笑うしかないさ！　イッセーくん、キミはどれだけおっぱいドラゴンなんだ！


　部長は一度大きな深呼吸をしたあと、意を決したようだ。


「わかったわ」


　イッセーくんのほうへ足を進める。その歩みに一いつ切さいのよどみは無かった！


　本当にそれでいいんですか部長!?　最近、イッセーくん関連だと迷いが無いですよ!?


　歌が何度もループするなか、部長はイッセーくんと距きよ離りを詰つめ、ついに眼前に立った。


　そして、制服のボタンを外し、ブラを外していく。こちらからは角度的に見えていないので安心してください、部長。


「お、俺の……お、おっぱい……」


　イッセーくんは求めるものを発見し、震ふるえる指を部長の胸へ──。


　その光景のなか、歌は何度目かのサビに突とつ入にゆうしていた。







　ドラゴン　ドラゴン　おっぱいドラゴン


　ポチッとポチッと　ずむずむ　いやーん


　たくさんおっぱい見たけれど


　やっぱり　おっきいのが一番大好き


　おっぱいドラゴン　今日も押す







　次の瞬しゆん間かん、イッセーくんの鎧が解除され、彼は解放された。


「……リアス・グレモリーの胸は兵藤一誠の制せい御ぎよスイッチか何かなのか？」


　顔をしかめ、真ま面じ目めに悩なやむヴァーリの横で美猴が「おまえ、それは酷い言い草だろ！」と爆ばく笑しようしていた。


　もう、どうにでもなれ……。


　イッセーくん、キミは立派なおっぱいドラゴンだよ……。













　Life.5　偉い大だいなる赤！










「うーん。あれ？　何がどうなったんだ？」


　目を覚ましたとき、俺は禁手バランス・ブレイカーの状態から解かれていた。号ごう泣きゆうする部長や朱あけ乃のさんに抱だきつかれて、何事かと思った。


　よく覚えていないが、木き場ばが言うには俺は暴走し、シャルバとかいう奴やつをぶっ倒たおしたそうだ。うん、その辺、全然覚えていないや。


　って、ゼノヴィアが抱えている女の子はアーシアじゃないか！　どうして？


「ヴァーリが助けてくれたんだ」


　木場がヴァーリを示す。あ、ヴァーリいたのか。……なんでこいつが？　つーか、なんで苦く笑しようしてんの？


　理由を聞いてみれば、ヴァーリがここにいるのは偶ぐう然ぜんが重なったことだと知った。


　でもアーシアが無事で良かった！


「アーシア！　アーシア！」


　俺が呼び続けると、アーシアのまぶたが静かに開いていく。


「……あれ？……イッセーさん？」


　おおっ！　無事だった！　良かった！　俺のアーシアちゃ──。


　ドン！


　これから抱こうとしたところをゼノヴィアに弾はじき飛ばされる！


「アーシア！」


　アーシアに抱きつくゼノヴィア。あーあ、号泣しちゃって。


「ゼ、ゼノヴィアさん。どうしたんですか？　く、苦しいです……」


「アーシア！　アーシアアーシアアーシアアーシアアーシアアーシア！　私とおまえは友達だ！　ずっとずっと友達だ！　だから、もう私を置いていかないでくれ！」


　アーシアは泣いているゼノヴィアの頭をやさしくなでる。


「……はい、ずっとお友達です」


「よかったわぁ」


　横でイリナもうんうんとうなずきながら泣いていた。


　……一件落着か。俺は安あん堵どの息を漏もらしていた。そこへ、ヴァーリが話しかけてくる。


「兵ひよう藤どう一いつ誠せい。無事だったようだな」


「ああ。なんだか、世話になっちまったようだな」


「ま、たまにはいいだろう。それよりもそろそろだ。空中を見ていろ」


「？」


　俺は訝いぶかしげに思い、何もないフィールドの白い空を見上げる。


　すると──。


　バチッ！　バチッ！


　空間に巨きよ大だいな穴が開いていく。そして、そこから何かが姿を現した。


「あれは──」


　穴から出現したものを見て、俺は驚いて口が開きっぱなしになっていた。部長や他の眷けん属ぞくも同様だった。


　ヴァーリは口元をゆるくにやけさせながら言う。


「よく見ておけ、兵藤一誠。あれが俺が見たかったものだ」


　空中をとてつもなく巨大な生物──真しん紅くのドラゴンが雄ゆう大だいに泳いでいく。


　デカい！　タンニーンのおっさんよりも遥はるかに大きい！　百メートルは超こえているぞ！


　ヴァーリは目元を細めながら続ける。


「『赤い龍りゆう』と呼ばれるドラゴンは二種類いる。ひとつはキミに宿るウェールズの古いにしえのドラゴン──ウェルシュ・ドラゴン。赤せき龍りゆう帝ていだ。白龍皇もその伝承に出てくる同じ出自のもの。だが、もう一体だけ『赤い龍』がいる。それが『黙もく示し録ろく』に記されし、赤いドラゴンだ」


「黙示録……？」


「『真なるアポカリ赤龍ユプス・神帝ドラゴン』グレートレッド。『真龍』と称しようされる偉大なるドラゴンだ。自ら次元の狭はざ間まに住み、永遠にそこを飛び続けている。今回、俺たちはあれを確認するため、ここへ来た。レーティングゲームのフィールドは次元の狭間の一角に結界を張ってそのなかで展開している。今回、オーフィスの本当の目的もあれを確認することだ。シャルバたちの作戦は俺たちにとって、どうでもいいことだった」


「でも、どうしてこんなところを飛んでいるんだ？」


「さあね。いろいろ説はあるが……。あれがオーフィスの目的であり、俺が倒したい目標だ」


　ヴァーリの目標──。


　そのとき、ヴァーリはいままで見せたことのない真まっ直すぐな瞳で言った。


「俺が最も戦いたい相手──『Ｄドラゴン×・オブＤ・ドラゴン』と呼ばれし『真なるアポカリ赤龍ユプス・神帝ドラゴン』グレートレッド。──俺は『真なる白龍神皇』になりたいんだ。赤の最上位がいるのに、白だけ一歩前止まりでは格好がつかないだろう？　だから、俺はそれになる。いつか、グレートレッドを倒してな」


　それがヴァーリの夢、か。


　そうか、こいつも持っているんだな。テロリスト集団に身を置いているのもあのデカいドラゴンを倒すため。


　こいつ自身が悪いことをしているのはわかっているが、夢を聞いて、ヴァーリにもそういうのがあるんだと改めて実感した。


「グレートレッド、久しい」


　──っ！


　俺たちのすぐ近くに黒くろ髪かみ黒ワンピースの少女が立っていた。


「誰だれだ、あの娘むすめ……？　さっきまでいなかったぞ」


　ヴァーリがそれを確認して苦く笑しようする。


「──オーフィス。ウロボロスだ。『禍の団カオス・ブリゲード』のトップでもある」


　──っ！　マジっスか！　あれが親玉！　つーか、なんでこんなところに！　俺と戦うなんてことないですよね!?


　少女──オーフィスはグレートレッドに指鉄てつ砲ぽうのかまえでバンッと撃うちだす格好をした。


「我は、いつか必ず静せい寂じやくを手にする」


　バサッ。


　今度は羽ばたき。


　ドスンッ！


　巨大なものも降ってきたようだ！　今度はなんだよ！　って、先生とタンニーンのおっさんじゃん！


「先生、おっさん！」


「おー、イッセー。元に戻もどったようだな。俺もどうなるか怖こわかったが、おまえならあの歌や女の胸で『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』から戻るかもなんて思っていた。乳をつついて禁手バランス・ブレイカーに至った大おお馬ば鹿か野や郎ろうだからな。あの歌の作詞をしたかいがあったぜ」


　あの歌詞、夢いっぱいですけど、やっぱ酷ひどすぎですよ！


「ちなみにサーゼクスからオファーがきたんだからな。あいつもセラフォルーもノリノリで作曲とダンスの振ふり付けしやがったし」


　先生、俺もそれをあとから知って驚おどろいたよ。ある意味、冥めい界かいの悪あく魔ま界と堕だ天てん使し界の記念すべき合作だよね。おっさんも豪ごう快かいに笑う。


「ハハハハ、さすがは乳の好きな赤龍帝だ！──と、オーフィスを追ってきたらとんでもないものが出ているな」


　先生とおっさんも空を飛ぶグレートレッドに視線を向ける。


「懐なつかしい、グレートレッドか」


「タンニーンも戦ったことあるのか？」


　先生の問いにおっさんは首を横に振る。


「いや、俺なぞ歯し牙がにもかけてくれなかったさ」


　おっさんでも相手にならなかったってこと？　じゃあ、あのでっかいドラゴン、どれだけ強いんだ……？


「久しぶりだな、アザゼル」


　ヴァーリが先生に話しかける。


「クルゼレイ・アスモデウスは倒したのか？」


「ああ、旧アスモデウスはサーゼクスが片付けた。……まとめていた奴らが取られれば配下も逃にげだす。どうやら、シャルバ・ベルゼブブのほうもイッセーが『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』で片付けたみたいだしな」


「お兄さまは？」


　部長が先生に訊きく。


「結界が崩ほう壊かいしたからな、観戦ルームに戻ったよ」


　その先生がオーフィスに言う。


「オーフィス。各地で暴れ回った旧魔王派の連中は退たい却きやく及および降こう伏ふくした。──事実上、まとめていた末まつ裔えいどもを失った旧魔王派は壊かい滅めつ状態だ」


「そう。それもまたひとつの結末」


　オーフィスは全然驚く様子もなかった。ひとつの派は閥ばつが消えても痛くもないんだろうか。


　それを聞き、先生は半眼で肩かたをすくめた。


「おまえらのなかであとヴァーリ以外に大きな勢力は人間の英えい雄ゆうや勇者の末裔、神器セイクリツド・ギア所有者で集まった『英雄派』だけか」


　英雄派？　テロ組織にはまだ勢力があるのかよ！　あー、そういや、いろんなところの危険分子が集まって組織されたんでしたっけ……。


「さーて、オーフィス。やるか？」


　先生が光の槍やりの矛ほこ先さきをオーフィスに向ける。戦せん闘とう再開ですか!?　しかも親玉対決！


　と、オーフィスはきびすを返す。


「我は帰る」


　あら、戦闘意い欲よくゼロっスか。こちらの方々はそれで納なつ得とくするわけもなく、タンニーンのおっさんが翼つばさを広げて、呼び止める。


「待て！　オーフィス！」


　けど、オーフィスは不気味な笑えみを浮うかべるだけだった。


「タンニーン。龍りゆう王おうが再び集まりつつある。──楽しくなるぞ」


　ヒュッ！


　一いつ瞬しゆん、空気が振しん動どうしたと思ったら──オーフィスが消え去っていた！


　あらら、逃げちゃったよ！


　先生もタンニーンのおっさんも嘆たん息そくしていた。


「俺たちも退散しよう」


　ヴァーリの声。奴やつも背広の男が作りだしたであろう次元の裂さけ目に入る寸前だった。おまえら逃げ足速すぎだ！


「兵藤一誠。──俺を倒たおしたいか？」


「……倒したいさ。けど、俺が超えたいものはおまえだけじゃない。同じ眷属の木場も超えたいし、ダチの匙さじも超えたい。俺には超えたいものがたくさんあるんだよ」


「俺もだよ。俺もキミ以外に倒したいものがいる。おかしいな。現赤せき龍りゆう帝ていと現白はく龍りゆう皇こうは宿命の対決よりも大切な目的と目標が存在している。きっと、今回の俺とキミはおかしな赤白ドラゴンなのだろう。そういうのもたまにはいいはずだ。──だが、いずれは」


　俺は拳こぶしをヴァーリに向けた。


「ああ、決着つけようぜ。部長や朱乃さんのおっぱいを半分にされたら事だからな」


「やっぱり、キミはおもしろい。──強くなれよ、兵藤一誠」


「じゃあな、おっぱいドラゴン！　それとスイッチ姫ひめ！」


　くっ！　最後の美び猴こうの笑みが鼻につくぜ！　って、スイッチ姫ってなんだ？　あ、部長のお顔が最大なまでに真っ赤っかだ。はて？


「木場祐ゆう斗とくん、ゼノヴィアさん」


　背広の男性が木場とゼノヴィアに言う。


「私は聖せい王おう剣けんの所持者であり、アーサー・ペンドラゴンの末裔。アーサーと呼んでください。いつか、聖剣を巡めぐる戦いをしましょう。では」


　そして、ヴァーリとその仲間たちは次元の裂け目へと消えていった。


　追えば良かったのにって思った。けれど、あいつはアーシアを助けてくれた。


　それが気まぐれか何かはわからない。


　だが、俺はこの場であいつと戦う気はしなかった。


　いつかは──必ず。再び相まみえるときがくる。さて、気持ちを改めないと。


　俺はアーシアの手を取り、笑顔で言ってやった。


「今度こそ帰ろう、アーシア。俺たちの家へ」


「はい。お父さんとお母さんが待つ家に帰ります」


　笑顔のアーシアを見て俺は──意識が遠くなっていった。










　Vali Lucifer.










「ヴァーリ、幹部連から連れん絡らく入った。シャルバの野や郎ろう、瀕ひん死しだけど生きてやがったぜぃ」


「そうか、美び猴こう。何にせよ、シャルバは急ぎすぎた。徹てつ底てい抗こう戦せんを唱え、現魔ま王おう政府に追放された先人も急ぎすぎた。──目先の怨えん恨こんだけで動くから滅ほろぶ」


「旧魔王派の奴ら、おまえさんをトップに迎むかえ入れたいとさ。どうすんの？」


「いまのポストで十分だと伝えてくれ。これ以上、前魔王の血族としての役職を増やしたくない」


「あーあ、旧魔王派、これでほぼ瓦が解かいだわ。他の派閥が台頭してくんぜ、こりゃ」


「カテレア、クルゼレイ、シャルバ。──おまえたちは嫉しつ妬と深ぶかすぎた。誇ほこりある前魔王の血族として生きるのなら、その生き方も誇り高くするべきだった」


「で、赤せき龍りゆう帝ていんとこの癒いやしの姉ちゃんを助けた理由は？　おまえらしくもねぇし」


「──気まぐれだ。それだけのことさ」










　New Life.










「う、うーん……」


　目が覚めると、そこは自室だった。


　……あら？　俺、ディオドラぶっ飛ばして、ヴァーリに会って、それからどうした？


　なんだか、気を失ってばかりな気がするぞ……。


「お目覚めですか？」


　声のするほうへ顔を向けると──そこには銀ぎん髪ぱつのメイドさん、グレイフィアさんがいた。


　って、紅べに髪がみの男の子──ミリキャスさまも一いつ緒しよだ。俺の顔を覗のぞき込んでる。


「やっとイッセー兄さまが目覚めたね、母さま！」


「ミリキャスさま、人前でそうお呼びにならぬよう申し上げているはずですよ」


「ぶー。はーい」


　俺は上半身だけ起こすと、グレイフィアさんが水をくれる。


「あ、どうも」


　それをあおっていると、グレイフィアさんが立体映像装置を展開し始める。


　はて？　何事？


　装置が起動し、男性の映像が立体的に映し出された。──サーゼクスさまだった。ずいぶんラフな格好だな。どこかにお忍しのびでお出かけ中？


『やあ、イッセーくん。目覚めたようだね』


「あ、はい！」


『今回の件、ご苦労だった。キミやリアスの活かつ躍やくもあって、「禍の団カオス・ブリゲード」旧魔王派といちおうの決着もついた』


　話を聞くと、俺は最後の最後で気を失い、そのまま数日寝ね込こんでしまっていたらしい。


　どうにも『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』と呼ばれる状態になったのが体に相当な負担をかけてしまったようだ。


　あの状態にはいまはもうなれないけど、ならないほうがいいと忠告された。


『キミが寝ている間、アザゼルがドライグといくつか話したそうだ。キミがアーシア・アルジェントさんを失ったと思い込んだことにより、怒いかりの感情が最大にまで高まって、封ふう印いんされていた力を解放したようだ』


　なるほど。大激げき怒どによって俺はとんでもない状態になった、と。しかし、ドライグの奴、俺が寝ている間に出てきていたのか。


『あの状態は神や魔王すらも超こえるパワーを一時的に手に入れられるが──所有者の生命を著いちじるしく削けずる。あの状態になるのはもうよしたほうがいいだろう。キミが死んでは多くの者が悲しむ。私の妹も──』


「はい。わかりました」


　その状態がどういうものだったか、俺は覚えていないけど、二度となりたくないね。


　死んだら、元も子もないじゃないか。今回はアーシアが死んだと思ってしまった俺が暴走した結果からそうなったのだろうが、できればもうなりたくないな。


　話を聞くと、『禍の団カオス・ブリゲード』の旧魔王派は今回の件で求心力を失い、ほぼ瓦解したようだ。


　旧魔王の血筋であるヴァーリはその辺りに興味がないようで、旧魔王派の上に立つことを拒こばんだらしい。旧魔王派はほぼ終わったとサーゼクスさまは言っていた。


　残党の悪あく魔またちは降伏したり、闇やみに身を潜ひそめたようだ。


　ディオドラの件で、アスタロト家は信用を一いつ切さい失ったそうだ。次期当主が『禍の団カオス・ブリゲード』に力を借りていた罪は重く、現当主の解任。


　アスタロト家はしばらくの間、魔王輩はい出しゆつの権利を失った。


　現ベルゼブブさまも今回の件で責任を問われた。けど、同時期に現ベルゼブブさまも『禍の団カオス・ブリゲード』関連の襲しゆう来らいを受けていたようだ。


　サーゼクスさま含ふくむ魔王さま三名の擁よう護ごもあり、現ベルゼブブさまへの非難の声はしだいに収まったという。


『いま、現ベルゼブブであるアジュカ・ベルゼブブが外れるのは悪魔側としても痛い。術式プログラムに秀ひいでた男だ。レーティングゲームの基き礎そ理論を構築したのも彼だ。何よりもあれだけの人材を探そうにも他にいないのだよ』


　サーゼクスさまは嘆息する。悪魔業界の人材不足は深刻なようだ。


　俺が赤龍帝のためか、ウロボロス──オーフィスのこともサーゼクスさまは教えてくれた。主に目的など。それで疑問が生じた。


「ひとつ、お訊ききしてもよろしいですか？」


『なんだろうか？』


「オーフィス──『禍の団カオス・ブリゲード』の親玉の目的はあのでっかいグレートレッドっていうドラゴンを追い出して、故郷の次元の狭はざ間まに帰ることですよね？　それなら、俺たちが協力してあげたら、テロ組織をやめるんじゃ？」


　しかし、サーゼクスさまは首を横に振ふる。


『いや、残念ながらそれは難しい。現在グレートレッドが統すべているからこそ、各世界の間にある次元の狭間は均きん衡こうを保っているという見解が大たい勢せいなのだよ。もし、グレートレッドがオーフィスかヴァーリにやられたり、もしくはオーフィスが次元の狭間を統べたとしたら、世界はどうなってしまうかわからない。昔のオーフィスならば何事もなかっただろうが、現在のオーフィスは俗ぞく世せに永く居続けてしまったためか、初期の頃ころよりも変質してしまっている』


　下手に次元の狭間関係のバランスを崩くずすと大変なことになるってことね。


　じゃあ、オーフィスとヴァーリの目的は危ないじゃないか！　だから、各勢力の皆みなさんは頭を悩なやませているわけか。うぬぬ。ヴァーリは俺が将来的に倒たおすとして、オーフィスのほうは誰だれかお願いだから倒してね。俺は戦うの嫌いやだ！


　俺の目的はあくまで上級悪魔昇しよう格かくとハーレムを作ることだもん！


『今後の若手レーティングゲームも大きな見直しが必要となった。テロリスト介かい入にゆうばかりではあまりに危険だ』


「じゃあ、中止ですか？」


『仕切り直しだろうね。しかし、どうしても実現したいカードがある。冥めい界かいに住む者たちや他勢力の間でも、その一戦だけはぜひやって欲ほしいと熱望された』


「誰と誰のゲームですか？」


『──リアスとサイラオーグの一戦だ』


　──ッ！


　よりにもよって、多くの人たちにそのカードが求められましたか！


　部長と若手ナンバーワンであるサイラオーグさんの戦い！


　──おまえとは理り屈くつなしのパワー勝負をしたいものだよ。


　あの人に言われた一言。耳に残ってる。そっか、俺たち、ゲームが再開されたとしたら次はサイラオーグさんと。


『同時にシトリー対大公アガレスのカードも熱望されているようだが……。実現するのだったら、パワー対パワー、戦術対戦術となるのだろうか』


　どこかサーゼクスさまも楽しげだ。きっと、そのふたつの試合を楽しみにしているに違ちがいない。


『何はともあれ、試合の是ぜ非ひが決まるまで若手は全員待機ということになっている』


　テロ後だもんな。冥界の世論とかそういうのしだいでゲーム自体が潰つぶれてしまう可能性もある。若手上級悪魔のゲームも厳しいね。


　で、例の「おっぱいドラゴン」だけど、なんとすごいことに冥界の子供たちの間で軽く社会現象になっているそうだ。


『第だい二に弾だんの歌も構想中だよ。うふふ、これでも子供の頃は音楽家になりたかったんだ。いま夢のひとつが叶かなってうれしい』


　あー、サーゼクスさま、お目々が爛らん々らんと輝かがやいていらっしゃる。あの歌、マジでノリノリで作曲したんだな……。


　そのサーゼクスさまが改めて口にする。


『キミはすごい』


「お、俺がですか……？」


『うむ。レーティングゲームのファン層で一番少ない──いや、無いに等しかったのが子供のファンだ。大人の悪魔たちが競きそい合うゲームを見ていても子供たちにとってみれば娯ご楽らくとは程ほど遠とおいものだっただろう。事実、唯ゆい一いつゲームで子供たちに人気があるのは転生悪魔のタンニーンなど、ドラゴンや魔ま物もの、妖よう怪かい、人の形をしない者たちの試合だった。子供にしてみれば大迫はく力りよくの怪かい獣じゆう映えい画がなどに見えるのだろう』


　ハハハハ、怪獣か。確かにタンニーンのおっさんは見た目が怪獣だ。


『今後、キミがゲームをしている間だけでいい。──できることなら、次世代を担になうであろう冥界の子供たちにキミの戦いを見せてあげて欲しい』


「ゲームの間だけでも俺にガキんちょ──いえ、悪魔の子供たちのヒーローになれってことですか？」


『ああ。でも強制はしない。あくまで私の希望だ』


　冥界のゲーム事情とか、難しいことはよくわからないけど……。子供たちのためか……。


『おっぱいドラゴンだ！』


『ちちりゅーてー！』


　脳内でインタビュー時、俺を見て喜んでいた子供たちが思いだされた。


　なんだか、ワクワクする自分がいた。俺、いままであんな風に誰かに喜ばれたことなかったからさ……。


『──ハーレムだけを最終目標にするのはもったいないぞ』


　タンニーンのおっさんが冥界で言っていた言葉を思いだす。


　ううん。おっさん、俺、ハーレムを最終目標にするのは変わらないよ。やっぱり、美女美少女に囲まれた自分だけのハーレム欲しいもん！


　──でも。


　ガキんちょどもにカッコイイ姿見せるのも悪くないよな！


　若いお母さんもついてくるかもしれないんだぜッ!?


　ひ、人妻！　若妻！　素す晴ばらしい！　そういや、最近のヒーロー番組はお母さんもターゲットだって聞いたことあるぞ！


　有名になれば、俺のヒーローショーも開かれるかもしれない！　子供がお母さんを引き連れて見にくる！　そこで出会いがあるかもしれないじゃないかッ！


　冥界の美女を蹂じゆう躙りんする窓口を見つけた気がした！


　うおおおおおおおおおおおおおおっ！　冥界の人妻を大量ゲットだぁぁぁぁっ！


　おっさん！　やっぱ俺ハーレム王目指すよ！　人妻若妻もありありで！


「了りよう解かいです、サーゼクスさま！　人妻──いえ、子供たちのためにがんばります！　ところでさっきからサーゼクスさまの後方から歓かん声せいとか沸わいているんですけど、何事ですか？」


　そう、さっきから聞き慣れた音が発せられていた。


『あー、そうだった。今日は駒く王おう学がく園えんの体育祭なのだよ。私も妹の晴れ姿を見にきているんだ』


　……な、な、な、なんですと!?　俺は急いでカレンダーとデジタル時計の日付を確認する！　あーっ！　本当に今日体育祭の日だぁぁぁぁあああっ！


　やべえええええっ！　俺、寝込んでいたから、危あやうく参加できないところだったのか！


『グレイフィア、急いで転移用魔ま方ほう陣じんでイッセーくんを学園まで飛ばしてくれ』


「かしこまりました」


　ありがたい！　さすが魔ま王おうさま！　俺は急いで体操着に着き替がえたのだった！


　アーシアとの二に人にん三さん脚きやく！　遅おくれたら大変だ！








　ぱーん！　ぱーん！


　空くう砲ほうの音が空に鳴り響ひびき、プログラムを告げる放送案内がグラウンドにこだまする。


『次は二人三脚です。参加する皆さんはスタート位置にお並びください』


　うわっ！　ちょうど始まるところじゃないか！


　俺が転移した先は旧校舎近くの森だった！　急いでグラウンドへ向かう！


『それでは二年生全クラス対たい抗こうの二人三脚、スタートです』


　始まっちまった！　俺とアーシアの番は確か中なか頃ごろだ！　間に合え～！


　全力疾しつ走そうで走り抜ぬき、ついにグラウンドに出た！


「イッセー！　こっちのほうが近いわ！」


　──部長！


　俺を発見してくれたのか！　あっ！　なるほど、生徒会のテントを潜くぐれば近道だ！


「兵ひよう藤どう！　遅おせぇよ！　ほら、アーシアさんとこ行け！」


　テントの下にいた匙さじにも激げき励れいをもらう！


「おう！　任せろ！」


　あっ、やっと列を見つけた！


　アーシアは──。いた！　ああああああ、寂さみしげな表情でクラスの他の男子と足首のひもを縛しばろうとしている！


　ダメダメダメッ！　アーシアちゃんと走るのは俺だぁぁぁぁっ！


「アーシアァァァァァァアアアアッ！」


　俺の叫さけびにアーシアが気づき、きょろきょろと辺りを見み渡わたし、ついに俺を発見する！


　泣きそうな笑顔で叫んだ！


「イッセーさん！」


　待ってろよ！　アーシアを一人にするわけねぇだろ！　俺はいつだってアーシアの味方なんだからよ！


　ついにアーシアのもとにたどり着き、クラスの男子に言う。


「わりぃ、俺が走るから」


　すると、そいつは俺の肩かたをたたき、


「当然だ！　アーシアさんと走ってこいよ！」


　激励をくれた！　ああ、見てろよ！　俺とアーシアちゃんのコンビネーション！


　俺はしゃがみ、アーシアの足首とひもで繫つなぐ。


「イッセーさん！　来てくれた！」


「当たり前だ。俺はアーシアのイッセーだぜ？　アーシアのピンチに必ず駆かけつけるさ」


　あー、また泣きそうになっちゃって。泣き虫はなおらないな、アーシア。


「次の列です！」


　そして、俺たちの番となった。


　お互たがいの腰こしを手でおさえ──走る構えとなる。


　パンッ！


　空砲が鳴り響き、スタートだ！


「行くぞ！　アーシア！」


「はい！」


　俺たちはスタート開始からバツグンのコンビネーションを見せつけ、快走していく。


「イッセー！　アーシア！　一番取りなさい！」


「いけますわよ！」


　部長と朱あけ乃のさんが応おう援えんをくれる！


「イッセーくん！　アーシアさん！　一番狙ねらえるよ！」


「イッセー！　アーシア！　いけぇぇぇえっ！」


「二人ともがんばって！」


　木き場ば、ゼノヴィア、イリナも応援をくれる！


「イッセーせんぱーい！　アーシアせんぱーい！」


「がんばってください！」


　ギャスパーも大声出しちゃって！　小こ猫ねこちゃんもテンション高いぜ！


「負けたら承知しねぇぞ！」


　アザゼル先生！　勝ちますって！


「来たな、イッセー！　カッコイイところ撮さつ影えいしてるからな！」


「イッセー！　アーシアちゃん！　がんばってーっ！　ファイトォ！」


　父さん、母さん！　息子むすこと娘むすめの晴れ舞ぶ台たい見ていてくれよ！


　走りながら、俺はアーシアに言った。


「アーシア、ずっと俺のそばにいろ。もう離はなれちゃダメだ」


「──っ！」


　アーシアはまた泣きそうな顔になるけど、我が慢まんして走るのに集中した！


　そして──。


　パンッ！　空砲の音！


　俺たちはゴールのテープを切った！


「よっしゃあああああああっ！」


　一番の旗をもらい、俺はガッツポーズを取っていた！


　ハハハハ、見ろよ！　俺とアーシアの走りは最速さ！


「やった！　アーシアやったぞ！」


「はい！　やりました、イッセーさん！」


　俺とアーシアは手を取り合った！


　見ろ見ろ！　やっぱ俺たちの息は最高じゃないか──と。とととと。足取りがおぼつかない俺。ふらふらだ。


　ふいに訪おとずれた脱だつ力りよく感。力が……抜ける。ああ、そうだった、俺、昏こん睡すい状態から目覚めたばかりでした。無理しすぎたかな……。


「イッセーさん！　だいじょうぶですか？」


　体勢を崩くずす俺をアーシアが支えてくれる。


「あー、ちょっと張り切りすぎた」


「イッセー、アーシア」


　そこにご登場は部長。笑顔で体育館のほうを指さす。


「アーシア、体育館裏なら人ひと気けもないし、神器セイクリツド・ギアで回復してあげなさい」


「は、はい！」


　すみません部長。うぅ、情けないな俺。体力自じ慢まんがこんなところで倒たおれるとは……。


　アーシアに肩を貸してもらい、部長の横を通り過ぎるときだった──。


「──アーシア、がんばりなさい」


「──っ」


　？　部長の一言にアーシアは頰ほおを赤く染めていたけど……はて？


　そんなこんなで体育館裏に移動し、俺はアーシアに回復してもらっていた。


　あー、アーシアの回復は最高だ。淡あわい緑色の光がソッコーで体にしみいる。


　体の調子が少し戻もどったところで、俺は立ち上がり、軽く腕うでを回した。


「よっしゃ。これで残りのプログラムもなんとかこなせそうかも！」


「イッセーさん」


「ん？　なんだ？」


　アーシアに呼ばれ、振ふり返ると──。


　アーシアがかかとをあげる。


　俺の唇くちびるに──アーシアの唇が重なった。





[image: ]





　…………。


　俺は突とつ然ぜんの──キスで何がなんだかわからなくなってきていた。


　や、やべ、頭のなかがパンクしそう……っ！　だって！　だって、いま！


　キ、キ、キスしちゃったぁぁぁぁっ！　しかもアーシアとぉぉぉぉっ！


　アーシアは笑顔で首をかわいくかしげて言った。


「イッセーさん、大好きです。ずっとおそばにいますから」


　俺は感無量を得るのと同時にうれしさのあまりその場で倒れ込んだのだった。


　俺──。


　俺、いま幸せだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ！







あとがき







　兵ひよう藤どう一いつ誠せいはおっぱいドラゴンである！　彼はリアス・グレモリーのおっぱいスイッチを押すことで伝説の乳ちち龍りゆう帝ていに変身することができるのだ！





　こんにちは。石いし踏ぶみです。また頭の悪いことをやりました。病気は進行しています。


『おっぱいドラゴンの歌』、いかがでしたでしょうか？　富ふ士じ見み書しよ房ぼうさんがＣＤ化して発売するという暴ぼう挙きよを夢見ながら書いてみました。


　さて、この６巻を持って、３巻からの流れに一いつ旦たん終しゆう止し符ふが打たれます。内容的にもいきなりクライマックスで始まり、そのままの勢いでお話が終わりました。５巻からの直接の続きとして書きました。イッセーも怒ど濤とうのように女子部員のおっぱいをもみまくりでしたね。


　今回はお話的にサーゼクス、アザゼル、オーディンを含ふくむ各勢力ＶＳ『禍の団カオス・ブリゲード』という大人の戦いに巻き込まれ、その裏でイッセーたちが仲間を救うために戦っていたって感じです。６巻はひとつの終わりとして派手にやらせていただきました。前回、パワーをセーブした状態の戦いだったので、今回はセーブ無しで全員に暴れさせてみせました。


　ちなみに１～２巻が第一章、３～６巻が第二章、そして７巻から第三章となります。


　次の巻から新章突入！　今回、それらしい伏ふく線せんもあって、読者の皆さんも気になっていると思いますが、新章で次々と判明……するかもしれません！


　若手最強のサイラオーグとのゲームもぜひともやりたいですね。





　紆う余よ曲きよく折せつありましたが、アーシアが幸せになりました！　ついに大好きなイッセーとキスもしちゃいまして、これからも二人は仲良くずっと暮らしていくことでしょう。


　イリナ再登場！　天使と化して駒く王おう学がく園えんに入学しました。テンション高めですが、アーシア、ゼノヴィアと共に教会トリオの一員として愛めでてやってください。


　劇中、プロテスタントのイリナが宗派による違いを無視していますが、Ｄ×Ｄオリジナルだと思ってください。作中の世界は天界が各宗派をまとめています。


　天使の『悪魔の駒イーヴイル・ピース』的なものも作りましたが、物語に直接絡からんでくるものではないので、いち設定として覚えておいてください。ただ、謎なぞのジョーカーは出てくるかも。


　レイヴェルは登場回数がほとんどないのに読者から人気が出てきています。今後ももちろん登場します。人気しだいでレギュラーにしようかどうか決めていこうかなと。


　そしてフリード。さよならフリード。皆みなさん、合がつ掌しようしてあげてね。良いワルでした。


　さらにオーフィスが登場しました。とりあえず、今回は顔合わせという感じです。


『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』について。少しばかり薄うす気き味み悪わるい描びよう写しやで発動しました。謎だらけなり。





　謝しや辞じをば。


　６巻無事に発売できました。みやま零ゼロさま、担当さま、毎回お世話になっております！


　読者の皆さま！　ここまでの応おう援えんありがとうございます！　まだまだ続くので変わらずの応援、よろしくお願い致いたします！　イッセーたちの物語はさらに続きます。


　宣伝も！　なんと！　「ハイスクールＤ×Ｄ」が、５月発売の「ドラゴンマガジン７月号」で表紙となることが決定致しました！　皆さま、応援ありがとうございます！　売り上げも右肩上がりで絶好調でございます。そしてついにドラマガの表紙です！　特集と短編も掲載されておりますので、Ｄ×Ｄが表紙のドラマガを見つけたら手に取ってみてください！


　そんなわけで７巻でお会いしましょう。夏頃ごろ発売予定です。










　Heros.










「シャルバ・ベルゼブブが落ちたよ。白龍皇ヴァーリも上に立たないってさ」


「そうかそうか。『禍の団カオス・ブリゲード』旧魔王派は終わりってことだ。ま、うちのところにいる『絶霧デイメンシヨン・ロスト』の使い手が少し手を抜いたのが悪かったかな」


「よく言うよ。そう命じたくせに。で、どうする？　そろそろ英雄と勇者の末裔の集まりである僕たち英雄派も事を起こすかい？──曹そう操そう」


「さーて、どうするか。──いまは人材集めのほうが楽しいんだけどな」


「初代と同じだね。でも近い将来必ず動かなければいけなくなるよ。あなたに宿っているものがそれを許さないから。その最強の神滅具ロンギヌス──」


「──『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』か。この矛先にあるのは、覇はか、それとも──」








感想・ファンレターの宛先







　　〒一〇二─八一四四


　　東京都千代田区富士見一─十二─十四


　　富士見書房　ファンタジア文庫編集部　気付





　　石踏一榮（様）


　　みやま零（様）





ハイスクールＤ×Ｄ６


体育館裏のホーリー





石いし踏ぶみ一いち榮えい
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